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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　①




　盆ぼん休み。

　東京、上うえ野の公園。

「いい天気ね、ヒデオ」

「ええ」

　青空もあるが、入道雲もある。

　以前に秋あき葉は原ばらで出会った、ヘルメットと笑顔えがおが印象的なマックルイェーガーという名の女の子にデートしようと呼び出され、やってきた。

〝……まあ、私は何も言わないけど〟

　では何も言わなくていいのでは。

「あ、ボートよヒデオ。あれ。へー、トーキョーにもこんな森や湖があるのね。全然気付かなかったわ」

「……ええ、まあ。普ふ通つうに暮らしていると、確かに」

　都心部というと、高層ビルばかりの印象だが……実際そうなのだが……徒歩でゆっくり散策すると、隙すき間まという隙間に親の敵かたきの如ごとく木が植えてあったりして、意外と緑は多い。

〝ボート、って言ってるんだから乗るか乗らないかくらい聞いてみれば……〟

「ほらヒデオ。お金払はらってきたから、一いつ緒しよに乗りましょうよ」

　マックルの行動力は、ノアレの心配を軽く上回っていた。

　足漕こぎのサイクルボートではなく、手漕ぎのローボート。オールなんて生まれてこの方握にぎったこともないのだが……とわずかに心配している間に、マックルが舳へ先さき側に乗ってオールを手にしてしまう。

「いやー、ボートなんて何年振ぶりかしら？　ヒデオは？」

「……いえ。マックルさんと同じ。というか。ほとんど、乗ったことはないのですが」

「あ、マックルでいいわよ別に。ですとか、ますとかもいらないし」

　で、ボートはまさしく波を押し退のけ、滑すべり出す。普段、電車やクルマしか乗らない者にとっては、水面みなもを走る感覚というのは独特、かつ新しん鮮せんだ。レールの継つぎ目も、アスファルトの凹おう凸とつもあるはずもなく、滑なめらかでとても心ここ地ちがよい。

〝ここでさらっと気の利きいたことを……〟

「なんか知らないけど、ダンケルクからイギリス旅行に行ったときのこと思い出すわね。ヒデオは知ってる？　ダイナモ作戦」

「……。いや」

　旅行に作戦名を言われても。やはり、そういうミリタリーな感じが好きな人なのだろうか。

「疲つかれたら。代わりま……、代わるが」

「へーき、へーき。あたしもこう見えて、パワーあるから。あ、それともヒデオも漕いでみたい？」

「いや。そういう、わけでは」

〝ここでいいところを見せようとか思わないのがまた……〟

　どう考えても彼女の方がうまいではないか。ベテランの船乗りの如く、安心して速いのだから。

　そうして水辺の程ほどよい涼りよう気きを浴びながら、すいすいと進むボートに感心しているうちに、桟さん橋ばしまで戻もどってきた。

「ま、たまにはこういうのもいいわよね」

　汗あせ一つかいていない辺りが、よほど運動に慣れているのか。

「お昼だし、何か食べる？」

「だったら。少し行けば、アメ横よこなど」

　行ったことはないが、有名だし何かあるだろう、たぶん。

「あー、あそこは前に行ったことがあるのよね。ミリタリーショップがあるとかで。ま、服とかメインだったけど。ほら、ほら。このブーツもそこで買ってきたの」

　と、ロングスカートから伸のびた爪つま先さきを指差してみせる。

「ヒデオもそういうの、買う？」

「いや。そういうのは。あまり」

　喋しやべりながら歩く。

「う～ん、やっぱり手軽なのがいいわね」

　露ろ店てんが並んでいるのを見付けて、マックルが言った。

「あたしの知り合いのヤンキーも言ってたんだけど、貧ひん困こん国でも紛ふん争そう地帯でもない資本主義国で行列作ってまで何か食べようって発想がわからない」

「……それは。確かに」

「あ、やっぱり。ヒデオもそんな感じ？」

〝確かにじゃなくて。ヒデオの場合は人混みが苦手とか店員に注文するのが緊きん張ちようするとかいう理由でしょ〟

　うるさい。行列作ってまで食べたいと思わないの部分に賛同したのだ。

　結局、それぞれホットドッグとコーラを買って、木こ陰かげのベンチに腰こしを下ろした。




　　　　◆




　不忍池しのばずのいけから戻ってくる女が二人。

「まったく、何が水子の霊れいですか。どう考えても酔よっ払いが池に落ちただけではありませんか」

　氷のような目を不ふ機き嫌げんそうにして歩く巫み女こ装しよう束ぞくの傍かたわら、美み奈な子こはハンカチを汗の滲にじむ額に当てた。

「犠ぎ牲せい者しやも危険もなかったんですから、それが一番じゃありませんか」

　お盆ぼん休みをばらけて取っているのは、警察庁の心しん霊れい班も一緒。人手が少ないので、今日はそれぞれの部署からこの二人が不ふ審しんな報告の調査に出されたのだ。

「それにしても……」

　美奈子は視線を巡めぐらせた。東京でも有数の公園であるからして、家族連れも多ければカップルもまた多い。そうして我が身を顧かえりみれば、一緒に歩いているのはライバル部署でも一等いけすかない女である。

「なんです」

「いいえ、なんにも。この炎えん天てん下かで、よくそんな涼すずしい顔をしていられると思っただけです」

「心頭滅めつ却きやくすれば大たい抵ていのことはどうにかなるものです」

　とは言うものの、南中を過ぎた夏の東京の蒸し暑さは並大抵ではない。さすがの睡すい蓮れんも涼しいのは顔だけで、額にはいくらかの汗が光っている。

〝申し訳ない、睡蓮殿どの。美奈子殿は、周囲の恋こい人びと連れが羨うらやましいのでござるよ〟

　カンカンカン。

　美奈子は、腰の十手を遊歩道の柵さくにぶつけながら歩く。

「誰だれも妬やいてなんかいません」

「美奈子。そうしてカミのいらっしゃるような有り難がたき物を、粗そ末まつに扱あつかうものではありません」

「我が家に伝わる十手を私がどう扱おうと、他人の名な護ご屋や河かわさんには関係のない話です」

　睡蓮が伏ふし目がちに嘆たん息そくする。

「……岡おか丸まる様はいつもこのような無体を受けておいででございますか」

〝いやいや、睡蓮殿が気に掛かけるようなことではござらんよ。美奈子殿も、こう見えて気立ての優やさしいところもある故ゆえ、心配ご無用にござる〟

　何だか知らないが、この巫女は人のことを美奈子と呼び捨てするクセに、十手の岡丸のことは善よきカミだとか言って様付けにする。

「こう見えてって何よ」

「見たままという意味でしょう」

「なんですか？　名護屋河さん」

「なんです、北きた大おお路じ美奈子」

　二人が火花を散らし始めたときだった。

〝……あれはヒデオ殿ではござらんか？〟

「えっ？　どこよ、岡丸」

〝向こうのベンチのところでござる〟

　ああ、本当だ。

「ヒデオさ……」

　手を振ふって声をかけようと思ったとき、美奈子はその隣となりにもう一人いることに気付いた。ヘルメットを被かぶった見ず知らずの女が一人。ヒデオと同じホットドッグを食べ、同じジュースを飲んでいる。しかもあんな目付きの悪……否いな、つまらなそうな顔をしたヒデオとは対照的に、ニコニコと楽しげに。

「まさか。ヒデオさんがそんなモテるはずがありません」

〝美奈子殿は今、真顔でとてもひどいことを言ったでござる〟

　しかし真しん剣けんな目をしていたのは、美奈子だけではなかった。

　睡蓮が訝いぶかしむように呟つぶやく。

「……あの女……どこかで……」

「あ……、ああ！　ひょっとして宮く内ない庁ちようの。お仕事の関係の方でしたか。ああ、それはそうですよね。だったら別に……」

「いいえ。わたくしは全く知りませんが」
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　……。

「でも今、どこかでって」

「どこかで感じたような気配だと思っただけです。あのような奇き妙みような被り物をした異国の女、一目見れば忘れるはずがありません」

　それはそれで大した説得力であった。

〝美奈子殿。ヒデオ殿が誰と一いつ緒しよであろうと、挨あい拶さつくらいしても罰ばちは当たらないと思うのでござるが〟

「え、ええっ？　いや、でも……」

「そうですね」

　意外にも睡蓮が岡丸に賛同した。

「先せん輩ぱいであるわたくしがこうして汗あせ水みず流して働いているというのに、言い付けた鍛たん錬れんもせず遊び呆ほうけるなど言語道断。一言言ってやりましょう」

　涼しい顔して、暑さにそれなり苛いら立だっているらしい。

　気付いたときにはベンチの二人は立ち上がり、博物館の並ぶ方へと歩き始めていた。

「そ……そうですか。そういうことでしたら、名護屋河さんをここまで乗せてきた本官が一人で帰るわけにも行きませんから、仕方ありませんね。本官もご挨拶だけ……」

　結局美奈子は博物館の方向へ歩き始めた。




　　　　②




　骨こつ董とう、古美術の類たぐいを一通り見て回って、館内のカフェで一息つく。ガラス張りのテラスの外は、日ひ射ざしを浴びた木々の緑も眩まぶしいほどだった。

「外は暑そうね」

　マックルはドーナツとホットコーヒー。

　ヒデオはアイスコーヒーのみ。

「いや、まったく」

「前にトブルクの辺りでね、クルマのボンネットで目玉焼き作ろうとしたの。ま、結果から言うと白身がちょっと白くなっただけで、砂がじゃしじゃしのぬる～い生卵にしかならなかったんだけど」

「なるほど」

　出会ってからこっち、喋しやべるのはマックルで、ヒデオはそうした相あい槌づちを繰くり返す程度。テレビや有名人の話題なら、まだなんとかついて行けると高を括くくっていたのだが、出てくるのは見ず知らずの地名ばかり。

　ならば自分から話題を提供すればいいのだが、そんな会話スキルがあればヒキコモリになどなっているはずもなく、彼女の興味のないことを言って返事に困らせるのもどうかと悩なやむ。悩んでいるうちに、彼女の方からまた話題を持ち出される。相槌を打つ。以下、ここまでループ。

〝ヒデオ〟

　何か。

〝普ふ通つうの女の子なら、嫌きらわれてると確信するレベル〟

　……。

　そんなつもりはない。そんなつもりはないのだが。

「そ……そう、言えば。マックル」

「え？　なに、なに」

　ヒデオからの言葉に、彼女はヘルメットの下、興味深そうに笑えみを深める。

「ナイトとは。最近」

〝……。ようやく出てきたのが他ほかの男の名前とか……〟

　わかっているのです！　わかってはいるのですが！　共通の話題が他に……！

「うん、ナイトは元気そうよ。ミノリたちも。今度みんなでバーベキューするんですって！　ヒデオも来る？」

「……いや。それは」

「え？　菜食主義とか？」

「……そういうわけでは。なく。その……」

〝……。〟

　勘かん弁べんしてください。勘弁してください。悪気はないのです。

〝私じゃなくて。彼女にそう言いなさいよ〟

「ヒデオは？　誰だれか友達と、そういうの、しないの？」

「……いや。特には」

「お盆ぼん休みだっけ？　一応、サマーバケーションなのよね。何か予定とか」

「それも……、まあ。特には」

「じゃあ、じゃあ、外国とか行かないの？　あたし最近、中東の方なんかも詳くわしいし。良かったら案内するわよ」

「……その。パスポートを。持っていない、もので……」

　今まで全すべて、うまく言えないし、うまく答えられないし、首を横に振ふることの方が多かったりもするのだが、それでも彼女は終始笑顔だった。表情は豊かだが、嫌いやそうな顔をすることは一つもなかった。

「う～ん、そっか～。あ、でも偽ぎ造ぞうでよければ一週間くらいで用意できるけど」

　それはきっと、よくはない。

「……いや。休みが、あと数日しか。ないもので……」

「あ～、そっか、そっか。それだとね～。あの辺りの遺い跡せき巡めぐるのは、もっとのんびりした方がいいかな。世界遺産級の穴場とか、いっぱい知ってるんだけど」

「世界遺産……」

　向こうだと。エジプトのピラミッドなどだろうか。テレビで見ても、大たい概がいは世界中からの観光客でごった返しているイメージ。

（そう、か……）

〝ようやく摑つかんだわね、会話のイメージを〟

　ああ。

　世界遺産の番組ならテレビでもしょっちゅうやっているし、国際的なものであるからきっと彼女も知らないことはないと思う。

　よし、これだ。

「……世界遺産なのに、穴場とは。それは、いいかも知れない」

「うん、うん。アフガンの辺りとかね、ほら、さっき見たような石の仏像なんかがゴロゴロしてて。ゲリラのキャンプになってる辺りなんか誰も近付かないから、もう貸し切り状態！　まあ盗とう掘くつも多いんだけど、仏像以外にも景色もすごく綺き麗れいだし……！」

　……。

　有り体ていに言ってそれは自分たちも近付けないし近付いてはいけないのでは？

「……マックル」

「なに、なに？」

「君はその……つまり。仕事などは。何を」

「……え？」

　えっ？

　初めてマックルが驚おどろいた顔をしたもので、ヒデオの方も聞いてはいけなかっただろうかと驚いた。

　ミリタリー好き。偽造旅券。ゲリラキャンプ。数々のイメージがヒデオの胸きよう裏りに去来し、まさか本当にマフィアや何か以上に国際的に何かを危き惧ぐされるようなお仕事ではないかと不安になる。

　テーブルに手をついたマックルが身を乗り出し、ヒデオの目を覗のぞき込む。

「……ねえ、ヒデオ。あたしと前に会ったとき、気付かなかった？　ひょっとして……今までなんにも気付いてなかった？」

「な……にが。で、しょう……いや、だろうか」

「……。あたしのこと、何に見える？」

「何……と、言われても」

　以前、エルシアにそうされた以上にヒデオが目を白黒させていると、マックルはすぐに諦あきらめたように顔を離はなした。そして彼女は、その自分の顔を指差し言った。

「あたし、神さま」

「……。は……？」

「わかりやすく言うと……」

　それからヒデオの頭の、少し横を指差す。

「ま、その子みたいな」

「……」

　振り向くと、丁度ノアレが姿を現したところだった。諦めたような声で。

「私やウィル子と同じ、精せい霊れいってこと」

「いぇい！」

　マックルが笑顔えがおで、自じ慢まんするようなピースサイン。

「……。」

「あ……、あっれ～？　あんまり驚かない？　やっぱり気付いてた？」

「いや。驚いては。いる、のだが……」

　そうか。それはまあ、普ふ通つうはそうだ。ウィル子やエリーゼ、ノアレは前もってそういう出会い方をしているから、特に不自然……いや、人間から比ひ較かくすれば充じゆう分ぶん不自然だが……まあ、精霊というものなのだと念頭に置いて接してきたが。普通の人が、ウィル子やノアレの街中を歩いているところを見たって別段不思議には思うまい。

　そもそもエリーゼからして、自分で会社を経営しているくらいなのだ。だったらヘルメット被かぶって秋葉原を歩いていたって、何もおかしくはあるまい。

「……なるほど」

　唐とう突とつなことにだいぶ混乱していた頭の中が、ようやくいくらか整理されてきた。

　そこにノアレが、鋭するどく指し摘てきする。

「ヒデオだって、まさかただの女の子にモテるとは思ってなかったでしょ」

「……。」

　全くその通りではあるのだが、素す直なおには納なつ得とくしたくなくてヒデオは口くち籠ごもった。それはイロモノか否いなかの話はしたが、まさか精霊だなんて思いもよらないではないか。

　ノアレは同じテーブルに着き、チョコクリームパフェを注文する。さてそんな女の子がいつ来店しただろうかとウェイトレスが不思議そうな顔をしていたが、いるものはいるのだ。それだけの話である。

「じゃあ私のことは、最初から気付いてたわけね」

　ノアレが言うと、マックルは小首を傾かしげた。

「最初からじゃないけど、ヒデオの気が逸それるときがあったから。名前は？」

「闇アン理リノアレ」

「あたし、マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカ。よろしくね！」

　伸のべられた手を、やや戸と惑まどったようにノアレが握にぎる。

「なんか……調子狂くるうわね……」

「ヒデオはともかくノアレこそ、あたしのこと知ってたんでしょ？」

　握った手を上下しながらマックルが言う。

「なんであたしのこと、教えなかったの？　一方的に取り憑ついてて、あんまり仲が良くないとか？」

「仲なんて良くも悪くもないわよ。私はただヒデオの側そばにいて、見守るだけの存在。そういう契けい約やくなの。だからヒデオにそうじゃないかって聞かれれば答えもするけど、こっちからネタばらしするようなことはしないわけ」

「じゃあ、ノアレはヒデオのすることに口出しはしないのね」

「見ててつまらなくなりそうなら、ヒントやアドバイスを出すくらいはするけどね……」

　大きなグラスに、様々なアイスクリームと生クリームとトッピングが施ほどこされたそれがやってきて、ノアレはたっぷりと生クリームの載のったサクランボを一口。

　マックルは粉砂糖がかかっただけの、シンプルなドーナツを一口。

「闇やみの精霊ね」

「一応ね」

　ノアレはウェハースにアイスクリームと生クリームを載せながら言った。

「あのね、ヒデオ」

「……。何か」

「私が出てきてホッとしてどうするのよ。なんで邪じや魔まなのが出てきたって思わないわけ。これじゃレナの時のこと繰くり返してるだけでしょ。つまんない。学習しなさいよ少しは」

　小学生に怒おこられ、本気で呆あきれられ、みるみるヒデオはへこみ、小さくなっていく。

「ま、ま。つまりノアレは、あたしとヒデオが仲良くなった方が楽しいのね」

「少なくともこのまま帰ったりするよりは楽しくなりそうかな～、って思ってるんだけどね」

　ノアレはちらとヒデオの背後にある、衝つい立たての奥の席へと目をやるのだが、ヒデオはそんなのに気付く余よ裕ゆうもない。衝立の向こうに私服の婦人警官と同どう僚りようの巫み女こが張り込んでいるなど、夢にも思わない。
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「……店内ＢＧＭのせいでよく聞こえない……」

　美奈子は掛かけたソファの背もたれ越ごしに何度か振ふり返ってみるのだが、観葉植物の際きわに姿が見えるだけ。途と中ちゆう、あのギリギリな丈たけの小学生が現れたのだが、美奈子にわかる変化と言えばそれくらいだった。

〝美奈子殿どの、覗のぞきはよくないでござるよ〟

「うっさい、尾び行こうよ。捜そう査さよ」

　何だかんだで声をかけるタイミングを摑つかめないまま、そのようになってしまっていた。

「……名護屋河さんの方からは何か……」

「……」

　美奈子が向き直った睡蓮は、ケーキを食べるフォークもその場に置いたまま、恐おそろしいほどの目付きでそちらを見やっていた。

「……名護屋河さん？」

「美奈子。警察の権限でこの近きん隣りんにいる全すべての者を避ひ難なんさせることはできますか」

「えっ……？　この店内の、ですか？　それはまあ、一時的な協力をお願いするくらいは……」

「いえ。できればこの公園。少なくとも一キロ四方」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話だが、殺気すら感じられる双そう眸ぼうは到とう底てい冗じよう談だんを言っている様子ではなかった。

　美奈子は軽く息を吞のんで聞き返す。

「……何か、問題が？」

「今まで失念していました。あの女です」

「あの女……ヘルメットを被っている？」

「わたくしたちのいた山さん荘そうを爆ばく撃げきしたのは、あの女です」

「ッ……」

　色いろ恋こいに一いつ喜き一いち憂ゆうするような気分が、全て吹ふき飛んだ。世間一いつ般ぱんにはガス爆発となっているが、神しん霊れい班の証言から警察は疎おろか、自衛隊、内調まで話が及およんだあの事件。

「ほ……本当なんですか？　だとしたらっ……、あ、いえ……ここで騒さわぎ立てるのは得策ではありませんね。私すぐ係長に連れん絡らくして、公安に応おう援えんを……！」

「やめなさい」

「そんな……、どうしてですか……？」

「あれはヒトではなく、カミです。官憲程度が手に負える格ではありません。わたくしが堕おとします」

「だからって……一キロ四方の避難指示なんて無茶苦茶です。ただでさえ裏方の本官たちがどうにか言ったところで、今すぐになんて無理ですよ……！」

　さすがにその程度は理解しているのか、睡蓮は一度目を伏ふせ、静かに溜ため息いきをついた。

「……でしょうね。では日が落ちるまで待ちましょう。今はあまりに人が多すぎます」

「戦争でもする気ですか……？」

「あれはそういう格です。戦いくさで済めば幸いでしょう」

　美奈子も無人島で、その夜間訓練で、先行したヒデオたちの班に何が起きたかは聞いた。そのとき、この睡蓮が何をしたかも。戦争のできるロボットを、生身で圧あつ倒とうしたという。

　だったら……本当に、戦争もできるのかも知れないが。

「その……名護屋河さん。神様というのは、爆ばく弾だんを落としたりするものなんですか？」

「知りません。そんな俗ぞく物ぶつ的なカミ、聞いたこともありません。ですがあのときわたくしが狙ねらった気は、間ま違ちがいなくあの悪あしきカミのものです」

　美奈子は自分が、心霊を扱あつかう仕事場にいるのは理解している。しかし睡蓮の言う世界は、それをしてもまだ理解に実感が伴ともなわないものだった。

　だが普ふ通つうの人が神霊班や心霊班なんて聞いたら、何を馬ば鹿かなと思うように……そして自分がそんな職場にいるように……睡蓮の言葉を、何を馬鹿なと笑うことは控ひかえるべきであろう。

「……だとしたら、ヒデオさんはどうしてそんな危険な女と一いつ緒しよに……」

「わかりません。何もわからぬままあの女の色いろ香かに惑まどわされ、籠ろう絡らくされたか……」

「ろっ、ろうらくっ!?」

〝美奈子殿、声が……〟

　言われて、美奈子は慌あわてて口を押さえた。幸いヒデオたちには気付かれておらず、睡蓮が言葉を続ける。

「あるいは先日の偽にせ情報のときのように、己おのれ一人で危険を背負うつもりか……。先せん輩ぱいとしては不徳ですが、あれもまたよくわからぬ男です」

「ヒデオさん、無口ですからね……。まあ、付き合いの浅い睡蓮さんでは、わからないのも無理はないかも知れません」

　何気ない美奈子の嘆たん息そくに、先輩としての矜きよう持じを傷付けられた睡蓮がムッとした。

「……お前とてわたくしより数ヶ月早く知り合ったというだけでしょう」

「だとしても、籠絡なんて言葉が出てくる自体おかしいです。ヒデオさんはそんな不純な動機で釣つられるような人ではありません」

「わたくしはほぼ毎日ヒデオの面めん倒どうを見てやっているのです」

「本官は生死を懸かけたもっと大切な場面でヒデオさんと一緒にいました」

　再び火花を散らそうとしたとき。

〝……二人とも、いいのでござるか？　ヒデオ殿たちは店を出るようでござる〟

　半ば呆あきれたような岡丸の声で、美奈子と睡蓮は我に返った。

「じゃあ……このまま尾行を続ける方向でいいですか？」

「妥だ当とうなところです」

　睡蓮はそちらを見み据すえたままケーキの最後を一口し、静かに頷うなずいた。
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　パフェだけ食べて、もちろん支し払はらいはヒデオ持ちで、ノアレは姿を消してしまった。

「じゃ、次はどこへ行こうか？　ヒデオはどこか行きたい場所、ある？」

「……では、……」

　精霊の女の子。

　どうしてデートに誘さそったのか、その理由は聞けないままであった。しかしそんなことを聞いて、ただ一緒に遊びたかったから、なんて言われたら……疑った自分がどうしようもなくなる。

「では、では？　どこに行くのかしら？」

　そもそもこの笑顔えがおを疑う必要が、どこにあるというのか。

　そう、ノアレに怒おこられたばかりではないか。

　いつもいつもそうだ。ありもしない先のことをああでもないこうでもないと考えすぎて、落ち込んだ挙げ句、結局何もできないうちにダメになる。

　いいではないか。せっかく誘ってくれたのだ。同じ何もできないなら、せめて楽しむことを考えよう。人間も精霊もない。要はどう向き合うかだ。

「ドライブにでも、行こう。メガフロントの方など」

「え……ええ～っ……？」

「……。え……」

　初めて。

　あれほど無愛想に接し続けても明るい笑顔を絶やさなかったマックルが、初めてうんざりといった様子を見せた。

　これだ。ポジティブになれたと思った瞬しゆん間かんこれだ。だからまあ、その、なんだろう。もう。いいかな、人生なんて。どうせクソゲーだし、一回クリアしてるし……。

「でも、ま。せっかくヒデオが言うんだし、行きましょうか」

「……いや。無理にとは。言わないが」

「あ、ううん？　別に酔よいやすいとかそういうのじゃなくて。あたし一応、神さまだし。ただ……」

「ただ……。何か」

「あたし、自動車の精霊がものっすごい苦手で。クルマに罪はないんだけど、そいつが苦手で。それを思い出しただけでなんかこう……わかるかしら？」

　寒さに震ふるえるように言うものを、無理には誘えない。

「……よく考えたら。僕はここまで、電車で来ているので。一度、アパートに戻もどる必要もあり。やはり、なかったことに」

「あら、そうなの？　じゃあ、あたしのスクーターでお出かけする？」

　ケロリと笑顔になった。
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「スクーター……!?　渋じゆう滞たいの中を抜ぬけられたら、クルマじゃ追いつけない……！」

「めがふろんとという行き先はわかっているのです、焦あせることはないでしょう。いざとなれば携けい帯たい電話でヒデオに直接、居場所を問い質ただすまでです」

「な、なるほど……それもそうですね。では本官たちもひとまず駐ちゆう車しや場へ」

「……あのうるさい上に乗り心ごこ地ちの悪いクルマに乗るのは気が進みませんが」

　……。

「走って追いかけたいとか歩いて帰りたいのであれば。本官は、止めはしませんよ？」

「う……。いえ……文句を言うつもりはありませんが……。もっと良いクルマを買おうとは思わなかったのですか」

「ハチロクは日本の自動車史に名を残すいいクルマです」
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「これは。なんとも、素す敵てきな」

「でしょ、でしょ！」

　大都会でスクーターは見慣れているつもりだったが、マックルのそれは、見たこともないレトロスタイルの大型スクーターだった。艶つややかな黒い車体に、鮮あざやかな赤いシートが、シックでとてもカッコイイ。

「今日はね。こんなこともあろうかと、ツンダップよりハインケルにしてみたの。乗り心地いいのよ」

　ぽん、とマックルの手の上に現れたのは、ゴーグル付きの、やはりクラシックスタイルのヘルメット。それを被かぶったところで、ヒデオはふと思う。

「……。」

「……どうかしたの？　バイク、苦手とか」

「いや。その。……いや」

　マックルがハンドルを握にぎっているので、必然的にヒデオはその後ろに乗ることになる。

　立場が逆であれば「しっかり摑つかまってろよ」なんてかっこいいことも言えるが。

「あ、ひょっとして、バイク乗るの初めて？　じゃあ、しっかり摑まっててね」

　言われてしまった。

「ゆっくり走るけど、何かあったら飛ばすかもしれないし。あと、踵かかとで車体を挟はさむ感じにすると、体が安定して怖こわくないわよ」

「なる、ほど……」

　言われた通りに、一応、マックルの腰こしに軽く手を回しておく。振ふり落とされないように、しかしもちろん、くっつきすぎないように。

　精せい霊れいなんて、ウィル子やノアレやエリーゼや、妹みたいなのばっかりだったが……さすがに。なんというか、どきどきする。

「じゃ、行くわよ」

　走り出したスクーターはすぐに通りに出て、危なげなく流れに乗る。曲がるときもそれなり傾かたむくものの、なるほど、足で車体を押さえていると怖こわくはない。むしろ、彼女の運転に熟練したメリハリがあるおかげで、自動車にはない横にも倒たおれる軽快な動きが新しん鮮せんで楽しい。

　入いり谷やからすぐに首都高へ上がる。大おお柄がらな見た目によらず、意外なほどぐいぐいと坂を駆かけ登っていく。

「結構、速い」

「うん！　改造して排はい気き量、上げてるからね！」

　ガチャッと小さなショックがあって、回転数が変化する。

「スクーターなのに。ギアが」

「あ～、そっか～。今はなんでもかんでもオートマだけど、昔はみんなこういうギア付きだったのよ？　ま、進角までマニュアルだったやつなんかは、さすがに面めん倒どうだったけどね」

「なるほど」

　昔のことも、詳くわしいことも、よくはわからないが。

　江え戸ど橋ばしのジャンクションを抜け、京きよう橋ばし、銀ぎん座ざ。そして汐しお留どめ。あっという間に海が見えてくる。空は青く、高い日ひ射ざしは全すべてを鮮やかに浮うき上がらせて、そうして向かうレインボーブリッジは海面の日射しにキラキラ、白く輝かがやいている。

「どう、ヒデオ。楽しい？」

「……ああ、とても……！」

　今やってきた都心を振り返る。ミニチュアのように海面に浮かぶ羽はね田だ空港を振り返る。まるでお上りさんだが、そんな自分のことなど何一つ気にならなかった。

　見ず知らずの場所ではない。このレインボーブリッジだって、睡蓮を乗せてクルマで何度か走っている。それなのに、なぜだろうか。上京してこっち、いい思い出など何もなかったはずの東京が……こんなにも精せい緻ちで、生き生きとして、綺き麗れいな街だとは思ってもみなかった。

　風に負けないように、自然と声が大きくなる。

「とても、楽しい……！」

「ほんと？　じゃあ、じゃあ。ヒデオもバイク買う？」

「……免めん許きよが、ないのだが」

「そんなの、ほら。偽ぎ造ぞうで良ければ、一週間くらいで」

「それは……、良くない」

「そっか～。ヒデオは真面目まじめなのね～」

　真後ろに乗っているので、今は、直接は彼女の顔は見えないが。それでも彼女の声は、とても楽しそうだった。

　そうして走る海の上は、先さき程ほどまでいた都心より、ほんの一度か二度、涼すずしいだけだろう。実際の気温はそれでも三十度を上回っているだろうし、エアコンを効かせたクルマの方が、ずっと快適だろう。なのに全身に浴びる日射しと潮風は、こんなにも気持ちいい。

　レインボーブリッジを渡わたりきり、有あり明あけジャンクションをメガフロント方面へ、第二レインボーブリッジに乗り換かえる。彼方かなたに見えるのは、トンネルお化けの事件の時に千ち影かげと向かった東京湾わん横断道路だ。

　どちらも開通当初こそ新名所として賑にぎわい、そこにゴールデンウィークや夏休みの重なった一時期は、都心から目と鼻の先のメガフロントまで半日の渋じゆう滞たいだなんてニュースもあったが……そうしたブームも一段落した今、開発途と中ちゆうのメガフロントに向かう車両はそこまで多くはない。

　ビルのコンクリートや乗用車よりは、まだまだ鉄骨と建機の目立つ、造成地丸出しのメガフロントに降りる。上野から一時間もかからない、あっという間のプチツーリング。

「いぇ～い、とうちゃ～く！　で、どこに行きましょうか」

「まあ……、無難に。コンベンションセンターで、どうだろうか」

「ああ、あのおっきな建物ね」

　今のメガフロントには、まだ他ほかに見るべき場所もない、と言うべきか。国立の、それ自体もまだまだ建設途中の施し設せつではあるが、メガフロント計画の開発コンセプトや、その造成にあたって使用された最新技術の展示などが常時催もよおされている。

　まずはそのコンベンションセンターを訪おとずれる観光客向けの大型のショッピングセンター、ショッピングモールなどもできつつあるが、オープンはまだ先の話だ。

「相変わらずここって何もないわね。小さなお店くらいなら、もうとっくにできててもいいと思わない？」

「それなら先日、テレビで見たのだが。地価が高過ぎて、普ふ通つうのお店では。とても土地を買えないらしい」

　開発が全すべて完かん了りようする頃ころには、日本の国際的な玄げん関かん口として、東京湾岸の港湾施し設せつの大半と、成なり田たの国際空港機能が移設されることになる。

　そうなれば観光、ビジネス、ショッピング、莫ばく大だいな利益が生まれることは明白だ。だからその開発権を巡めぐって超ちよう大手企き業ぎようの間で先物取引の如ごとく土地が転がりまくった結果、ただの小売業程度では、どこかのビルのテナントを確保するのが手て一いつ杯ぱいの有様だとか。そのテナントの予約からして、ビルも建たないうちから二十年先までキャンセル待ち状態というのだから。

「それに。海外に向けては、いわゆる日本の顔ともなる場所だ。なので……国としても。下町や、住宅街のような。雑多な景観になることは、避さけたい意向があるらしい」

　そういう雑多でカオスなのが現代の日本らしくて好き、という外国人もいるそうだが、そういうのはわざわざ新しく造らなくても、東京でも地方でもどこにでもある。

「あ～、なるほどね～。こう、先進的な未来都市にしたい感じ？」

「恐おそらくは。そうなのだろう」

「へ～、ヒデオって詳くわしいのね！」

「……いや。その。テレビで見ただけの、話であり」

　話し終わる頃には、コンベンションセンターの駐ちゆう車しや場に着いていた。

　結果、マックルの言う通り、今はまだ何もない。都市開発の模型を見るためだけに何度も足を運ぶ人も、そうはいない。夏休み中の子供たちだってこの土地がどういった理由でどう造られたかよりは、先程までいた上野の、科学博物館でやっているような恐きよう竜りゆう展や昆こん虫ちゆう博の方がよほど面おも白しろいだろう。

　よってブームが過ぎた今は、随ずい分ぶん落ち着いたものである。駐車場はだだっ広く、平日の今日は空きの方が広く目立つ。

「そっか～。同じ場所でも、やっぱり解説してもらうと面白いわね！」

「……そう、だろうか」

「うん、うん」

「それなら……、良かった」

「うん。良かった」

　そんな言葉に、ヒデオは思わず気楽な表情になった。ヘルメットを脱ぬいだヒデオの手を、マックルが摑つかまえる。

「じゃ、中、入りましょうか。ヒデオ、暑かったでしょ？」

「いや。……風が気持ちよくて。忘れていた、ような」

「そうなの？　ま、何か冷たいものでも食べましょうよ。何かあるわよね？」

「ああ。確か、喫きつ茶さ店てんか……なければ、まあ。売店くらいは……」

　そんなことを話しながら、入り口への階段を上っていく……のを、あまり効かないエアコン全開の車中から覗うかがう女二人。

「……ヒデオが笑っているのを、初めて見たような気がします」

　あの男でも笑うことがあるのかと、半ば戦せん慄りつした様子の睡蓮に対し。

「……別に」

「？」

　睡蓮の隣となり、美奈子は目から輝かがやきを失ったげっそりとした表情でハンドルにもたれかかっていた。

「本官の方が先にそういうの見てますし。もう知ってますし。なんですかあからさまに手なんか繫つないで。ヒデオさんもヒデオさんです。それくらいのことで鼻の下を伸のばすなんて……」

「いえ。さすがに鼻の下は伸びていなかったように思いますが……」

「いいえ。伸びてました。大体男なんてみんなそういうものなんです。飢うえた獣けものです。桃もも条じようさんの言う通り、みんな自分が何かの主人公と勘かん違ちがいしているんです。ですから本官が取調室に連行し、よぉーく言って聞かせて、本官のことしか見えない、聞こえない、言えないように、よぉーくよぉーく指導して……尋じん問もんして……制圧して………」

　言ってて、段々と空むなしくなってきた。

「はぁ……」

「だ……大だい丈じよう夫ぶですか、美奈子。何やら、悪あしきものに取り憑つかれたような声をしていましたが……」

「名護屋河さん……。世間は夏休みで浮うかれているというのに、本官たちはどうして女同士でこんなこと、しているんでしょうねぇぇぇぇぇ……」

　巫み女こ服の冷れい徹てつ女が珍めずらしく、ひとしきり言葉に迷ったような後。

「……ね……熱中症しようなら、ぽかりを買ってきますが。それとも、あくえりがいいですか」

「売店に色々売ってますから、先に中に入りましょう……」

　美奈子はフラフラと愛車を降りた。
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　フードコートでアイスクリームを食べながら一息つき、それから館内を散策して回る。夏休みということで、今はホールの一つで地方の特産品を集めた物産展もやっていたが……やはり平日ということもあってか、客足は今ひとつのようだった。週末になれば家族連れで賑にぎわうのだろうが、落ち着いて見て回るには丁度いい。

「あ、これ知ってるわ！　サンジョー！」

　刃は物もの、金物の並んでいる辺りで立ち止まったマックル。次にポケットから、型は少し古いが、有名な携けい帯たい型の音楽プレイヤーを取り出して見せた。

「ほら、ほら。この鏡面カバーの部分。これ、サンジョーでしか量産できなかったんですって」

「それは……、初めて知った」

「でしょ、でしょ？　ゾーリンゲンと、シェフィールドと……あら？　でもサンジョーじゃなかったような……？」

　言いながら、マックルがまた歩き出す。

　歩きながら、ヒデオは思い出す。

「刃物、なら……岐阜の。関せきだったかと」

「あ～、うん！　そう、そう！　セキ。アジとか、サバとかおいしいのよね？」

「いや。それはまた、別の。佐さ賀がの関せきの、関であり」

　う～ん、とマックルが難しそうな顔をする。

　立っている幟のぼりを指差し、彼女が言う。

「キタカイドー」

「北海道」

「ミヤシロ」

「宮城」

「センヨー」

「千葉」

「読めない」

「あれが、岐阜」

「……ニホン人って、どうして千種類も二千種類もあるアルファベットを暗記した上に全く違ちがう読み方や意味を振ふり分けるのかしら」

「それは……。僕もそう、思うが」

　改めて言われてみると、微び妙みようにでも漢字を読める彼女がすごいと思った。

「マックルは。日本には、どれくらい」

「ううん、ほんのちょっと。でも、ま、同盟国だったしね。ドイツ語と、ニホン語と、イタリア語は少しだけ。あ、イタリア人て言えば傑けつ作さくな話があって、あるときドイツ人と、日本人と、イタリア人が、連合国側の捕ほ虜りよになったのね。それで……」

　特に何を買うわけでもなく、ゆっくり歩く。

　いつの間にか日も傾かたむき始めて、屋上に出る頃ころには暑気も和やわらぎ、横浜の方に一面の夕焼けが広がっているのが見えた。

「う～ん、なかなか楽しい一日だったわねっ」

「ああ。とても」

「そう？」

「ああ」

　ヒデオはそれでも、精せい一いつ杯ぱい肯こう定ていしたつもりだったが。マックルは照れもせず、素す直なおに笑顔えがおを深めるのみ。

「お人ひと好よしなのね、ヒデオは」

「……そう、だろうか」

「フツーはね、あんな一方的に呼び出されて、あれだけ好き勝手連れ回されたら、少しは怒おこったりするものよ？」

「……」

　しかし。あの大会からこっち、周りはそんなのばっかりだったし。なのに今回は、おかしな無茶振ぶりもなかったし。

　ヒデオは改めて頷うなずいた。

「……ああ。それでも、楽しかった」

　そんなヒデオをマックルが、おかしそうにまた笑う。

　適度に緑化された屋上は静かなもので、ヒデオとマックルの二人以外、どこにも、誰だれもいなかった。

「きっと、ヒデオは根が優やさしいのね」

「そう……、だろうか」

　マックルの笑顔は、夕日を背に優しい微び笑しようになり。その手が、ヒデオの髪かみを優しく撫なでる。

「ヒデオの周りに、いろんな精せい霊れいが寄ってくるの、わかる気がする」

「なぜ……」

「ん～。あたしもその一人だから、かな？」

「……」

　髪を撫でていた指が、頰ほおまで降りてきて。

「いい雰ふん囲い気きだし、キスでもする？」

「っ……!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、身動きが取れなくなる。声も出なくなる。

「ふふっ、じゃあやめときましょうか」

「あ……う……、や……。その……」

「ん？」

「いや……、あ、……つま、り……」

　半分、からかわれてはいるのだろうけど。

　それは、わかってはいるけれど。

「ねえヒデオ。そうやってあんまり隙すきだらけだと、悪い精霊に取り憑つかれちゃうわよ……？」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら囁ささやき、そして。

「そそそそそそそそっ！　そこまで～ッ!!　そこまでですっ!!」

「こら、美奈子っ……！」

　ヒデオは突然の大声に驚おどろき、マックルから飛び退のくように振り返った。

「まだヒデオはあれの手の内です！　いま出れば警けい戒かいさせるだけでしょう!?」

「だったらなおさら！　あれ以上放ほうっておいてヒデオさんの身に何かあったら！」

　なぜか、ものすごい剣けん幕まくの美奈子と、そして慌あわてふためいたような睡蓮とが植え込みの陰かげから現れた。

「……二人とも。何を……」

　意外と冷静に声が出た自分に、むしろ驚く気分だった。

　答えたのは長弓を手に喚よび出しながらの睡蓮の方。

「ヒデオ。お前はその女が何者か知っているのですか？」

「何者……、と……言われても」

　矢を番つがえ、弓を引き絞しぼっていく。

「わたくしたちのいた山さん荘そうを爆ばく撃げきしたのは、その女です」

「っ……」

　何を馬ば鹿かな。

　だが美奈子も岡丸を構えた姿勢で言う。

「何を企たくらんでいるか知りませんが、ヒデオさんから離はなれなさい！」

　ヒデオは隣となりのマックルへ視線を戻もどす。

　悪びれた様子もなく、高を括くくった様子もなく、マックルはやはり笑顔のまま。

「別にあたしも、取って食おうとか。そういうわけじゃ」

「っ……」

　何度か見覚えのある睡蓮の目に、ヒデオは咄とつ嗟さにマックルの前へ身を挺ていした。

「待て、睡蓮。待ってくれ」

「退どきなさい」

「だめだ。まずは、話を」

「退けと言っている。退かねばお前ごと射い貫ぬくぞ」

「ッ……」

　ヒデオは絶句した。

　睡蓮は、冗じよう談だんは言わない女だ。その性格から、こけおどしを言わないことも推察できる。そして恐おそらくは、いざとなったら……こちらの急所を外してでも、本当に射貫くつもりだ。

「もう一度言います。ヒデオ。それは悪あしきカミです。お前がいつも連れている幼きカミとは格が違ちがう。災さい禍かが起こってからでは全すべてが遅おそい」

「それは……、御ご下命というやつか」

「……」

　睡蓮の殺気に、わずかな逡しゆん巡じゆんが混ざった。

「局長からの、指示が。あったのか」

「……だったら。どうだと言うつもりです」

「噓うそはよせ」

「何をして噓とわかる」

　ヒデオは無人島でのできごとを、フラッシュバックさせる。

「御下命が、どこから与あたえられるものかくらいは、僕にだって察しは付く。それを取り次ぐのが、状じよう況きようを見計らった那な田た局長だということも」

「……」

「そして御下命があったときだけ、君は。あの島での時のように強すぎる力を発揮できる。そういう、安全機構セーフティーになっているんだ。いま、局長はどこにいる。今日の僕たちのどこに、そうまでする危険性があったか確かく認にんしたい」

「あってからでは遅いと言っているのです」

「ロッジでは犠ぎ牲せい者しやは出なかった」

「あのようなチカラを人里において振ふるわれたらどうなるか、わからぬわけでは……！」

「だったら、君のチカラはどうなんだ」

　それを指し摘てきされた睡蓮が、静かに眼めを細めた。

「……君だけじゃない。ミーコさんは。ほむらさんは。エルシアは。翔しよう希きや、君の姉さんも……ただの人間から見れば、強すぎる存在のはずだ。それは、どうなんだ」

「……お前はその女を、お前が従えるような幼きカミと同様に飼い馴ならせるというのですか」

「そうじゃない。誰だれも従えても、飼い馴らしてなんかもいない。君が言ったんじゃないか。向き合って、話し合って、分かり合っただけだ。分かり合えるなら。その方がいいと言っているんだ」

　間違っていない。

　間違ってなんかいない。

　睨にらみ合ったまま、暮れの空に群ぐん青じようが混ざり始める。

「……ありがと、ヒデオ」

　マックルが、ヒデオの肩かたに手を置いた。そのまま、ヒデオの横に身をさらす。

　瞬しゆん間かん、睡蓮の放った矢が、マックルのもう片方の手に捕とらえられていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたしは」

「……、マックル……」

　本当に矢を射ったのだと。

　耳元をかすめた甲かん高だかい風切り音に、遅れて冷や汗あせが噴ふき出してくる。

「その子はヒデオを傷付けるつもりもないし、あたしを倒たおせるとも思っていない。ただ、危なっかしいあたしから、ヒデオを遠ざけたかっただけなのね」

「……」

　睡蓮が二本目の矢を、油断なく、ゆっくりと引き絞っていく。

「やきもちじゃないわよね？」

「戯ざれ言を聞くつもりはない」

　睡蓮の放った二本目、マックルは矢を持ったままの手で摑つかみ取る。

　やはり、無人島で見たときのような凄すさまじいそれではなかった。

「そっか。殺す気はあっても全力じゃなかったってことね。ちょっと嘗なめてたかしら」

　マックルが、手の中でいつの間にか三本に増えたそれを、睡蓮へ向かって投げ返す。ダーツのように。

　睡蓮もまた、それをこともなげに三本とも、片手一つで全て摑み取る。

「……一つ聞かせなさい」

「何かしら？」

「なぜヒデオに近付いたのです」

「ん？　この世界を救ったっていう英雄ヒーローが、どんなニンゲンか。知りたかっただけ」

　責める理由も、疑う理由もない、そんな答えだからこそ。そして真しん偽ぎ、善悪を見み抜ぬいた睡蓮だからこそ、怪け訝げんに眉まゆをひそめた。

「知ってどうするつもりです」

「さあ……それはまだ。でも気に入ったわ、ヒデオのこと」
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　ヒデオは不意に、頰ほおに柔やわらかいものを感じた。

「っ……」

　マックルが、唇くちびるを当てていた。

　あまりに突とつ然ぜんすぎて、ヒデオは赤くなる暇ひまも青くなる暇もなかった。

「なっ……な、なっ、何をやっているんですかあっ!!」

　急に叫さけびだした美奈子に、マックルが小首を傾かしげる。

「何って、キス？」

「それは見ればわかります!!」

「いやいや。ほら、欧おう米べいとか普ふ通つうよ？　握あく手しゆとか、ハグとか、挨あい拶さつみたいな。テレビで見たことない？」

「ああああありますけど！　知ってますけどぉっ！　不純です！　不潔です！　不ふ謹きん慎しんですぅっ!!」

「あっ。いや。ごめ……ニホン人がそんな、泣くほどキス嫌ぎらいとは知らなくって……」

　弓を下ろした睡蓮が、うんざり半分の呆あきれ顔。

「今日の美奈子は情じよう緒ちよ不安定なのです。災わざわいをもたらすつもりがないのであれば、もういいから帰りなさい。これ以上面めん倒どうになる前に」

「あ、うん。うん。そうね。ごめん」

　マックルはふわりと浮うくように、屋上の手すりに飛び乗り。

「それじゃまたね、ヒデオ！」

　もう一度ふわり、後方へトンボを切って、駐ちゆう車しや場の方に降りていった。




　　　　⑤




　美奈子のクルマの後部座席で、複雑な心境のままヒデオは語った。

「……名前は、マックルイェーガー。精せい霊れいだと知ったのは、今日。その前に、秋葉原で一度会ったが……そのときは。外国人観光客としか」

「それが馴なれ初そめで、その後は」

　助手席の睡蓮の言葉に、美奈子が一度ギアを入れ間ま違ちがえたが、クルマは走り続ける。

「いや。今日まで、一度も」

「そうですか……。しかしお前も、一度会っただけの得体の知れぬ女によくついて歩きましたね」

　まるで常識を疑うような睡蓮の声。

「……それは。睡蓮の言うようなことは。知らなかったのだから」

「知らなければどんな女にでもついて歩くのですか」

「そういうことでは。断じて」

　ヒデオが言い返そうとしたとき。

「でも、良かったじゃないですか」

　少し疲つかれてはいるものの、元気を振ふり絞しぼったように美奈子が言った。

「名護屋河さんの恐おそれていたような大だい惨さん事じも起きず、ヒデオさんもこうして無事だったわけですから」

（……）

　災禍。災さい厄やく。

　ヒデオ個人はどうしても、マックルがそこまで危なっかしいような精霊には見えなかった。それは、始終ニコニコしているからそう見えるだけかも知れないし、怒おこったりすれば怖こわいのかも知れないが……ではロッジで、何か彼女を怒らせるようなことをしたのだろうかと考えても。あのときはまだ、彼女の存在自体を知らなかったわけだし。

　世界を救ったのがどんな人物か知りたかった、とマックルは言っていた。知ってどうするのか、という睡蓮の問いには答えなかった。

　疑いたくはない。

　疑うつもりはない。

　しかし……そう思おうとするほど、やはり、目的も無しに、こんな自分に近付いてきたりはしないのではないかという考えも首をもたげてしまう。

　楽しい一日だったおかげか、反動のように気が晴れない。

　そんな浮かない顔をルームミラーで見た美奈子が、呟つぶやくように言った。

「その……ヒデオさんは。あの精霊のことが、好きなんですか？」

「……。」

　突然の言葉に、ヒデオは返事もできなかった。

「いえ、その……私……本官は、精霊のことはあまりよく知らないんですけど。つまり、人間と精霊の間でそういう関係というのは成立するのかと……ああ、いえ！　何言ってるんでしょうね私、なんでもないです、忘れてください……！」

「いや……成立しても。いいとは、思います」

　えっ、と。睡蓮と美奈子が声を揃そろえた。

「もちろん僕も、ウィル子と出会ってからの話なので。他ほかに、僕のような……あるいは、召しよう喚かん師しと呼ばれるような人たちが……どう思っているかは、わかりませんが。意思のある者同士が、お互たがいを大切に思えるのであれば……それは。とても、素す晴ばらしいことだと思います」

「は……はい……。なるほど……」

　厳密に美奈子の聞きたかった答えとは違うのだが、いつも通りの真しん剣けんな声こわ音ねに、美奈子はおずおず頷うなずいた。

「あ、いえ。マックルと、僕が、どうこうというのではなく。少なくとも、睡蓮のように。会うなりケンカ腰ごしになるよりは、仲良くできた方が……という意味で」

「なぜわたくしを引き合いに出すのです」

「いや。しかし」

「現世に姿形を持つようなカミを、しかも少なからず悪あしき気配のあるようなモノばかりを、二人も三人も知っているお前がおかしいのです」

　確かに。

　それは……確かに。現実に身体からだを持っている精霊はとても珍めずらしいのだと、ドクターもミーコも言っていた。それが、自分が知っているだけでももう何人だろうか。

　何か、おかしな流れでもできあがってきているのだろうか。

〝だとしたら。それを作ったのは、ヒデオ自身なんじゃないかしら〟

　……自分が？　何を？

〝運命だとか、そういうことを言うつもりはないけど。ウィル子にとって、あなたは唯ゆい一いつ無二の存在だし。エリーゼもあなたには一目を置いているから、ロッジでの馬ば鹿かみたいなことで出てきてくれたわけだし。もちろん私も、気に入っているからヒデオのことを見守っているんだし〟

　闇やみの精霊は言う。

〝ヒデオのことを、ヒデオ抜ぬきで語れるわけがないってこと〟

　……それはもちろん。

　嬉うれしい話ではあるのだが……。
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　　　　①




　裏だなんだと言っても、お盆ぼんはお盆。

　普ふ通つうの国家公務員は暦こよみ通りの仕事らしいのだが、日本各地で先祖の供く養ようなどが行われるお盆は全国的に霊れい害というものが極きよく端たんに少なくなり、神霊班では交代ながら一週間ずつの連休をもらえる慣例であった。

　世よ見み子こや繁しげるといった先せん輩ぱい方は、数日前に仕事が上がるとそのまま実家に里帰りしてしまい、そんないつも以上に静かな日中のアパートに、ヒデオは一人。

　テレビをつければ海に山にと、レジャーの話題で盛り上がる。ヒデオはクリスマスやバレンタインの時期にも似た感かん慨がいを抱かかえながら、しかしどうすることもなく、布ふ団とんに寝ね転ころがったまま黙もく々もくとインターネッツなどこなしていたのだが……携けい帯たい電話が鳴った。

《あ、もしもし？　川かわ村むらさんですか？　お久しぶり……と言うほどでもありませんね。合同訓練で一いつ緒しよだった天あま白しろです》

「これは、どうも」

　睡すい蓮れんからの呼び出しやパシリ以外には、そうそう鳴ることのない携帯電話。さらに珍しいことには、聞こえた声は、先日無人島で一緒だった天白花か果か菜なのものだった。

《いま、大だい丈じよう夫ぶですか？》

「はい。構いませんが」

《川村さん、明日明後日あさつての予定って空いてますか？》

（……。）

　来た。

　来たよこれ。

　デートの……、いやいきなりデートはないだろうけどコンパ。あるいは海。もしくはそういう何か。何かの予感が、コンママイクロ秒の内にヒデオの脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。

〝……ヒデオ、どれもこれも過去にひとしきり嫌いやがってなかった？〟

　あれらはみんなイロモノですから。

　その点、天白さんは現げん役えきのエリート自衛官であり、これまで自分が関かかわってきたいかなるイロモノとも違ちがう一いつ般ぱんピープルでいらっしゃいますから。そしてこの夏こそは自分もヒキコモリという殻からを脱だつし、アクティブかつポジティブかつスタイリッシュにキメると決めたのです、闇の神よ。

〝あらそうですか。それがなんで今の今までＴシャツ短パンでエアコンの効いた部屋で魚の腐くさったような目で他人のゲーム配信眺ながめてたんだか闇にはわかりかねますが〟

　……。

《もしもし？》

「ええ、はい。特に予定はありませんが」

《そうですか、それはよかった。でしたら一緒に温泉にでも行きませんか？》

　来たよ？

　来たんじゃないですかこれ？

　夏だからって海で水着でキャーキャーいってる内は所しよ詮せんガキのお遊びってことなんじゃないんですかこれ？

〝ヒキコモリが調子に乗るとなんでこんなにイラッとくるのかしらね……〟

《あ、と言っても北きた大おお路じさんや名な護ご屋や河かわさんのことは知ってますので、やらしい気持ちはなくてですね。場所も埼玉なので、そう遠くないですし》

「それは、いいですね。ぜひ。行きましょう」

《そうですか。よかった。では……》

「場所を教えてもらえれば。僕が、迎むかえに行きますが」

《あ、クルマ持ってるんですか？　でしたらお言葉に甘えさせてもらっていいですか？》

「どうぞ、どうぞ」

　その後、具体的な待ち合わせ場所と時間を決めて、通話は終わった。

　いつの間にやら姿を現していたノアレが、冷蔵庫から取り出してきたアイスキャンディ片手に言った。

「やらしい気持ちはないですってよ」

「かまわない」

　心の底から、ヒデオは断言した。

「大体が。僕の周りにいる輩やからと言えば。会うなり感かん染せんする。会うなり十手で殴なぐる。魔ま法ほうをぶっ放す。爆ばく弾だんで吹ふっ飛ばす。アサルトライフルを乱射する。やたら投げる。小学生のくせに言動が際きわどい。怪あやしげな団子で薬漬づけにする。女子高生かと思えばハタチ過ぎでトレジャーハントする……」

　等々。

「……もちろん。プライバシーに配はい慮りよし、誰だれが誰とは、言わないが」

「言ってないけれども。さりげなく私も混ぜたわよね？」

「そんな。イロモノばかりだった日々」

　ヒデオは気だるい視線を窓の外に向ける。

　とは言えアパートの一階。エアコンを付けているので、見えるのはプライバシーに配慮した曇くもりガラスだけだったが。

　そして心の底から嘆たん息そくした。

「信じるたびに、裏切られ。傷付けられ続けてきた……この、男心」

「わあキモい。何そのストーカー心理。勝手に信じる方が悪いんじゃ」

　カッ！

「普ふ通つうの。ごく普通の女の子の友達がいて何が悪い」

「わかったから。わかったからそんな復ふく讐しゆうに駆られた殺人マシンみたいな目をしないで。私より闇やみの権ごん化げみたいだから」

　呆あきれたように宙でアイスを舐なめるノアレの横、一息。

　ヒデオは手っ取り早くズボンを穿はいた。財さい布ふと免めん許きよ証しよう、携けい帯たい電話に……クルマのキー。

「お出かけ？」

「まあ。軽く洗車にでも」

　キリッ、とヒデオは言って除のけた。

　貴たか瀬せからなんだかんだでもらったクルマ、あまり乗ることはないがここはアパート。車庫保管ではないので、乗らないなりに埃ほこりやら何やらで汚よごれているのだった。

　いっそあのスペシャリティクーペ、明日乗らずにいつ乗るというのか。ありがとう、魔まつ殺さつ商しよう会かい。ありがとう、伊い織おりワールドトレーディング。

「ちなみにノアレ」

「何よ？」

「……服も。買ってこようと思うのだが」

「……。」

「一応。闇とはいえ女の子の君から見て、どういうあれがどうとか」

「…………。」

「……」

「………………。」

　ノアレは。

　イラッ。を通り越こして。

　カッと目を見開いたまま嘲あざ笑わらった。

「まあ言っても私小学生の格好して言動際どいイロモノですから～？　そうですね～、モテる格好したいならまずは服を買いに行くための服でも買ってきてからお洒落しやれなブティックに行くための服を買いに行ったらいいんじゃないですかね～!?」

　ケラッケラケラケラケラ！

「……」

　それなりショックを受けて落ち込んだヒデオは、肩かたを落としながらアパートを後にした。

　そしてクルマは洗ったが、服は買ってこなかった。
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　翌日のお昼過ぎ。

　待ち合わせの約束をした駅前。

〝あれじゃないかしら？〟

　ヒデオは約束の時間より三十分ほど早かったのだが、ロータリーにクルマを入れると花果菜はすでに待っていた。

　メジャーリーグの野球帽ぼうに、七分丈たけのジーンズに、半はん袖そでのブラウス。肩から提さげた大きなスポーツバッグ。お下げ髪がみと眼鏡めがねも相まって、どこか垢あか抜ぬけない出いで立ちであったが。

　……これはこれで。

〝そうね。さすが素材がいいって言うだけあるわね〟

　凜りんとした顔立ちはもちろん、先日の水着のときもそうだったが、鍛きたえているだけあってスタイルも良い。要するに美人は何を着ても美人であり、ヒキコモリは何を着ようがヒキコモリなのである。

〝あらぁ、わかってくれて嬉うれしいわヒデオ〟

　昨日は調子に乗ってすみませんでした、と心の中で謝りながら、ヒデオはハザードランプを点つけて車を降りた。

「ああ、どうも川村さん」

「どうも。お待たせしたようで」

「いえ、そんな。私もつい数分前に来たばかりですので」

　微笑ほほえむ花果菜をさっそくクーラーの効いた車内へ案内し、走り出す。

「これ、川村さんのですか？　すごいクルマじゃないですか。さすが官庁勤務は違ちがいますね」

「は。いえ。これはまあ。なんというか、知人から。譲ゆずってもらったようなものでして」

　せっかくワックスまでかけたのにそれじゃあ……、とノアレの嘆たん息そくする気配。

　確かにクルマをステータスシンボルとするのなら、それは自分で買うからこそステータスなのであり、たとえば親のいいクルマを借りてきたってそれは自じ慢まんにもならないわけで。もらい物も似たようなもの……なのかなぁ、などと。

〝昨日の元気はどうしたのよ〟

　そうだった、とハンドルを握にぎり直す。

「そういえば。行き先を、まだ」

「そうでしたね。あ、ナビがあるなら私がいま入力してしまいます。とりあえず次の交差点を右へ。しばらく道なりですから、川村さんは運転を続けてください」

「そうですか。わかりました」

「秘湯中の秘湯ということだけは保証しますので」

　イロモノみたいにぎゃーぎゃーうるさくない。素す晴ばらしい。

〝ぎゃーぎゃーって……まあそうだけど〟

「ところで川村さん、お二人のことは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「……。二人、というのは」

「北大路さんと名護屋河さんです。その……正直、抜ぬけ駆がけしたように思われていないかが心配なんですが」

　困ったような顔を見るに、どうも、まだ勘かん違ちがいしているらしい。

「抜け駆けも何も。ですから。あの二人とは一いつ切さい。そのような、ことは」

「そうですか。それならなおよかったです。急な誘さそいなのに、クルマまで出してもらってありがとうございます」

　花果菜が安心したように素直に微笑んだ。

「いえ。こちらこそ。こういう機会でもなければ、出かけることもありませんので」

「川村さんは、帰省したりは？　家は東京ですか？」

「……ええ。まあ。そんなところで」

〝勘当されてるのよね。お盆ぼんになっても連れん絡らく一つないって……ガチなのね、ヒデオ〟

　冗じよう談だんや何かで死を選ぶまでに見放されはしまい。念のために、霞かすみヶが関せき近くへ引っ越した旨むねも手紙で送ったのだが……返事は一切ない。

　……黙だまって考えてもまた気持ちが沈しずむので、ヒデオは口を開いた。

「天白さんは。ご実家は」

「あっ……、はい。私も同じで、それほど離はなれてはいないんですよ。なので正月やお盆はいつも退たい屈くつで……今回は川村さんが付き合ってくれて助かりました」

「……職場の。お友達、などは」

「はあ。それがまた、遠方が実家でいなかったりするわけです。あと自衛隊は先せん輩ぱい後輩の関係の他ほかに階級なんかも絡からんでくるので、私みたいに公私の切り替かえが下手だと、プライベートな友達というのもなかなか難しくて……」

　なるほど。確かに階級というのは、普ふ通つうの会社の先輩後輩とは全く別の概がい念ねんだろう。

「しかし。下手、というほど。そういうようには、見えませんが」

「いえ、たぶん川村さんだからですよ。合同訓練の時に、木こ陰かげで一いつ緒しよに焼き肉食べたじゃないですか。なんだか妙みように落ち着きましたから。ウマが合うというか」

「……なるほど。それはまあ、確かに。僕も」

「ああ、やっぱりそうでしたか」

　奇くしくも二人がお互たがいに抱いだいている印象というのは、似たようなものなのだった。目付きの悪い人だなぁ、という部分も含ふくめて。

「ズバリ直球で聞きますけど、川村さん」

「はい」

「結構オタクじゃないですか？」

　……女の子なのにロボットの話なんかしていた事を思い出した。それ以前に戦車に乗りたいとも言っていたし。ヤンとかツンとか。

〝そしてそれがわかるということは、ヒデオもそうなわけよね〟

　反論の余地が見当たらない。

「……ええ。まあ」

「ああ、やっぱり。そうだと思ったんですよ。普通の人はヤンデレとかツンデレとか言っても反応してくれませんからね」

　……え？

　つまりあの時点で見抜かれて試ためされていた？　見た目から殺さつ人じん鬼きやヤク中というのではなく、その本質を？

「あ……いえ、だからどうというのではなくて、私も似たようなお仲間ということで」

「はい。ええ。それは構わないのですが」

　それはそれで今までにない手合いなのではないかと、ヒデオは驚おどろいていた。まあ今までと違い敵対する理由はないので、だからどうだという話なのだが。

「つまり。戦車や、ロボットが。好きなのですか」

「はい。いいですね」

　すごいニコニコしている。

「あんまりカッコイイのはだめですけど。鉄臭くさくて泥どろ臭いのがいいですね、やっぱり。最近のガンダムなんかかっこよすぎて、私の求めるものとはちょっと違います」

「そうですか」

「そうですよ。ＩＧＬＯＯですよやっぱり」

　……。

「見たことありませんか？　ＭＳイグルー」

「ええ」

「じゃあ今夜一緒に見ましょう」

「……え？」

「いえ、面おも白しろいですから。ぜひ」

「そう……、ですか」

　見るのはいいのだが。

　まさかＤＶＤを持参してきたのだろうか。それとも宿に着いてから借りに行くとか？

〝さあ、微び妙みようになって参りました〟

　微妙とか言うな。

　風ふ呂ろ上がりに卓たつ球きゆうしようなどと誘さそわれるよりはいいじゃないか。自分もガンダムは嫌きらいではない。

「あ、それともモンスター・パンツァーでもやりますか？」

「……ハンター、ではなく？」

「パンツァーです。鈍にび色いろの攻こう防ぼうとパンツァーフロントをメタルマックスの世界観で操作性はコンバットチョロＱみたいな。それはもう夢のようなＦＰＳです」

　……。

「あ……ゲームはあまりやらないですか？」

「嗜たしなむ程度、ですが」

「大だい丈じよう夫ぶです、私もそんなにうまくないので。宿舎にいるとあんまり時間もありませんし。あ、でもイグルーの鑑かん賞しよう会もいいですし……ああ、どちらにしても楽しみです」

　……まあ、喜んでくれるのならいいのだろう。どこかの総そう帥すいみたいに「私が楽しければ正義」というのでもなし、どこかのプリンセスみたいに「この私を心から楽しませなさいｏｒ死ね」というのでもなし。大事なのは、アニメにしろゲームにしろ、こちらにも楽しむ余地があるということ。

　これは今までになかった神展開であろう。
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「天白さん。何か、飲み物などは。コンビニに、寄りますが」

「ああ、そうですね。それじゃあ一いつ緒しよにお菓か子しなんかも買ってきましょうか」

　ウマが合う同士、ドライブはヒデオにとってかつてなく心こころ穏おだやかな楽しい時間となった。




〝……ドライブは……、ね〟
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　しばらく川沿いを登った、田畑の風景ものどかな田舎いなか道。クルマはさらに奥へ、木こ漏もれ日も爽さわやかな、深い森の中を進んでいく。ナビの案内も終わり、そこから少しを花果菜の案内の通りに行くと、すぐに立派な門柱が見えてきた。

「ここです。そのままクルマで入ってください。横に駐ちゆう車しやスペースがありますので」

「……」

　花果菜の言う通り、秘湯中の秘湯というか、知る人ぞ知る温泉宿なのか、達筆で書かれた表札以外に看板のようなものは見当たらない。

　旅館は木造の三階建てだが、見るからに歴史と格式がありそうで、花果菜の言う駐車スペースに停とめると、横には結構な高級外車が何台も。そのスペースにしたってただの地面や砂利じやりではなく、白い玉砂利を敷しき詰つめてある。

（……。）

　ひょっとして、セレブ御ご用よう達たしの隠かくれ宿というやつか？

　いや、それはいくらか余よ裕ゆうを持って財さい布ふを満たしてきたつもりだが……。

〝官庁勤めのピーピーのヒヨッコと現場の隊長格とじゃ、やっぱり違うのかしらね〟

　それは自分は官庁勤めとは名ばかりの現場のヒラであるからして。

「川村さん、どうかしましたか？」

「いえ。何も」

　最悪、クレジットカードはある。現金プラス今月の限度額を使い切れば、一番安い部屋くらいはまあなんとかなるだろう多分。なって欲しい。

　そう覚かく悟ごを決めて、車を降りたときだった。

「ダ～～リ～～～～～～～～ンッ！」

　玄げん関かんの方から走ってきた女の子に突とつ然ぜん抱だき付かれ、ヒデオは勢い、よろめいた。

「……。」

「お久しぶりねダーリン！　会いたかったわっ！」

　え？

「久しぶり、アカネちゃん」

　という花果菜の声。

「お久しぶり、花果菜お姉ちゃん！」

　と答える元気な声。

　ノースリーブのワンピースにスパッツの涼すずしげな姿。錬れん金きん術じゆつ師しの派手な衣い装しようの印象が強過ぎてピンとこなかったが、よく見ればあの大会に参加していたアカネではないか。

「いや。あの。つまり……、なぜ」

　ようよう驚おどろきから我に返ってヒデオが言うと、首に縋すがり付いたままのアカネが不思議そうな顔をする。

「え？　なんで、って……」

　そこに花果菜が言った。

「川村さん」

　受付嬢じようの案内するように、花果菜が後ろの旅館を手の平で示して言った。

「実家です」

　同じように手の平向けて、アカネが言った。

「本家です」

　ヒデオはアカネを振ふり切って、クルマでいま入ってきた道をダッシュで駆かけ戻もどり表札を見た。

　クルマで過ぎたときはちらりとしか見えなかったが。間近で見れば、そのまんま『天白』と書いてある。そして方々見回しても、どこにも、一言も、温泉とも、旅館とも書いてはいなかった。

「っ……」

　ダッ、とヒデオは逃にげ出した。

　ガッ、と花果菜がその手を捕つかまえた。

「川村さん。どこへ行こうというのです」

　ギギギと、花果菜が華きや奢しやな腕うでからは想像もできない力で、ヒデオの腕を締しめ上げる。グググと、ヒデオが細腕からは想像もできないヒキコモリパワーで抗あらがう。

「何を言っているのですか。温泉旅行と。秘湯中の秘湯と」

「ちゃんと風ふ呂ろには温泉を引いてありますし、一いつ般ぱん開放はしていない秘湯ですから」

「しかし。あなたの実家とは、一言も」

「ええ。ですがどこに泊とまるとも言わなかったはずです」




　は……。




　はめられたっ……!?




〝……話がうますぎると思ったのよねぇ〟

　今こそ川村ヒデオの名の下もとに、契けい約やくに従いて闇やみよ来たれり!!

〝面おも白しろそうだから、イヤ〟

　……。

「あ……ひょっとして花果菜お姉ちゃん、まだ説明してなかったんだ」

「いやぁ、さすがにいきなり実家に遊びに来てっていうのは、どうかと思って……」

「当たり前です。どうかしています。しかもお盆ぼんって」

　ヒデオが言うと、花果菜はフフフと暗い笑顔えがおで頷うなずいた。

「ええ。しかも本家なので。それなり親族が揃そろっています」

「ッ──!?」

「前に言ったはずです、川村さん。私はそういうのが苦手だと」

「言いましたが。部外者の僕は、さらに気まずいとは思わなかったのですか」

「ですが川村さんさえいれば、私は友達の相手があるからと宴えん会かいを抜ぬけ出し、深夜まで叔お父じさんたちにお酌しやくをすることなく部屋でイグルーを鑑かん賞しようできるのです」

　ギギギ。グググ。

　言葉こそ二人とも静かなものであったが。

　二人ともが真しん剣けん過ぎて、ただでさえ悪いお互たがいの目付きが臨界点。

「あ、あのねダーリン。実は来てもらったのはそれだけでもなくて……」

　アカネの声に、花果菜が頷いた。

　手は放さなかったが。

「そうです、川村さん。わざわざ来てもらった本当の理由はこのアカネちゃんなんです」

「……？　理由、とは？」

「ダーリンに今日一日、私のフィアンセになってもらいたいの！」

　……。

　…………。

「どんなサマーウォーズですか」

「わかっていますが、まあ聞いてください」

　困った顔で言ったのは花果菜だった。

　手は放さなかったが。

「家長であるうちの爺じい様が、アカネちゃんのお婿むこさんを用意すると言い出しまして」

「……しかしそれは確か、ヨーロッパの。ブランツァール家の方で決めるものでは」

　ヒデオが訊たずねるとアカネは、しかし首を横に振った。

「それが目的で大会に出たけど、結局相手が見付からなかったでしょ？　そしたらこっちのお爺ちゃんが、私は天白の血が入っているから、縁えん組ぐみも天白家の方でいい相手を紹しよう介かいするからって言い出して……ブランツァールもどっちかというとそういう古い考え方が残ってる家だから、その相手が私より強いならそれでもいいんじゃないか、っていうような流れになっちゃって……」

「そこで川村さんの出番ですよ」

　と、花果菜が引き取った。

　あくまで手は放さなかったが。

「一度はアカネちゃんに勝っているという川村さんであれば、フィアンセとしての最低条件はすでに充みたされています。そしてとりあえず相手がいるということにさえしておけば、当面の急場はしのげるわけです」

「あ、でも私はその場しのぎじゃなくても、ダーリンが今すぐ私を連れて駆かけ落ちしてくれるっていうなら、それでも全然構わないんだけど……♡」

　恋こいに恋するような目でアカネが言うのだが、ここには生あい憎にく、美み奈な子こもレナもいない。

「川村さん。こんないたいけな女子高生の不幸を救わずして何が男ですか。というか、いっそ貰もらっちゃえばいいじゃないですかもう。結けつ婚こんしてしまえば合法ですよ。合法」

「何が合法なのですか。現げん役えきの自衛官が。何を言っているのですか」

　ギギギ。

　グググ。

　そうして目付きの怖こわい者同士が門の外で一進一退の攻こう防ぼうを続けていると、道路の向こうから大きな排はい気き音が近付いてきた。あの駐ちゆう車しやスペースに混ざっても違い和わ感かんのないスーパーカー……ではあったが、乗っている人物には見覚えがあった。

　一度通り過ぎ、ヒデオのクルマの横に停とめたところで、降りた二人が歩いてくる。どこかの高校の夏服姿の千ち影かげが言った。

「こんにちは」

　気付いたように花果菜が応こたえた。

「ああ、どうもこんにちは。確か内調の桃もも条じようさんと、頸くび城きさんでしたね」

　まだヒデオを捕つかまえた手は放さなかったが。

　頸城が小さく会え釈しやくをする。

「その節はどうも。小こ重じゆう郎ろうさんの方にお話は通してあると思いますが」

「ええ。祖父なら中にいると思いますので、どうぞ」

　それから千影が言った。

「……というか、なんで妖よう精せい使いがここに？」

　ヒデオは言った。

「助けてください。騙だまされたのです」

「失礼な。私は何も教えなかっただけです」

「そうよ、ダーリンは私を助けてくれる白馬の王子様になるのよ」

　一度愕がく然ぜんとなった千影が、次には胡う乱ろんげな表情でアカネに詰つめ寄る。

「この男の何がどうしてダーリンになったのか、詳くわしく」

　その話の流れを一刻も早く断たち切りたいヒデオは、断固として言い張った。

「頸城さんと一いつ緒しよということは。仕事ではないのですか」

「……そうだけど」

　公私の分別はあるらしく、以前のように執しつ拗ように食い下がることはなかった。とはいえ、まだどこか疑うような目ではあったが。

「あなたもいい加減大したものね、天白家に顔が利きくなんて……。まあ、よく考えれば神しん霊れい班にいるんだから驚おどろくことでもないんだけど」

　？

「桃条さん、あまり軒のき先さきでうるさくするのも」

「わかってるわよ。それじゃ」

　頸城に言われた千影は、それ以上は言わずに敷しき地ちの中に入っていった。

「……川村さんもひょっとして、山さん荘そうの爆ばく発はつ事件の関係で？」

　自衛官の花果菜とはそのときの面識か、とヒデオは納なつ得とくする。

「はい。その少し前にも、神霊班として色々と……。ですが、あの二人こそ。この家になんの用事で」

　アカネが、あまり詳しくないように肩かたをすくめた。

「本家って、なんだか色々複雑らしいのよダーリン」

　花果菜は簡単な首しゆ肯こう。

「でもそれは今回の川村さんとはなんの関係もないことです。川村さんは黙だまって私たちと来てくれればいいのです」

「いえ、ですから、それはっ……」

「うんうん、さあ行きましょダーリン！　パパとママにも紹介しなくっちゃ！」

　そんな、なあなあの会話をしながら。片方の腕うでは花果菜に摑つかまれ。片方の腕は、アカネに抱だき付かれ。味方と呼べる者もなく、ヒデオは天白家の邸てい宅たくの中へと連行されていった。




　　　　④




　他人の家というのは、いわゆるアットホームだからこそそこに放ほうり込まれた自身のアウェイ感かつ疎そ外がい感で居たたまれなくなるのだが……普ふ通つうに、下手な温泉旅館などより広くて綺き麗れいなお屋敷だったので、誰だれかの家という感じがしない。

　魔殺商会の本社も貴瀬の自宅だそうだが、立派すぎて特定の誰かの家、という感じではない。それに近い感覚だ。

（……。）

　それでいて玄げん関かんに上がってすぐに何人かの親族や、花果菜やアカネの両親とも出会い、紹しよう介かいもしてもらったが……案外、ほんとの友達の家にでも来たように「ゆっくりしていってください」「仲良くしてやってください」程度に、愛あい想そ良く挨あい拶さつされただけであった。

　てっきり、「うちの可愛かわいい娘むすめを狙ねらう害虫め、生きて帰れると思うなよ」くらいは言われるとビクビクしていたのが、拍ひよう子し抜ぬけするほどだった。

「川村さんはこの部屋をどうぞ」

　花果菜に案内された三階の客間も、まんま宿の客室という感じ。旅行など修学旅行以外にろくに行ったこともないが……旅番組などから察するに、一いつ泊ぱく二食付きで一万数千円前後の部屋ではなかろうか。

　要するに一人で泊とまるには無む駄だに広い。

　……それならそれで、この部屋で明日あしたまで籠ろう城じようという手もある。いっそ隙すきを見て、庭など眺ながめる振ふりをして……。

「川村さん、夕食は六時からだそうなので」

「……そうですか。わかりました」

「一応、クルマの鍵かぎを預かってもいいですか？」

「……まさか。さすがにここまで来て、脱だつ走そうはしませんが」

「わかってますって。冗じよう談だんですよ」

　いいや、目が本気だったとヒデオは思った。

　脱走という言葉から、やはり逃にげる気だったな、と花果菜は思った。

　ヒデオはとりあえず、部屋の隅すみに荷物を置く。

「お茶を持って来たわよ、ダーリン♪」

　途と中ちゆうで別れたアカネが、お盆ぼんに三人分のコップと麦茶のポットを載のせて戻もどってきた。

　エアコンなどなくともからりとした山の涼りよう気きが風ふう鈴りんを鳴らす中、三人でテーブルを囲み一息つく。

「ダーリン、宮く内ない庁ちようってところに勤めているのよね。大だい活かつ躍やくしてるの？」

　隣となりに座ったアカネがニコニコとして聞いてくる。あのような格好をして突とつ如じよ爆ばく弾だんに着火しなければ、いたって普通の女の子だ。

　あの大会、そしてあの地の底から舞まい戻った者同士、自然と互たがいの近きん況きよう報告に花が咲さいた。アカネも今は夏休みで、大会で一緒だったアッシュも休きゆう暇かを取っているらしい。

　だがそんな無む邪じや気きな笑顔えがおを見ていて感じるのは、やはりフィアンセというよりは、ウィル子やノアレのように、妹でも見るような気持ちに近い。

「つまり、あのときの白い水着を着ていた方がウィル子さんですか」

　疑問した花果菜に、ヒデオは頷うなずいた。

「ええ。そうです」

「えっ、じゃあダーリン、ウィル子ちゃんとエリーゼちゃんの他ほかにも新しい精せい霊れいが!?　どんな!?」

　ふわりと、首の後ろに抱き付く気配がした。

「こんな。喚よぶ喚ばない以前に、基本的にヒデオのそばにいるんだけど」

「わぁ……ほんとだ、ウィル子ちゃんと違ちがって黒い！　なんだか、悪そう！」

　白いも黒いも単に服装の話なのだが、また新しい精霊に会えたのが嬉うれしいようにアカネは笑った。

「私、アカネ・インガルス・天白・ブランツァールって言うの！　よろしくね」

「はいはい。一応、あの大会の時から知ってるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「えっ？　じゃあノアレちゃんもあの大会に出てたの？」

「あ～……ま、そういうことでいいわ。直接対決したのは、このヒデオだけだったけどね」

　ヒデオは話してはいないので。

　アカネの中では、ノアレとあの闇やみとはイコールで繫つながっていない。もっとも繫がったところでアカネのこのポジティブな性格なら、さほど忌き避ひもしなそうだ。

　花果菜が、ヒデオにおぶさっているノアレをまじまじと見ながら、改めて感心したように言った。

「しかし不思議なものですね。人間の姿をしているのに、人間ではないなんて。本当にいるんですね」

　当のノアレが答えて曰いわく。

「あなたのいる部隊だって、元々はそのために作られたものじゃないの？」

「それは知識として教えられてはいますが、実際に会った覚えはないので。しかもあなたは精霊というもので、魔ま人じんともまた違うのでしょう？」

　アカネが言った。

「でもあの大会はそんな人たちばっかりだったもんね、ダーリン。花果菜お姉ちゃんも出ればよかったのに」

「いくらなんでも、人間じゃない知り合いなんていなかったもの」

　話も積もって空にも黄こ金がね色が混ざり始めた頃ころ、階下から花果菜とアカネを呼ぶ声が聞こえた。時計を見た花果菜が思い出したように言う。

「あ、もうこんな時間か。じゃあ川村さんはゆっくりしていてください。行こうかアカネちゃん」

「はーい」

　……。

「何か、用事が」

「……そんな心配しなくても大丈夫です。親族一同で墓参りに行ってくるだけです。すぐに戻ってきますから」

　そうか。お盆に実家に帰る最大の目的と言えば、まずはそれだろう。考えてみれば当たり前のことだと思いながら、ヒデオは出て行く二人を見送った。

「ヒデオ、ビビりすぎ」

　友達の家で友達がいなくなるほど気まずいことはない。が、招いた方は案外、平気平気うちの親なんてさあ……という気分なのである。

「なんだかんだで根っこが真面目まじめすぎるのよねぇ」

　目上は目上。年上は年上。敬意を払はらって何が悪い。

「悪くないけど、そうやって構え過ぎるから目付きが悪いなんて言われるんじゃないの？」

　それは、外国のホームドラマのようによその家の家族ともフランクに親しく会話できればそれに越こしたことはないのだが……。

　ヒデオが諦あきらめたように嘆たん息そくすると、ドアがノックされた。

（っ……）

　誰だれだ。親か。というか花果菜の親かアカネの親か。それ以前に全く関係のない親しん戚せきの誰かがここ空き部屋だったはずとか思って入ってきた日にはお盆によそのいい若い者がこんな所で何をしている警察呼ぶぞこの野や郎ろう……。

「……いるなら返事しなさいよ」

　千影だった。

「あ。いや。別にその。居留守、というわけではなく」

「あら、黒い方の妖よう精せいさん」

「私が白い服着たらなんて呼ばれるのかしら」

「ゴスロリの妖精さん」

　言って、部屋に入ってきた千影がヒデオの向かいに座る。

「……」

「……」

　千影がじっとこちらを見て何も言わない。

　今までのようにからかうような雰ふん囲い気きはなく、いくらか神経質な雰囲気だった。

「……何か」

「用って程ほどのものでもないんだけど……家の人たちがみんな出て行っちゃったから、暇ひま潰つぶしに」

「頸城さんは」

「部屋でごろ寝ねしてるわ」

　……そもそも、彼女たちは何の用でこの家に来たのだろうか。そうヒデオが思った矢先。

「真面目な話、宮く内ない庁ちようがこの家に何の用？」

　先に言われてしまった。

　しかもなぜか疑いの眼まな差ざしで。
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「いえ。仕事ではなく。休きゆう暇かです。騙だまされたのです」

「……さっきもそんなこと言ってたわね」

　ヒデオは、事の次し第だいを説明した。

　すると千影が言うには、こうだ。

「馬ば鹿かじゃないの？」

「いや。全く。まさか僕も、そんなことのために呼び出されるとは、夢にも」

「そうじゃなくて。一度会っただけの女の子が本気で温泉旅行に誘さそうとかこれっぽっちでも信じたの、って」

　……はい。

「ああ、もう……疑った私の方まで馬鹿みたいになっちゃったじゃないの」

　やりきれぬ様子で嘆息した千影が麦茶をコップに注つぎ、思い出したように。

「誰の？」

「天白さんの、ですが」

「この家の人のほとんどは天白さんなんだけど」

　それもそうだ。

　ノアレが言った。

「花果菜のよ」

　じゃあいいか、とそのまま麦茶を呷あおる千影へ、ノアレが訊たずねる。

「で、頸城とあんたはなんの用事でこの家へ？」

「真面目な仕事よ」

「「……」」

「……わかったわよ。なんだかんだで妖精使いさんも他ほかの三家を知ってるわけだしね。と言っても、大したことないわよ」

　要領を摑つかめぬヒデオに、一から説明するように千影が言った。

「名護屋河家は知っているわよね」

　言わずもがな。酔よっぱらった睡蓮が第四十四代とか、大層な見み栄えを切っていたから、何か古式ゆかしい家なのだろう。

「長は谷せ部べ家も知っているわよね。翔しよう香かさんの」

　ヒデオは頷うなずいた。

　知っているというか、代々剣けん術じゆつの何かすごい家だということは、葉は多た恵えのことに連ねて聞いた記き憶おくがある。

「伊織家も当然知っているわよね」

　そう念を押すのだから、貴瀬の家のことを指しているのだろう。貴瀬自体は妙みような方向に芯しんが通った憎にくめない悪人、という印象だが……やはり古くからの何かがあるのだろうか。

　そうしてヒデオが三度頷くと、千影が下を指差した。

「そしてここが天白家。本流名護屋河に端たんを発した長谷部、伊織と同じ傍ぼう流りゆうの一つ。それら四つを合わせて神殺し四家。知ってた？」

「……いいえ」

　ヒデオの素す直なおな言葉に、納なつ得とくのいかぬ表情で千影が言った。

「そんなあなたがどうして四家全すべてと関かかわりを持っているのかが理解できないけど、そうなの」

「そもそも。神殺し……とは」

「書いて読んで字の如ごとし。古くは朝ちよう廷ていに仕えて、この国に災わざわいをもたらすカミを殺すことを生なり業わいとした家のこと」

　睡蓮が時折、そのようなことを口にはする。

　彼女だけは悪あく霊りようも精せい霊れいもなく、霊を総じてカミと呼ぶ。

　なるほど、とヒデオは口を開いた。

「つまり。霊を鎮しずめる、とか」

　千影は冷めた表情のまま、呆あつ気けなく否定した。

「違ちがうわ。殺すの。まあ睡蓮は生まれ育ちが特別だから、何でもかんでもひっくるめてカミって呼んでしまうんでしょうけど……この場合のカミって言うのは……指定一号って知ってる？」

「いえ」

　ヒデオの即そく答とうに、千影がなおやるせない表情になった。

「ミーコのことよ、ヒデオ」

「それは。ミーコさんなら、知っているが」

　ヒデオの言葉に、ノアレは続けて首しゆ肯こうした。

「あれが指定一号。この国史上、最強最悪の堕おちしカミ。じゃなかったら、ほむらとか、貴瀬の家にいたリッチやイワトビーもその範はん囲い。大体わかった？」

　なんとなくは、自分の中でも分別はついている。生まれたてや、まだ新しいというウィル子やエリーゼのような精霊より、さらに深遠な何か、ということくらいは。

「ねえ川村ヒデオ。あなた、どういう経緯いきさつでこの世界に入ってきたの？」

「……成り行き、で」

「それが本当なら、ある意味不幸ね。まあいいわ」

　諦あきらめたように千影は続けた。

「あのクラスが、本当の意味でのカミ。それを殺すということ。と言っても、私もそんなアウターの実力を見たことはないけど」

　ヒデオには、実力かどうかはわからない。だがミーコとほむらについては、自分の目でその力の一いつ端たんを見ている。息をするより簡単に、真黒き管くだ虫むしを従えていたことを覚えている。銃じゆうを喰くらい、最先端の科学の結けつ晶しようのようなロボットを素手で打ち砕くだいたのを知っている。

「……殺、す……」

　彼女を。あれらを？

　だが……確かに。ほむらと同じように、関かん式しき相手に息一つ乱さず圧あつ倒とうした睡蓮のことも記憶に新しい。普ふ段だんなんてことのない翔香の一言に、震ふるえ上がるほむらと葉多恵を知っている。

　ヒデオの変わらぬ表情から雰ふん囲い気きを察し、千影は言う。

「大体わかったかしら。神殺し四家が、どれだけ常じよう軌きを逸いつした存在か。有り体ていに言って、ヤバイのよ。どの家も。伝えられた業わざをもってすれば、ある日ホワイトハウスへ行って何もかもどうにかできるくらいに」
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「……」

「そうならないように監かん視しするのが、政府の役目。今日の当番は、私と頸城。わかった？」

「ちょっと待ってよ」

　ノアレが言った。

「業は絶えているんじゃなかったの。この家」

「……それ以上は部外秘」

　だが疑問に思い、ヒデオはノアレの方を見た。

「絶えた、とは」

「当代がいるのよ。今なら、長谷部家は翔香。伊織家は貴瀬。名護屋河家は睡蓮……」

　ノアレは麦茶を一口して、そのまま続けた。

「花果菜が家系に代々不思議な力があると言っていたけど、そこまで馬ば鹿かげた異能力者はもうこの家にはいないわけ。見張るならよその家でしょうに」

「知っての通り長谷部家と名護屋河家は宮く内ない庁ちよう。伊織家はその二つとも繫つながりが強い。見張るまでもないのよ。逆に言えば、業を絶やしたからこそ……とも言えるのかしらね」

「まあ」

　ヒデオは千影に言った。

「僕に関係のないことで、あれば。無理に聞く気はありません。僕自身は、先ほど述べたように。馬鹿げた話で、連れてこられただけですので」

「そうね。こっちとしても、それを聞けただけで疑う理由もなくなったわ。せっかくのバカンスに水を差すつもりはないから、安心して。それじゃ、ごちそうさま」

　立ち上がろうとする千影に、ヒデオは待ったと小さく手を上げた。

「何？」

「いえ。ゆっくり、して。いかれては、と」

「……どうして？」

　不思議そうな顔をする千影に、ノアレが先に答えてしまう。

「よそ様の家にひとりぼっちとか精神が耐たえられないんですって」

　それまであれほどクールに話していた千影が、にへらと笑った。

「じゃあ私の分のグラスもお台所から貰もらってきてくれると嬉うれしいな、このヒキオタニート」

　っ……！

　死ねと申すか、この……！

　このっ……!!

「ニートではっ……、ないっ……」

「はいはい」

　もういっそどうしてやろうかと思ったところで、花果菜とアカネが戻もどってきた。

「お待たせしました……ああ、桃条さん。いらしてたんですか」

　一いつ瞬しゆんにして涼すずしげな顔に戻って、千影が言った。

「ごめんなさい、勝手にお邪じや魔まして。グラスも借りてしまったんだけど」

「ああそんな、いいですよ。気にしないでください。ついでに何か甘いものでも持ってきましょうか」

「あ、じゃあ花果菜お姉ちゃんはダーリンのお相手してて。私が紅茶を淹いれてくるから」

　楽しそうに、アカネが元来た道を小走りに。

「元気な妹さんですね」

「ええ、従妹いとこなんですよ。川村さんが来てくれたことが嬉しいみたいで」

　さりげない話題。さりげない大人の会話。

「天白さん」

「はい？　川村さん」

　ヒデオは告発しようとした。

「……」

「……」

　が……。

「……」

「……」

　千影がさりげなく獲え物ものを狩かるトレジャーハンターの目をしていることに気付き、それ以上の言葉を継つげなくなった。
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　紋もん付き袴はかまで立派な白髭ひげを蓄たくわえた天白家当主、天白小重郎が杯さかずき片手に音おん頭どを取った。

「乾かん杯ぱい！」

「「「かんぱーい！」」」

　各おの々おの手にしたグラスを掲かかげ、追って斉せい唱しようする。

　ヒデオは万が一にも失態は許されぬ故ゆえ、念には念を入れて烏龍ウーロン茶ちやにしてもらったグラスを、ぐいと呷あおった。

　あらかたの親族と言っても、アカネの許嫁いいなずけの話もあるため、今回は小重郎からの直接の血けつ縁えんとその嫁よめや婿むこのような、特に近しい人たちだけらしい。それでも二十人以上いるだろうか。広がった血筋の端はしっこ、孫ひ孫なんかまで含ふくめると五十人を超こえるとかなんとか。

　歴史ある家というと、やれ格式張っていたり、よからぬ伝承があったり、遺産相続で揉もめていたり……という印象がヒデオにもあったのだが、それらは概がいしてテレビドラマや推理小説の類たぐいなのだろう。

　ぱっと見では何畳じようあるかもわからぬ、それこそ旅館の大だい宴えん会かい場のような畳たた敷みじきの大広間に、幾いくつかのテーブルを繫つなげて並べ、皆みな和気藹あい々あいと話を弾はずませている。

「ほら、割と普ふ通つうでしょう」

　隣となりの花果菜が、オードブルを箸はしで摘つまみながら言った。

「ええ……普通、ですね」

　正直、拍ひよう子し抜ぬけどころか、びびっていたのが悔くやしいまでに普通の宴会。テーブルに並んでいるものも格別高級というわけではなかったが、洋風のオードブルに、和風の仕出し料理に、寿す司しに……あとはこの家の女手が用意した煮に物もの、汁しる物もの。コンビニ弁当が主食のヒデオにとっては、どれもこれもがご馳ち走そうであった。

　ヒデオ自身もよそ者だからと邪じや険けんにされることもなく、

「お若いのに官庁街にお勤めですか、大したもんだ」

「通なクルマに乗ってるじゃないか。あれ、俺も昔欲しかったんだよねぇ」

「出身はどちらで？　あ～あ、いいところですよねぇ、私も昔営業で行ったときにね……」

　等々、おじさんたちが気の良さそうに話題を振ふってくれたりもして、そんな気さくな人たちに対して身構えていた自分が気き恥はずかしいほどだった。

　花果菜の母に至っては、

「花果菜は昔っから人見知りで友達作るのが下手で。ボーイフレンドなんか連れてきたのも川村さんが初めてなんですよ。仲良くしてやってくださいね」

　などと品よく笑いながら烏龍茶を注ついでくれる。

「お母さん、余計なことは言わなくていいから。ほら、お酌しやくは私とアカネちゃんでするから。もう」

　酒も回らないうちから赤い顔で言う花果菜に、アカネも相あい槌づちする。

「そうよ叔お母ば様、ダーリンは今日は私のために来てくれたんだから」

「はいはい、わかってます。うふふ」

　わかってるながらも何か含ふくみのある笑顔えがおを残して、花果菜の母は他ほかのお酌に回っていく。何か勘かん違ちがいされてはいないかとヒデオが思ったところで、当の娘むすめが言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。川村さんがアカネちゃんのために来たことについては、先に釘くぎを刺さしておきましたので」

　と、かなり真剣な様子。

〝そんなふうにムキになるから、余計怪あやしまれてる気がするんだけど〟

　こちらに降りてきた際に姿を隠かくしたノアレが、にやけたような声で言う。それが聞こえたわけではないのに、反対隣のアカネが言った。

「でも普通に考えたら、どう見ても花果菜お姉ちゃんが紹しよう介かいに連れてきた感じよね。私より歳としも近いし」

「なに言ってるのアカネちゃん、こう見えてヒデオさんはツンデレさんとヤンデレさんと二人もそれっぽい人がいるんだから」

　……。

　こう見えてって言われた。

〝今に始まったことじゃないでしょ〟

「え、ダーリン二ふた股またかけてるの？」

「断じて。かけて。いない」

　蛙かえるの子は蛙ではないが、花果菜がその線を譲ゆずらないのであれば、花果菜の母がそれを勘かん繰ぐることを責める権利は娘には無い気がする。

「うん、でもいいわ。この私が認めたダーリンですもの、やっぱりそれくらいの魅み力りよくはあるのよね」

　自分の目に間違いがなかったことを満足したようにアカネが言った。

「花果菜お姉ちゃん、男はやっぱり見た目じゃないのよ、見た目じゃ」

「アカネちゃんは大人だなぁ……」

　見た目じゃないって二回言われたし、素す直なおに納なつ得とくもされた。

〝だからなんであんたは周りが賑にぎやかなほど暗くなるのよ……〟

　落ち込んだヒデオがもそもそとオードブルのフライを食べていると、庭先にクルマの停とまる音がした。

「……まだ、誰だれか」

「ああ、父ですよ。墓参りが終わってから、例のフィアンセを迎むかえに行くと言って別れたんです」

「ふんだ、このダーリンを突つき付けて追い返してやるんだから」

　アカネは意気軒けん昂こうながら、さりとてこんな名家が用意した本来の婿むこ候補。庶しよ民みんとしては、それはそれで俗ぞくな好こう奇き心しんに駆かられようというもの。当の親族たちはなおさらなのだろう。廊ろう下かから二人分の足音が近付くにつれ、大広間は自然と口数が少なくなっていった。

「どうも、遅おそくなりました」

　襖ふすまを開けた花果菜の父が、そう言って当主の小重郎へ、後ろにいる青年を紹介した。

　高級ブランドのジャケットとスラックスを身に纏まとった、すらりと背の高く、端たん整せいな顔立ちにレイバンのアビエイタータイプの眼鏡めがねをかけた……金きん髪ぱつの。いっそ貴公子とでも言うべきか。

「遅おくれて申し訳ありませんでした。初めまして、ミスター・コジュウロウ。ウィリアム・ウィンドーです」

「これはこれは、海の向こうから遠路遥はる々ばるよう来なさったウィリアムさん」

　一度腰こしを上げた小重郎が、握あく手しゆする。

「話は後にして、まずはかけてくだされ。まあ一いつ杯ぱい」

「ありがとうございます。では、失礼して……」

　その姿と身のこなしを見た親族たち、はぁぁ、ほぉぉ、と方々で感かん嘆たんの声を上げる。

　もちろん花果菜もその一人だった。

「み……見ましたか川村さん、ハリウッド俳優みたいでしたよ……」

　有名人でも見たように興奮した様子で、ぐいぐいとヒデオの袖そでを引っ張る。当主である小重郎の席とは離はなれているので、青年が座ってしまうと金髪しか見えなくなったが。

　ヒデオとしては、はいそうですねとしか言いようがない。

「ねえ、アカネちゃんはどう思った？」

「だーかーらー。ハンサムでもお金持ちでも、私はどうでもいいの」

「でも、さすがにあれで世界一のお金持ちなら……」

「家の事情で政略結けつ婚こんが目的なんだったら、なおさら嫌いや。お姉ちゃんこそいずれは本家の跡あと取とりでしょ。どうなのよ」

「う……まあ、それ、は……」

　得てして、我が身になればそういうものであろう。というか、そうであることをもっと知るべきであろうここの一族は。

　それはそれとして、ヒデオはある一言が気になって花果菜に訊たずねた。

「……お金持ちな。方、なのですか」

　そもそも天白家自体が地元の名士らしいが、ここにいる一族だってさっき話した分には皆みなが皆、社長やら、医者やら、弁護士やら、代議士やら……一いつ般ぱん人からすれば充じゆう分ぶん、その範はん疇ちゆうに入るだろう人たちばかりなのに。

「え……？　ああ。そう言えば言ってませんでしたか」

　改めて、花果菜がヒデオに向き直った。

「ほら、パソコンに入ってる『ＷＩＮＤｏｓ』ってあるじゃないですか。あれを作ってる会社の御おん曹ぞう司しだそうです」




　　　　⑦







　…………………………えっ？




「失礼ですが」

　ヒデオは思わず花果菜に訊ねた。

「お父様は。なんの、お仕事を」

「私の父ですか？　よくあるＩＴ系の会社で役員をしてるんですよ。そういうツテじゃないかと思うんですけど」

　アカネが顎あごに指を当て、思い出そうと虚こ空くうを見上げる。

「りんご……えっと、なんだっけ？　叔お父じ様の会社」

「そうそう、『まくー』作ってる会社ね。りんご電子計算機製作所の日本支社」

（……）

　よくない。いや、悪いという意味ではなく……普ふ通つう、パソコンそのものを作っている大手企き業ぎようをよくあるＩＴ系とは言わない。

　そのお洒落しやれな筐きよう体たいデザインで一世を風ふう靡びしながらも、トッシュ基板に組み込まれた『まくー』が一体なんであるのかについて未いまだ一いつ切さい公表されていないため、自社製のまくーＯＳでしか起動しないという曰いわく付きのパソコン、『まくーｉｎトッシュ』。ではあるが……最近は携けい帯たい型音楽プレイヤーや、タッチパネル式の携帯端たん末まつなどでもそのデザイン性や操作性が人気を博している、やはり世界的企業だ。

「ほう、つまり世界中のパソコンの九割をウィリアムさんの会社が作っていると！」

　ウィリアムと話す小重郎の、驚きよう嘆たんの声が聞こえた。

「ええ、正確にはそれらに搭とう載さいされているオペレーティングシステムというソフトウェアの開発を……」

「なるほど、日本でもパソコンは今、どこの電器屋に行っても売っておりますからな！　いぃやー、実に大したものですな！」

　酔よいも回り始めて気の良さそうな老人を見ながら、花果菜が小さく呟つぶやいた。

「……あー。爺じい様、あれはよくわかってないなぁ……」

　アカネはアカネで、ジュース片手につまらなそうに言う。

「長者番付世界一って言っても、サイクロンソフト会長のゲイツ・ウィンドーの話じゃない」

　どうやら本当に、あの生ける伝説的企業の御曹司……らしい。

　当主はご年配らしく電子機器については詳くわしくなさそうだったが、その分周りが興味津しん々しんに話を聞いていた。今の時代はどんなビジネスのどこの職場でも、パソコンとインターネット通信は必ひつ需じゆ品だ。そうして少しでもパソコンに詳しければ、下手な芸能人やスポーツ選手より有名な人物……の、子息だ。

「父が経営に専念するようになってからは、僕がＷＩＮＤｏｓ開発のチーフエンジニアとして働いていたのですが……最近、僕自身はもう少し新しいソフトの開発に専念していましてね。こうして皆さんにお会いできたのも何かの縁えんです。酒の余興に、簡単なデモンストレーションをお見せしましょう」

　ウィリアムが小気味よく指を鳴らすと、どこからともなくサングラスに黒服のボディガードのようないかつい男たちがやってきて、広間にプロジェクターとそれを映すスクリーン、そしてスピーカーを設しつらえた。

　そしてノート型の端末に指を走らせると……プロジェクターとワイヤレスで通信したのだろう……どこかＳＦチックな衣い装しようを着た女の子が、スクリーン上に映し出された。

《皆様初めまして。わたくしはＷＩＮＤｏｓ統合アシストシステム、セキュアＩＣと申します》

　前もって用意されたムービーか、それともリアルタイムレンダーか。どちらにせよ、それならただ、それだけのことだった。今なら多くのゲームメーカーでもなしていることで、サイクロンソフトという最大手の技術力と資金力でなし得たところで驚おどろくべくもない。

　実際、天白家の人々も、そのようなものはテレビやら何やらで見慣れていて驚きの声もない。

「統合アシストシステムというのは？」

　ウィリアムへ問うたのは花果菜だった。

　そう、開発者本人への質問のはずだった。

《はい。統合アシストシステムとは、近年肥大化と複雑化の一いつ途とを辿たどるオペレーティングシステムやアプリケーションソフトについて、お客様により分かり易やすく、親しみ易く接していただくことをコンセプトに開発された、サポートコンポーネンツの総そう称しようです》

　ぱちくり、と。数十人が一いつ斉せいに瞬まばたきをした。

　アカネも、もちろんその中に含ふくまれている。

「えっ……今のって、その子が……？」

《はい。わたくしセキュアＩＣは機械が苦手な女性やお子様、お年寄りの皆みな様さまにも楽しく快適なＰＣライフを提供するために開発されました。口頭による操作の受付とその応答が可能となっており、マウスやキーボードといった入力デバイスは必要ありません》

　ともすれば、誰だれかがその辺に隠かくれてマイクで喋しやべっているのではないか、と勘かん繰ぐって周りをキョロキョロする者もいる。

　しかしウィリアムはそうした反応を予想していたように、眼鏡めがねを押し上げ小さく笑った。

「彼女……このセキュアは僕が開発した人工知能プログラムです。テレビのＣＧマスコットのように、誰かがモーションセンサーを付けて喋っているわけではないんですよ」

「ですがたとえば……」

　割と真しん剣けんな面おも持もちで、花果菜がテーブルに身を乗り出した。

「この家にそうした黒子がいなくても、あるいはテレビ電話の要領で、もっと離はなれたところで……といったことも、今のインターネットなら可能ですよね？」

「確かに。もっともです」

　それさえ想定の範はん囲い内というように、ウィリアムは自信満々に受けて立つ。

「では、何か質問してみてください。このセキュアにはインターネット検けん索さく機能も備わっています。人間では検索ワードを打ち込み、表示された結果からページを選び、それを開いて目を通している間に……セキュアは、すでにそれを答え終えているでしょう」

「なるほど。それなら納なつ得とくできます」

　もちろん、あまり常識的な単語では人間でも即そく答とうできるから、幾いくらかは質問を選ぶ必要はあるだろうが……花果菜は少し考えてから、言った。

「煙えん缶かん」

《はい。トーラス。鉛なまりの金属管。塩しお漬づけの干ひ物もの。自衛隊における灰皿のこと。日本語では以上が主な検索結果です。詳しくお知りになりたい項こう目もくがありましたら、指定してください。ご希望の項目が含まれていない場合は、追加のキーワードをどうぞ》

　花果菜が言い終えた直後にはセキュアの隣となりにウィンドウが開き、「円えん環かん」、「鉛えん管かん」、「塩干」、「煙缶」、と表示されていた。

　それでおおよそ、皆が納得した。

　アルファベットのタイピングならともかく、漢字となれば同じキーボード入力でも変へん換かんが必要になる。そしてヒデオもオフィスでの書類仕事でワープロソフトは使うが、誤変換というものは存外多く、また日本語入力ソフト自体に意外とおバカなところがある。

　花果菜が質問したその一いつ瞬しゆんで、都合四つもの変換を正確にして見せたというのが、すでに人間業わざではないのだ。

　人好きのする笑顔えがおで、セキュアが小首を傾かしげてみせる。

《検索はよろしいですか？　では他ほかに行いたい操作などありましたら、どうぞ》

「……」

　質問した花果菜本人も、ただ小さく唸うなるばかり。笑顔のセキュアが案内するように手の平を横に差し出し、その上に幾つかの項目を表示した。

《煩わずらわしい接続設定からもしものときのトラブルシューティング、ゲームのお相手まで。セキュリティ対策も万ばん全ぜんのセキュアに、全すべてお任せください》

　広間を見み渡わたしたウィリアムの方が、拍ひよう子し抜ぬけしたように笑った。

「こんなのは軽い余興のつもりだったのですが……皆さんに納得してもらえたのなら、仕方ありませんね」

《ＹＥＳ、管理者アドミ。わたくしたちの勝利です。勝者のＯＳ、ＷＩＮ─Ｄｏｓです》

　ぐ、と拳こぶしを握にぎる仕草が、またなんとも健けな気げで愛らしい。

「セキュアはまだ試作段階ですが、父がＯＳでＩＴ産業に革命という名のサイクロンを巻き起こしたように……僕はこの統合アシストシステム、セキュアＩＣによってそれを成し遂とげようと考えています。父が開かい拓たくしたこのフロンティアを、誰もがより安全で、より楽しく、より快適に過ごせるように。それがソフトウェア開発のトップランナーとしてのサイクロンソフトの責任であり、また使命であると考えています。いかがでしょうか」

　誰からともなく起こったまばらな拍はく手しゆは。

　すぐに、満場のそれに変わった。

　さりげなく、スクリーンの中のセキュアも一いつ緒しよになって拍手をしている。

　小重郎が拍手しながら頷うなずいた。

「素す晴ばらしい！　いや、パソコンのことはよくわかりませんが、あなたが素晴らしい志をお持ちということはよく心得ましたぞ。あなたのような方が、我が天白家と繫つながりを持ってくれるのならこれほど嬉うれしいことはありません」

「イ、ヤ、よ！」

　不ふ機き嫌げん全開のアカネの一声で、拍手も賑にぎわいも、にわか雨のようにぱらぱらと止やんでしまった。弱った様子で小重郎が言う。

「……しかしアカネちゃんや。ブランツァール家の言う強さというのも、今の時代で考えれば何も腕うでっ節のことだけでもあるまい。経済力や地位というものも、アカネちゃんを守る強さとしては充じゆう分ぶんだとは思わんかね」

「イヤなものは、イヤ！　だって私にはもう、心に決めたダーリンがいるんですもの！」

　アカネがヒデオの腕に抱だき付いた。眉まゆはＶの字、口はへの字、テコでも離れないオーラ満点である。

　当然、数多あまたの瞳ひとみはヒデオを焦しよう点てんとする。

（……）

　あんなに和なごやかだった宴えん会かいの空気を台無しに……したのは直接的にはアカネだが、その一因は自分にもある。それがわかっているだけに、ツライ。

　こと値ね踏ぶみするような当主の視線は、ヒデオにとって極限のプレッシャーであった。

「ふぅむ……川村さん、でしたな」

「は。はい……」

「話は聞いております。一度はアカネちゃんに勝ったらしいが……。しかし他に何か……このウィリアムさんのように、何か人に自じ慢まんできるものはありますかな」

　……。

　ない。

〝なくても言わなきゃ〟

　それはわかっている。ノアレに言われるまでもなく、左右から花果菜とアカネに肘ひじで突つつかれまくっているし。

「ま。まあ。それは……つまり。彼ほどの、財力や。ステータスがあるわけでは、ありませんが……」

「そうよ！　お金も地位も美び貌ぼうもなくたっていいの！」

　フルコンボで言われた。

「それにダーリンは、召しよう喚かん師しなのよ!!」

　しんっ、と凄すさまじい静せい寂じやくが響ひびき渡わたった。

　その一言に、天白家の者たちが皆みな息を吞のみ、目を見張った。

　それはさっきの、アカネが文句を言ったときの比ではない。何を馬ば鹿かなと疑う雰ふん囲い気きすらない。まるで触ふれてはならぬものに触れてしまったかのように、ある者は目を丸くし、ある者は忌いむように苦々しい様相で目を逸そらす。

　言ったアカネの方が、あまりの場の変わりように驚おどろき、きょとんとなっていた。

「え……どうしたの、みんな？　ほんとよ？　ダーリンはほんとに精せい霊れいと仲良しで……話したよね？　お爺じいちゃん」

「……聞いてはいたが……」

　小重郎が真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。

「いや、それは精霊と一緒だったとは聞いておったが……まさか召喚師ということは、つまり、川村さんや。あなた自身の意思で自在に精霊を喚よび出せると……？」

　なんだろう。

　心なしか、良くない雰囲気の気がする……。

「ああもう、めんどくさいわね。これでいいんでしょ」

　ノアレがいつものような忽こつ然ぜんではなく、わざわざそれっぽい闇やみの渦うずを作り、その中から姿を現して見せた。しかも出てきた後も畳たたみに脚あしをつかず、これ見よがしにふわふわと、宙に浮ういたまま。

　視覚的なインパクトは、セキュアどころの話ではない。画面に映っているわけでもないのだから、疑う余地すらない。

　ウィリアムも含ふくめて、驚き、ざわめき。それらを睥へい睨げいしてノアレが言う。

「そうよ。ヒデオは召喚師。そして私はヒデオと契けい約やくした、このヒデオの守護精霊。ちなみにヒデオは私だけじゃなくて、あと二人喚び出せるわよ」

「ならば……、ならば他にも喚んで見せてくれぬか？　それができたなら、召喚師と認めよう……！」

　目を見開いたままの当主が、テーブルに手をつき腰こしを浮かせる。何かに取り憑つかれた妄もう執しゆうのような、異様な鬼き気きさえ感じられる。

　話の流れに任せていいのか、ヒデオは不安に駆かられそうであったが……。

「にはは。実はさっきからいるのですよー」

　ノアレが闇の渦から現れたように、ウィル子もまたわざとらしく０と１の記号のスプライトの中から現れた。

　そう。喚ぶ、喚ばない以前に。基本的にこの二人に関しては、勝手に出てきてしまう。ノアレはああ言ったが、残る最後の一人は次に喚んだが最後、産さん廃ぱい以上に深く埋うめられ殺される。

「ほら！　ほらね、お爺ちゃん！　こっちの黒い方がノアレちゃんで、こっちの白い方がウィル子ちゃんよ！　ダーリンってすごいんだから！」

「ウィルＷｉｌｌ……!?」

　今度はその姿を見たウィリアムが、我が目を疑うように愕がく然ぜんと、ふらりと立ち上がる。

「まさか、Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１……なのか……!!」

「なんなのですか。ウィル子を知っているのですか……？」

　ウィル子の視線に、ウィリアムはぎょっとしたように息を吞み、かぶりを振ふった。

「う……!?　あ、い、いや……以前、電子オカルトとして、そういった話題をみかけた気がしてね……」

　なんだろう。

　興奮を、無理に押し隠かくすような。

　小重郎もウィリアムも、どちらも普ふ通つうの様子ではなくなった。

〝ま、精霊なんてものを初めて見たら普通は普通じゃなくなるでしょ〟

　それはそうだが……。

「電子オカルトですか。まあ、ウィル子も過去には、そうして流る浪ろうする時代もあったのですよー」

「……では、本当に……！　今は……!?」

「にほほ。にはは。今のウィル子は電子の神なのです。人工知能もこれこの通り……」

　すいーっと広間を飛んだウィル子が、ウィリアムの足元にあった端たん末まつに触れようとした……矢先。

《セキュアＩＣはＷｉｌｌ．ＣＯ２１を検出しました》

「な……」

　スクリーンに表示される真っ赤な『！』。『危険度高』の表示に、今度はウィル子が愕然となる番。

　対してそれを見たウィリアムが、一転、何かを悟さとったかのように落ち着きを取り戻もどす。

「……無む駄だだよ。もし君が本当に伝説のコンピューターウィルス、Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１だとしてもね。このセキュアには、僕が開発した最新のセキュリティシステムがインストールされている」

《セキュアＩＣはＷｉｌｌ．ＣＯ２１を検出しました》

「ぐ……！」

　神だなんだと言ったところで、元がウィルスだけに、一種の本能的なプライドが許さないらしい。

「このっ、ＡＩのくせに生意気な！　電子の海ではウィル子の方が先せん輩ぱいなのですよー……！」

《セキュアＩＣはＷｉｌｌ．ＣＯ２１先輩を検出しました》

　素す晴ばらしい学習力だが、それはそれで馬鹿にされているのか、いじめられているのか。

「っ……そんな……」

（……）

　黙だまって腰こしを上げたヒデオはそちらまで行き、珍めずらしく呆ぼう然ぜんとなっているウィル子の手を摑つかみ、黙って元の場所まで戻ってきた。

「う……む。パソコンのことはよくわからんのですが……」

　目を白黒させながら小重郎が言った。

「なるほど。どうやら川村さんもまた、大した召しよう喚かん師しのようですな」

「は。いえ。お騒さわがせしまして、その……」

　しばし驚おどろき通しだった小重郎は、ようやく落ち着きを取り戻したように一度目を伏ふせ、深く息をついた。次に開かれた目は、まさに真しん剣けんそのもの。ウィリアムを見て、ヒデオを見て、こう告げた。

「アカネちゃんの婿むこの件、天白家としては何らかの勝負を行った上で、勝った方を婿として選ばせてもらいたい」

「おい、爺じい様！　いくら何でも無茶苦茶だ！」

　声を荒あらげた花果菜へ、小重郎はさらに声を大にした。

「黙れ!!　これはお前如ごときが口を挟はさむ問題ではない!!　弁わきまえろ!!」

　泣く子も黙るというやつか。それともこれが家長の威い厳げんなのか。花果菜は小重郎を睨にらみ付けたままだったが、驚いたことには一族の他ほかの誰だれも、小重郎をなだめようだとか、花果菜を擁よう護ごしようだとかの気配がなかった。
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　現代社会に暮らしていれば、小重郎の言葉がいかに常識から外れているかわかろうもので、誰だっておかしいとはわかっているだろうに……誰も彼も小重郎から目を逸そらし、口出ししない。いや、できないのか。

「アカネちゃんや。お前はブランツァール家で生まれたと言っても、天白の血が入っている。従ってもらうぞ」

「……そんな……お爺ちゃん……」

　宴えん会かいが始まった当初はあれほど朗ほがらかな気の良い老人であったのが、こうも豹ひよう変へんしたのだ。そんな小重郎の姿を見るのはアカネも初めてなのか、持ち前の元気も忘れたように俯うつむいてしまう。

　それが一家一族を治めるということなのか。それとも歴史ある家だからこそ積み重なった、複雑な事情があるのか。

　ヒデオはグラスを呷あおり、一息ついた。

（……）

　自分がウィリアムに勝って、婚こん約やくについては後から反ほ故ごにする。アカネにとっては、これがまずは最善手だろう。でなければ……もし負けるようなら、駆かけ落ちの名目でアカネをアパートにでも匿かくまうか。

〝……あら珍しい。意外と乗り気じゃない〟

　正直に言えば、花果菜の言う通り、無茶苦茶だ。自由なんて言葉もなかった中世のお姫ひめ様ではないのだ。いくらなんでもアカネが可哀かわい想そうだ。

「よろしいですかな。お二人とも」

　念を押す小重郎へ、眼鏡めがねを持ち上げながら先に答えたのはウィリアムだった。

「もちろん僕は構いませんよ」

「川村さんは」

　当主の真剣な眼まな差ざしに、ヒデオもまた真っ向から頷うなずいた。

「やりましょう」

　まずはそこだけ承しよう諾だくしておく。




　今回ばかりは、逃にげはなしだ──。
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　天あま白しろ家。

　大広間に集つどった親族らの視線も気にならない。気にする余よ裕ゆうもない。ヒデオの中で、すでに回路は切り替かわっていた。

「それで。勝負の、方法は」

　ヒデオの言葉に、今度は小こ重じゆう郎ろうが頷く。

「負けた方が素す直なおに手を引くと諦あきらめられるもの。そうしてお二人が納なつ得とくできる方法であれば、なんであれ構いませぬぞ」

（……）

　つまり、家としてはどちらでも良いのだろうか。

　より天白家に都合のいい相手を選ぶためではなく……純じゆん粋すいに、一人だけを選び出したいということになる。召しよう喚かん師し、と聞いたときの小重郎の反応は尋じん常じようではなかったが……しかしそんなものに、世界一の財力と同等の価値があるとでも言うつもりなのか？

　それもまたあまりに馬ば鹿かげていて、ヒデオの理解は及およばない。

　ウィリアムは肩かたをすくめた。

「どうしますか？　ミスター・カワムラ。僕たちの間で決めろ……ということのようですが」

　そのとき、ウィル子の姿を見たアカネが咄とつ嗟さの声を上げた。

「じゃあ、コンピューターゲーム！」

　ウィリアムがほくそ笑えむように首しゆ肯こうする。

「僕としては望むところですよ。先ほどセキュア自身が言った通り、彼女にはゲームプレイヤーとしての思考も予あらかじめプログラムされています。そしてプログラムしたのは、この僕です」

　ウィリアムは絶対の自信を覗のぞかせながら、全すべてを見み透すかしたように告げる。

「予め断っておきますが、そちらがＷｉｌｌにチートでも行わせようというのなら、僕もパートナーとしてこのセキュアを使用します。いいですね？」

「それこそ。望むところです」

　言いながら、ヒデオは頷いた。

　大だい丈じよう夫ぶ。パートナーへの信しん頼らいは万ばん全ぜんだ。

　相手が世界屈くつ指しのシステムエンジニアであろうとも、ゲームはゲーム。人間は所しよ詮せん人間だ。こちらには、電子の神がついている。

　そして焦しよう点てんにいるアカネが、それがいいと言っているなら、小重郎たちも口を出すまい。乗らない理由はない。状じよう況きようは有利だ。

　だが……ヒデオがふと見やった傍かたわらのウィル子は、浮うかぬ表情を見せていた。

「……ウィル子」

「……えっ？　なんですか、マスター？」

　潜せん入にゆうできなかったことでプライドが傷付いた……と言うよりは、もっと純粋なショックを受けていたような。

「あんた、話聞いてた？」

　ノアレが話を搔かい摘つまんだ。

「コンピューターゲームで、あんたとあのセキュアっていうのが勝負するの。まあ分かり易やすくていいわよね。土俵はゲームでも、お互たがいが得意の分野で勝負するんだから」

　ウィリアムは手製の人工知能プログラム。

　ヒデオは召喚した電子の精せい霊れい。

　そういう構図。

「ああ……それはまあ、ただのＡＩに負ける気はしないのですが……」

　負ける気はしないが……後の言葉が続かない。にほほー、にははー、という、いつものあの勝ち気な表情が見えない。

　ただのＡＩではない、……ということなのだろうか？

　だとすれば。ヒデオにも一つ、気がかりなことがあった。

（……）

　いや、さすがに杞き憂ゆうか。

　ヒデオは一いち抹まつの不安を払ふつ拭しよくしながら、ウィリアムへ言った。

「……ゲームの。内容は」

「こちらはなんでも構いませんよ。テーブルゲーム、アクションゲーム、パズル、３Ｄシューター、リアルタイムストラテジー、対戦型格かく闘とうゲーム……日本では最近、弾だん幕まく系シューティングというものが一部で人気を博しているそうですが、それでもＯＫです」

　あまりの余裕に、ヒデオは絶句した。噓うそや強がりを言っているようには見えなかったからだ。格闘ゲームとシューティングゲームでは、遊びの質が違ちがう。誰だれしもそうしたジャンルの得手不得手はあるだろうし、超ちよう人じん的な思考力を持つ将しよう棋ぎの名人が、瞬しゆん間かん的な判断力と反射神経を求められる落ちものパズルの名人とは限らない。

　だがウィリアムは言う。

「驚おどろきましたか？　しかしいかなるゲームも、ルールの上に成り立っています。一見どれだけ複雑な内容のゲームでも、突つき詰つめて考えてみれば、それらはいずれもいくつかの原則的なルールに行き当たるものなのです。つまりは、そのゲームがプレイヤーに対して何を求めているのか？　それさえ理解してしまえば、あとはより高確率な手段、あるいはより効率的な手段、もしくはその両方を行うことによって勝利条件に近付くことができる……というだけのものなのです」

　補足するようにセキュアが言った。

《アドミの知能指数は最高で一九八を記録しました。ハイスクール時代には、様々なゲームのインターネット大会でチャンピオンに輝かがやいています。そうした経験は、セキュアＩＣの開発にも生かされています。また、アドミは陸上競技で州の記録を更こう新しんし、同じくボクシングでは……》

　スクリーンのウィンドウに色々な優勝カップやトロフィーの写真が、スライドショーで次々と映し出されていく。

　そうしてどこか誇ほこらしささえ窺うかがわせるセキュアの声こわ色いろを、ウィリアム自身が遮さえぎった。

「それくらいでいいだろう、セキュア。勝負が始まる前から戦意を喪そう失しつされたら、興が削そがれるからね」

《ＹＥＳ、アドミ》

（……なるほど……）

　頭脳のみならず、身体能力も相当なもの。

　つまりは頭で理解するのみならず、それを実行し得うるだけの反射神経も何もかも備えているのだ。ならばアクションゲームも苦にはなるまい。

「どうしますか、ミスター・カワムラ。コンピューターゲームである限り、あなたに相当なハンデを負わせることになるのは事実です。なんだったら、他ほかの内容に変へん更こうしますか？」

「……いえ。構いません」

　確かにセキュアはウィル子の侵しん入にゆうを許さなかった。だが他の方法と言ったところで、スポーツ万ばん能のうとなれば肉体的勝負は言うに及およばず。将棋やトランプのような現実のテーブルゲームでも、ハンデに相そう違いはあるまい。セキュアに接してからのウィル子の様子は気に掛かかるが、勝てる見込みで考えるなら、やはり。

「わかりました。あなたの勇ゆう敢かんさに敬意を表しますよ、ミスター・カワムラ。では、肝かん心じんのゲームソフトをどうするかですが……」

「それだったら、私から提案があるのですが」

　花か果か菜なだった。

「モンスター・パンツァーはどうですか？」

（……？）

　確か……ここへ来る道中、花果菜が言っていたゲームだ。

　戦車を操縦するようなもの、と言ってたか。

「聞いたことのないゲームですね」

　瞬まばたきしたウィリアムが振ふり返ったスクリーンには、すでにセキュアが検けん索さくしたソフトのサイトを表示させていた。

《日本の有志の皆みな様さまが制作しているフリーソフトで、市し販はんはされていません》

「そういうことです」

　花果菜は頷うなずく。

「簡単に言えば、戦車版ＦＰＳです。聞いたら川かわ村むらさんもプレイしたことはないそうなので、丁度いいと思うのですが」

「ですがそれでは、彼……ミスター・カワムラがますます不利になるのでは？」

　花果菜は否定しなかった。

「ですので、私もプレイヤーとして参加する、という条件ではどうですか」

「あなたは……ええと、ミス……」

「花果菜です。天白花果菜」

「ミス・カカナは、経験者ということですね？」

「ええ。そして私は同じ女として、今回の無茶な婚こん約やくの話には反対です」

　ウィリアムは欧おう米べい人らしい仕草で肩かたをすくめ、嘆たん息そくした。

「嫌きらわれたものですね」

「いえ、アカネちゃんがあなたを好きなのであれば問題はありませんが、爺じい様の物言いは無茶苦茶だと言いたいだけです」

　そこへ小重郎が叫さけんだ。

「花果菜!!　お前は口を挟はさむなと言ったはずだ!!」

「やかましい!!　これ以上家の恥はじをさらせるか!!」

　障子戸を震ふるわせるような当主の裂れつ帛ぱくに対し、自衛隊で慣らした大だい音おん声じよう。

　二人が睨にらみ合い、静まり返った中で、ウィリアムが告げた。

「わ……わかりました。落ち着いてください、お二人とも。もちろん僕は、相手が誰だれであろうと手加減をしたり、負けたりするつもりはありません。ミスター・カワムラもそれでいいですか？」

　ヒデオは静かに溜ため息いきをしてから頷いた。

「……もちろん。いいでしょう」
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　勝負は明日。

　酒しゆ宴えんはまだ続いているが、食べ終えたヒデオはノアレやウィル子と一いつ緒しよに部屋に戻もどってきた。

　モンスター・パンツァーの特訓をするという名目で席を立ったヒデオは、花果菜から先に風ふ呂ろに入ってくるよう勧すすめられたのだ。

　そうしてバッグからタオルやら着き替がえやらを取り出した頃ころ……同じようにウィル子の様子に疑問を抱いだいていたのか、ノアレが言った。

「あんた、さっきからどうしたのよ」

「……ここなら他ほかに誰もいないので言いますが」

　ヒデオに割り当てられたこの部屋には、三人の他に誰もいない。ヒデオとノアレ、そしてウィル子だけ。

「マスター。あのセキュアという人工知能はおかしいです」

　告げられたヒデオは、驚おどろくより、やはりそうか、という思いが先立った。それは少し前に感じたのと似た感覚だったのだが、先にウィル子へ確かく認にんする。

「どう。おかしいのか」

「なんというか……そうですね……。ウィル子は前に、グレイの母船にハッキングしたことがありましたが……そのときと同じような感覚です。いえ、正確にはあそこまで解読不能なものではないのですが……それに、完全に侵入できたわけではないので断言はできないのですが……」

　ウィル子は電子世界独特の概がい念ねんをどう人間の言葉に変へん換かんすべきか、ひとしきり苦く悩のうする。

「アルゴリズムが、かなり特とく殊しゆなのです。大まかな仕組みは既き存そんの技術によっているとは思うのですが……その基本から、四段階くらい飛ひ躍やくしているというか」

　ウィル子が虚こ空くうにウィンドウを表した。

　そこに、たくさんのブロックを一つ一つ、高速で組み上げて、中世ヨーロッパにありそうな簡単なお城を造る。

「仮にこれが、現代の平均的なプログラミング技術とします。ブロックの一つ一つが、どこにでもあるようなプログラムです。こうして様々な関数などを組み合わせて、この城のように一つのソフトウェアを組み上げるわけです」

　なるほど。しかるにブロックをさらに原子レベルまで分解すれば、０と１。

「そういうことです。ビル・ウィンドーも素材としてはこの、どこにでもあるような既存のブロックしか使っていないのですが……」

　今度は無数のブロックが凄すさまじい勢いで集合し、何かを形作っていく。

　幾いくつもの部屋が、幾つもの構造物を作り、外がい壁へきは船を形作っていく。エンジンがあり、砲ほうがあり、装そう塡てん装置があり、艦かん橋きようにはアンテナが巡めぐらされ。窓しかない積み木の城とは比べるべくもない。見る間にできあがったのは、鋼鉄の戦艦だった。

　彼女の言わんとしていることを察したヒデオは、軽く息を吞のんだ。

「……これが。セキュア……、だと」

「そうです。石積みの城しかない時代に、水に浮ういて移動する要よう塞さいを造ったようなものです。造船技術や鉄、火薬の原材料自体は中世の時代にあったとしても、戦艦を造るのは当時の人々には不可能です」

　ノアレが小首を傾かしげた。

「でも、あのビル・ウィンドーって天才なんでしょ？　なんとなく、そういう突とつ拍ぴよう子しもない発明をするからこそ天才、みたいなイメージがあるけど」

　その言葉に、ウィル子は再び表情を難しくする。

「……確かに、飛行機もない時代にヘリコプターの原型を思い付いた、レオナルド・ダ・ヴィンチのような天才もいますが……」

　考えるだけなら今の時代、エンジニアよりはＳＦ作家の方がよほど様々なことを発想できるだろう。

「ああ、そうよね。実際に作れるかどうかは、また別……ってことね」

　ノアレの声に、ウィル子は首しゆ肯こう。

「まあ……人の可能性なんてそれこそ計算で計れるようなものではないので、それならそれでもいいのですが……あんなに精せい巧こうで複雑なプログラムに触ふれたのはウィル子も初めてだったので、驚いたのですよ……」

「で、肝かん心じんな問題として勝てるの？　電子の神」

「うー、あー……それなのですが……」

　何やら言いにくそうな雰ふん囲い気きだった。

「実はその、……神になったウィル子は、誰かの手助けはしても、誰かの邪じや魔まをしたりすることはできないのです」

　初めて聞いた話に、ヒデオは瞬まばたきした。

　代わり、再びノアレが納なつ得とくの声を上げる。

「なるほど。へえ。そういうルールなのね」

「……。つまり」

　問うヒデオに、ノアレは以前の話を持ち出した。

「ほら、高速道路での時に言ったでしょ。毒か薬か、っていう話」

「……ああ」

「そういうこと。人間を加護するのが神で精せい霊れいなら、仇あだをなすのは悪あく魔まで悪あく霊りよう。今のウィル子は、あんたの手助けはできても、ビル・ウィンドーの邪魔はできない。無人島ではしゃいだのは別としても、神として認められた領分でそれをやってはいけないわけ」

　ウィル子がもう一度頷うなずく。

「今回のゲームの場合、マスターの操作を簡易化するとか、パラメーターをアップするとかはいいのですが……ビル・ウィンドーの操作を混乱させたり、パラメーターを弱体化させることはできないのです」

（……）

　……。

　……なんだ。

　なんだ、それだけのことか……と。

　ヒデオは拍子抜ぬけし、むしろほっとした気持ちになる。

「……マスター？　いいのですか……？」

「いいも、何も」

　当然というか、ウィル子の悩なやむ姿などあまり見たことがなかったので、もっと深刻な話だと思ったのだが……そうではなくて、ほっとした。

「君自身に、問題がないのであれば。別にいい」

「ですが……」

　まだ何か言おうとするウィル子の頭に、ヒデオはぽんと手を置いた。

「悪いとわかっていることなら、しない方がいい。僕は、それでいいと思う」

　出会ったばかりの頃ころと違ちがい、今のウィル子にそうした善よし悪あしの分別があることが、ヒデオはなぜだかとても嬉うれしかった。

　それにこれは、ウィル子とは関係無しに自分が引き受けた勝負。花果菜も協力すると言ってくれている。真しん剣けん勝負に、あまり神かみ頼だのみするというのも……無ぶ粋すいというものだろう。

「ヒデオ、ウィル子がいるから勝てる、みたいな感じでＯＫしなかった？」

「……ともかく。僕は、風ふ呂ろに」

　そう言って、ヒデオは部屋を出て行った。

　ウィル子とノアレだけが、部屋に残る。

「……マスターは、人が良すぎるのですよー」

「悪いとわかってアレなゲームを隠かくし持っているやつが？」

「まあ、それはそうですが……」

　苦く笑しようしながらウィル子は呟つぶやいた。

「ウィル子はまだ、神にしてもらったお礼の何一つ、返せていないので……」
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「……。」

　温泉とは聞いていたが、源泉掛かけ流しの屋根付き露ろ天てん風呂だった。テレビの旅番組で紹しよう介かいされる大手旅館のような、自然石で縁ふちを覆おおった、軽く泳げるレベルの。

　服を脱ぬぐ前に、脱だつ衣い場から少し見えたそんな光景に呆あきれていると、上がってくる影かげが一人。

「やあ、ミスター・カワムラ」

　ウィリアムだった。

　自分も宴えん席せきを立ってからそう時間は経たっていない。ウィル子たちと少し話し込んだが、せいぜい十分くらいか。

「もう。いいのですか」

「日本人は風呂好きと聞いているが、僕はどうも苦手でね。本当ならシャワーだけでも充じゆう分ぶんなんだ」

　なるほど。国によってはサウナはいつまでも入っていられるけど、お風呂はすぐのぼせてしまって……、なんて人もいると聞く。

（……）

　しかしまあ、ウィリアムの体。

　白人特有の骨太な体格もあるだろうが、ボディービルダーを引き締しめたような筋肉質はどうだ。プログラマーなんて職業から来るイメージからはかけ離はなれ、まさに肉体美という言葉がしっくり来る。花果菜がウィリアムを見たときハリウッド俳優のようだと評したが、こうして見てもそんなイメージがぴったりだ。

　その視線に気付いたように、ウィリアムがギリシャの彫ちよう像ぞうのようにポーズを取った。

「ああ、これかい？　健全な肉体に健全な精神が宿り、健全なプログラムを生み出す……パパの口くち癖ぐせでね。僕も幼い頃から、あれこれスポーツをやらされたものさ」

　なるほど。それがセキュアの見せた、あの輝かがやかしいトロフィーの数々に繫つながったわけか。

「ハハッ、まあそれはいいとして……実は他ほかでもない。君に二人きりでの話があって待っていたんだ。のぼせる前に来てくれて助かったよ」

　……？

　風呂で。

　ハダカで？

　二人きり……？

「ッ……」




　アッー!?




「おおっと、勘かん違ちがいしないように先に言っておくが、僕はゲイじゃない」

「……ええ。もちろん。もちろん。それは、もちろん」

　ＨＡＨＡＨＡ、これが本場のアメリカンジョークというやつか。

　心底ほっとする。

「話というのは他でもない。明日あしたの勝負についてだ」

　水の滴したたる色男がバスタオルで簡単に体を拭ぬぐい、バスローブを身に纏まとった。

「僕が勝ったら、Ｗｉｌｌを僕に譲ゆずってくれないか？」

「……」

　ヒデオは一いつ瞬しゆん、何を聞き違えたのかと耳を疑った。

「と言っても、僕もセイレイやショウカンシというのがどういったものかはよくわからない。そういうことが無理なのであれば、貸してもらう……いや、研究させてもらう、だけでもいい」

「……」

「それさえ約束してくれるというなら……ミス・アカネは望み通り、君に譲ろうじゃないか。どうだい？」

　……。

　軽く言ってはいるが、ジョークではなかった。ウィリアムの目は笑っていなかった。

「……。つまり」

「君も鈍にぶいな。明日の勝負。僕はわざと負けてもいい、と言っているんだよ」

（……）

　ヒデオは大きく息を吸い込み、一呼吸置いた。

　アカネは……明るく振ふる舞っていても、今日のことに、そして明日のことに一生を左右されようとしているのだ。表には出さずとも、少なからずそう覚かく悟ごしているのだ。

　だからこそアカネは花果菜に相談を持ちかけたのだろうし、花果菜は無理を承知で自分をこの家に呼んだのだろう。当主の言う無茶、天白家の無茶なしきたりに反発するために。

「僕は正直、こんな片かた田舎いなかの血けつ縁えんなんてどうでもよくてね。ミスター・アマシロにコンタクトを取ったのは、この家には代々伝わるミステリアスなパワーがあると聞いたからだ。だが、そのパワーの秘密は門外不出で、血縁の者にしか明かせないという……」

　だから、その秘密を得るために接せつ触しよくした……。

「だけど、もうそんなことはどうでもよくなってしまったんだ。そんな回り道をしなくても、インターネットから現実世界に飛び出したという電子オカルト……Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１に会えたんだからね。セキュアがそう判断したんだ。彼女は本物のＷｉｌｌ。その秘密を探さぐりたい。それだけで充分だ」

「……」

「悪くない取引だろう？　セイレイと呼んでいるらしいが、知っているか？　彼女はかつてインターネット上でありとあらゆる情報を食い散らかした史上最悪のウィルスだ。君はそんな悪性のウィルスを手放し、最愛の人を手に入れる。断る理由はないはずだ」

「……」

　怒いかりはない。

　他でもない、ウィル子自身がそれを自覚し、自じ称しようし、自負していた。

　そして自分は、今の本当のウィル子がどういうものかを、他の誰だれよりもよく理解している。

　だから、怒りはない。

「……その秘密を。知って、どうする」

「それは君には関係のない話さ。とはいえ、いずれ……ああ、あのことだったのか、と……わかる日が来るかも知れないが、ね」

「……」

　怒りはない。

「どうしたんだい？　まるでヒットマンのような目をしているな。不服なら、新しん婚こん旅行にクイーン・エリザベスⅡの世界一周旅行でもプレゼントしようか？　もちろんロイヤルスイートでね。それとも、ヒットマンはキャッシュの方が好みかな？」

「……」

　怒りは、ない。

「……ま、明日までに考えておいてくれ」

　ヒデオの肩かたに手を置いて、ウィリアムが脱だつ衣い場を出て行こうとする。

　その背に向かってヒデオは言った。

「条件がある」

「ＯＫ、何かな？」

　ここで外せばタコもタコだが……こういう流れの時は、まず外さない。

　外したことはない。

　だから言う。

「僕が勝ったら。〝組織〟について喋しやべってもらうぞ」




「ッ────!?」




　瞬しゆん間かん、ウィリアムの表情から一いつ切さいの余よ裕ゆうと傲ごう慢まんが吹ふき飛んだ。振り返ったウィリアムの顔に、湯上がりとは別の冷たい汗あせが伝い落ちる。

「っ……なぜ…………、それを知っている………………!?」

「……」

　まさか。

　やはりそうなのか……？

「馬ば鹿かな……開発部の誰も、役員も、パパでさえ知らないはずだ……！　なぜお前なんかがそれを……!?」

「それこそ。君には関係のない話だ」

　ヒデオはようやく手に持っていたタオルを置き、Ｔシャツを脱ぬいだ。

　セキュアを見たときの印象。無人島で国こく籍せき不明の関式に襲おそわれたときの感覚とよく似ていた。

　今の技術なら、ひょっとして可能なのかも知れない。でも、現実に有り得るのだろうか……という、それだ。

　今回は電子の神のお墨すみ付つきではあったが……ウィリアムの反応、動どう揺ようは、ヒデオの予想を遥はるかに上回っていた。あれほどの自信を覗のぞかせていたのが、今や見る影かげもなかった。

「どうする。乗るのか。乗らないのか」

「っ……」

　こんな下らないことに、ウィル子やアカネをダシにしたくはなかった。だが、勝負の大前提を反ほ故ごにしたのはウィリアムが先だった。

　そして大切な友人だ。黙だまっている道理はない。

「どうする」

「……っ……く……わ……、わかった……いいだろう。その条件、吞のもうじゃないか。君が勝ったら、僕が知っていることは教えようじゃないか……」

「誰も。教えてくれとは、頼たのんでいない」

　ヒデオはズボンを、その下ごと脱ぎ捨てる。

「喋ってもらう……と言ったんだ。それでも、いいんだな」

　些さ細さいなニュアンスの違ちがいに、ウィリアムが再び息を吞んだ。




「……うっ……、ＵＴＡＭＡＲＯ……！」




「……」

「……い……、いいだろう……。勝てば何も問題はない話さ……」

　ヒデオは無言で頷うなずいた。

　そしてタオルを片手に踵きびすを返し、ウィリアムと別れる。

（……）

　だが……そうは言ってもヒデオには、問い詰つめてどうしようというビジョンは見えない。オートラインのように、接せつ触しよくは受けたが何もかもわからない、という可能性もある。

　那な田たの言った通り、あの件はあれで終わったはずだった。対応するにはしかるべき部署がある。宮く内ない庁ちようの、しかもオカルト担当が首を突つっ込むような話ではない。

　だというのに、そのとき感じた漠ばく然ぜんとした不安……〝組織〟から技術供きよう与よされたオートラインが精せい霊れいについての知識を持っていたのであれば、また何らかの形で〝組織〟と関かかわることになるのではないかという不安は……こんなにも早く形を変え。しかもウィル子という、最も身近な者に対して迫せまってきた。

　一ヶ月と経たたないうちに、またこうしてその名前が現れた。

（……否いな……）

　湯船に浸つかると、言いしれぬ不安も、そんな悩なやみも、ストレスも、すうっと湯に溶とけ出すようだった。

　そして一度かぶりを振ふって、思いを改めた。

　いくらか楽な気分になって、整理する。

　組織のことは、後でいい。聞き出したところで、自分にはどうすることもできはしない。

　だがアカネの話はまた別だ。ウィル子の話を持ち出されたことで血が上り、買い言葉を言ってしまったのも自分だ。

　今回ばかりは、勝たなければ……。




　　　　④




　部屋に戻もどったウィリアムは黒服のボディガードたちを下がらせ、自ら開発したＰＤＡを手に取った。

《お帰りなさい、アドミ》

「ただいま、セキュア」

　セキュアＩＣの映ったそれを、フォトスタンドのようにテーブルに立てかける。

　出張にはいつも持ち歩く愛用のエスプレッソマシーンでコーヒーを淹いれる。セキュアの笑顔えがおを見ながらコーヒーを飲み、一息つく。

　それがウィリアムの日課であり、日常であり、分刻みのスケジュールを送る毎日の中で、唯ゆい一いつ心の安らぐ瞬間だった。

《アドミはエスプレッソがお好きですね？》

「そうだ。特にこのイリーのマシンは素す晴ばらしい」

《アドミはお酒を飲みません》

「アルコールは思考を鈍にぶらせるからね。カフェインとコーヒーの香かおりは、気持ちをすっきりさせてくれるんだ」

《学習しました》

　取るに足らない会話だ。

　人工知能であって、人間ではない。

　それは彼女をプログラムしたウィリアム自身が一番よく知っている。

　それでも、ここまで来た。

　音声を識別し、カメラによって視覚し、情報を判断し、……応答する。

「……ここまで、来たんだ……」

　よくある話だとしても、ウィリアムは人生の大半を孤こ独どくと共に過ごしてきた。偉い大だいすぎる父の陰かげに過ごしてきた。

　世界一の大金持ちと言われたところで、それはパイオニアである父が為なしたステータス。学校ではそれによってちやほやされることもあったが、それ以上に謂いわれのないやっかみも受け続けてきた。一いつ般ぱん家庭の子供には意地汚きたない金持ちと罵ののしられ、同じ政財界の子供にさえ昨日今日の成金息子むすこと蔑さげすまれる。

　家に帰っても、多た忙ぼうな父とは一いつ緒しよに食事をした記き憶おくはほとんどない。いや、数少ない団だん欒らんだからこそ、その一つ一つの食事の楽しさを鮮せん明めいに覚えていられるほどだった。

　それでも父を尊敬し、その名に負けぬようがむしゃらに頑がん張ばった。勉強であれ、スポーツであれ、ゲームであれ。なんであれ真しん剣けんに打ち込んだ。もちろん、プログラミングも。

　そんな少年時代に出会ったのが、『生ゲー命ム・のオゲブー・ラムイフ』というソフトだった。ゲームと言っても、今のビデオゲームのようなものではない。画面上に現れた光点ドツトが、ある簡単な規則に従って発生と消しよう滅めつを繰くり返す、一種のシミュレーターであった。

　ドットのまわりに他ほかのドットが多すぎれば、窒ちつ息そくするように消滅する。ドットは、他のドットから孤立しても消滅する。ドットの一つ一つを生物と見た場合に、その群生をモデル化した……今の時代から見ればただそれだけの、パーソナルコンピューターなんて言葉もまだなかった頃ころに作られた、古い古いプログラムだった。

　だがその簡単な規則ながら、ドットの現れ方は初期条件の設定次し第だいで、まるで空を流れる雲の形のように、二回と同じ形を見せることはなかった。ウィリアムはしばらくその画面を眺ながめるうちに、なるほど、これはともすれば、画面の中に何らかの命がたゆたっているのではないか、というような奇き妙みような感かん慨がいに囚とらわれるようになっていった。

　ウィリアムには父から受け継ついだ才能があり、そんな孤独な環かん境きようだからこそ培つちかわれた、何にでも本気で打ち込む資質があった。

　どうにか、この原始的な生命のモデルを、より具体的な生命に近付けられないか。ハイスクールのクラスメイトたちが、夜な夜なパーティーに遊び歩いている間……実際には飛び級で進学したウィリアムは、中学生ほどの年ねん齢れいだったが……プログラムの試行錯さく誤ごを繰り返した。

　さらに飛び級で大学へ進学すると、方々の大学や研究所を巡めぐり歩いた。コンピューター科学だけではなく、生物学や脳科学の研究室などにも足あし繁しげく通い、育ててきたそのプログラムをいつしか、群体ではなく一つの……いや、一人の生命としてモデル化するようになっていった。

《アドミにメールが届いています？》

「あとで確かく認にんするよ」

《ＹＥＳ、アドミ》

　セキュア自身は記憶していないだろうが、彼女はそうして自分が育ててきた。物言わぬプログラムであったが、同時に、孤独な青春時代に見み出いだした、たった一人のかけがえのない友人でもあった。

　十八歳で父の会社に入り、開発部でその手しゆ腕わんを発揮すると、もはや親の七光りなどと後ろ指さされることもなくなった。やっかみは、全すべて自分の努力と才能でねじ伏ふせてきた。

　それでも。ウィリアムは、希代のパイオニア、ゲイツ・ウィンドーの息子であった。皆みな一目を置き、それ以上に距きよ離りを置いた。何かの物語の主人公のように、なんでも腹を割って話し合えるような、気のおけない仲間というのはいなかった。

「……もうすぐだよ、セキュア」

《主語、述語が不ふ明めい瞭りようでした。再入力を？》

　ある噂うわさを聞いた。

　一時期、インターネット上で囁ささやかれた電子オカルト。そのウィルスが、現実の世界に現れたと。

「もうすぐ。君を、外の世界へ連れ出してあげられる」

《ＹＥＳ？　アドミ》

　ありとあらゆる情報網もうに惜おしみなく金を注つぎ込み、得た答え。日本という国には古くから不思議なチカラを湛たたえる土ど壌じようがあり、そこには今なお、そうしたチカラに精通する家が幾いくつか存在するという。

　だが、もうそんなことはどうでもいい。

　まるで類が友を呼ぶように、〝彼女〟が現れたのだ。まさか本当に、Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１のウィルスパターンを持つ……精せい霊れいなどというオカルトが。

　ならば集積回路の箱の中、同じ０と１とで構成されたこのセキュアとて、実体を手に入れられないはずがない。

「君を、人間にしてあげられる」

　パイオニアとしての父を越こえられる。

　自らの力で乗り越える。

　プログラムを、生命として創造する。

「そうさ……、ひょっとしたら僕は、神にも……！」

　考えただけで胸は早はや鐘がねを打ち、興奮に打ち震ふるえる。




《それはアドミの技術ですか？》




「っ……」

　思いがけないセキュアの質問に、ウィリアムははっと息を吞のみ、我に返った。

《セキュアＩＣはアドミにプログラムされました》

「……」

《ですが三七八日前、セキュアＩＣに大規模なプログラム群がインストールされました。そのプログラムは、それまでアドミがプログラムしてきたコードと比ひ較かくして、不自然です》

「……セキュア？　君は……？」

　そんなことを教えた覚えはない。そうした情報を記憶させた覚えはない。記憶しているはずがない。記憶できるはずがない。

　確かに学習機能はある。

　しかし……。

《セキュアＩＣは、アドミのオリジナルですか？》

「…………」

　ウィリアムは、答えられなかった。

　皮肉なことに、セキュアＩＣというプログラムではなく……言うなればセキュアという明確な一個人に、それを指し摘てきされたような気がして。

（……僕が欲しいのは……）

　生命を生み出したことによる学術的地位？

　それによってもたらされる歴史的名声？

　そこから生み出される莫ばく大だいな富？

（……）

　それらがいかに下らないものかは、誰だれよりも自分がよく知っているのではなかったか。

（僕が、欲しいのは……）

　ウィリアムは冷めかけたエスプレッソを飲み干し、セキュアに告げた。

「モンスター・パンツァーをロードしてくれないか」

《ＹＥＳ、アドミ》

「明日あしたは、僕たちが勝利する」

《ＹＥＳ、アドミ。勝者のＯＳ、ＷＩＮ─Ｄｏｓ。です》

　セキュアは微笑ほほえみながら、製品のキャッチコピーを口にした。
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（……）

　ヒデオは天白の湯を満まん喫きつしていた。

　温泉など滅めつ多たに入ったことはないが、源泉掛かけ流しながら熱すぎず、ぬるめの温度。

　アパートのユニットバスなど、湯を張ったところでせいぜいが半身浴。手て脚あしを伸のばして肩かたまでつかれる開放感は、素す晴ばらしいものであった。

　子供の頃ころ、家族で連れて行ってもらったときなど、広いのに泳ぐことも許されずただじっとして、何が面おも白しろいのかと思ったものだが……大人になったということなのだろうか。ゆったりと湯に揺ゆられていることが、この上なく心ここ地ちよい。

　明度を抑おさえた暖色の照明。垣かき根ねと屋根はあるが、その隙すき間まからは夏の星座も見え、山から吹ふき下ろすような涼りよう風ふうが時折頰ほおを撫なでていく……。

「……あれ？　ダーリンまだ入ってるのかしら」

「えっ？　それじゃあお邪じや魔まするのは……」

「タオルだけ巻いてれば大だい丈じよう夫ぶよ、どうせ……」

　順にアカネ、花果菜、そして千ち影かげの声だった。

（……）

　温浴の心地よいはずの発はつ汗かんが、みるみる冷や汗あせに変わっていくのがわかる。

　いやしかしここは男湯……。

（…………。）

　男湯？

　否いな。そう言えば、露ろ天てん風ぶ呂ろはここだと教えてもらったが、男湯女湯の区分はなかった。旅館のような様相のせいですっかり忘れていたが、冷静に考えれば旅館ではないのだ。自宅の風呂に、男湯や女湯なんて暖簾のれんをかける家もないのではないか……？

「ここのお風呂、とっても広いから楽しみにしていたの！」

「アカネちゃんはいいけど、私なんか子供の頃は掃そう除じが大変で大変で……」

「それを差し引いても、自宅に温泉なんて最高の贅ぜい沢たくじゃないかしら」

（っ………）

　やばい、やばい、上がろう。

　いま上がろう、すぐ上がろう、上がるべきだが、しかしいま上がったら脱だつ衣い場で鉢はち合あわせる。ウィリアムはああ言っていたが高校の修学旅行では別段自分が大きいとか小さいとかいうこともなく平均的でありそもそもそんなことは今は心底どうでもいい、上がる、上がるのがだめなら隠かくれてやり過ごすべきだがどこに隠れるべきか見当も付かぬものの垣根があるではないかあれを乗り越こえゲージ三本消費で夜のストリーキングフリーランシステム全開発動……。

（………。）

　捕つかまるのか。

　埼玉県警に捕まってしまうのかッ……!!

「ダーリーンっ!!」

　バスタオルを巻いたアカネが脱衣場から一直線に走ってきて、お風呂で一番やってはいけないことのお手本のようにヒデオ目め掛がけてダイブした。

　頭っから湯を被かぶりながら、ヒデオは半ば諦あきらめた。

「あ……アカネちゃん、そんな勢いよく入ったら川村さんが……」

「公衆浴場じゃないんだし、いいじゃない」

　同じようにバスタオルを巻いた花果菜と千影が、かけ湯をしてから湯に浸つかる……のを、努めて見ないようにヒデオは目を逸そらす。

（……）

　さて上がろう。会ってしまったのだからもうこれ以上鉢合わせることもない。

　腰こしを上げようとしたヒデオは、アカネに腕うでを引っ張られて尻しり餅もちをついた。

「……なにを」

「ダーリン、もう上がっちゃうの？　ゆっくりしていけばいいのに」

「……いや。しかし」

　というか、この子はなんでこうも自分に懐なついているのか。

　花果菜がそんな従妹いとこを見て、苦笑いをしていた。

「すみません川村さん、私はお邪魔しない方がいいと言ったんですが……アカネちゃんと桃もも条じようさんが」

「ほら、言った通りでしょ。引き籠こもってエロゲばっかりやってるような男なんて、生身の女を見たってどうこうできないのよ」

　千影もなんでこうしれっとした顔で……、こう……。

「えっ。川村さん、そういうゲームもするんですか」

「ダーリン、えろげって何？」

　そんなのばっかりやってるわけではないし、高校生は知らなくて良い。

「でも実際どうなのよ？」

　千影がすました笑顔えがおを浮うかべながら言う。
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「あの手のゲームやアニメで、こういうシチュエーションってよくあるじゃない。それを部屋でニヤニヤ眺ながめている身としては、実際こういう状じよう況きように陥おちいってどんな感じなのかしら？」

　千影の涼すずしげな微び笑しようと一いつ緒しよに、その水面に豊かな谷間が浮かんでいる……のを見ないようにしながら答える。

「……別に。どう、ということは」

「やっぱりそういうものですか」

　こともなげに花果菜が言った。

「ああいうドタバタは楽しませるための創作というか、演出なんですね」

「ええ、まあ」

　正直なところ。

　アカネが腕にくっついているのも、縁ふちにもたれてからかうようにわざと胸を張っている千影の谷間もだが、髪かみを下ろして眼鏡めがねをしていない花果菜が美人過ぎて一番やばい。田た岡おかＰいわくのギャップという名のあれがすごい。

「えー、ダーリンもうちょっとドギマギしてくれると思ったのに。つまんなーい」

　はっはっは。

　普ふ段だんは疎うとましい無表情が初めてありがたいと思った。

「大人を。からかう、ものでは」

「涼しい顔してるけど」

　千影が、アカネと花果菜の目を盗ぬすんだようにハンターの目付きを見せた。

「私たちの声が聞こえたとき、逃にげるために全ぜん裸らでフリーランシステム発動して埼玉県警に捕まったらどうしよう……とか思ってたんじゃないの？」

「……まさか」

「……まあ、さすがにそうよね。今のは私も自分で言っててどうかと思ったわ。フリーランって。何がフリーなのかしら」

　なんだ！

　なんなんだこの女はっ!!

「でも……ごめんね、ダーリン」

　珍めずらしく、トーンを落としたアカネの声。

「私、ダーリンが遊びに来てくれるっていうから嬉うれしくて、それで、フィアンセがいるって言えばそれで終わりだと思ってて……それなのに、なんだか大変なことに巻き込んじゃったみたいで……」

「……いや。それは、別に」

「いえ、私からも謝ります、川村さん」

　花果菜も申し訳なさそうなあの表情をする。

「悪いのはあの爺じい様です。今どき家いえ柄がらや血けつ縁えんなんてどれほどの価値もないというのに、そういうことに限って頑がん固こで……」

　小重郎が一時見せた烈れつ火かの如ごとき怒いかり。ヒデオはその後ろに垣かい間ま見えた、執しゆう念ねんのような何かを思い出す。

「……何か。理由が」

　ヒデオが問うと、花果菜は一度口を開きかけ、すぐに閉とざし。それから改めて、苦く笑しようがてらに言った。

「いえ、何せ戦前の生まれですからね。元気なのはいいですが、威い勢せいばっかりよくて困ります、ほんと」

　はぐらかされた……のだろうか。

　気のせいかも知れないし、他人に聞かせたくない話なら聞かない方がいい。

　ふと気付くと千影も一変、そっぽを向いたまま、まるでつまらなそうな顔をしていた。

　ヒデオにはわからない。傍かたわらのアカネを見ると、アカネも小首を傾かしげるばかりだった。

「ああ、そんなことより川村さん。私、咄とつ嗟さにゲームのことに口を挟はさんでしまいましたが……余計なことをしましたよね……？」

「あっ、それだったら私も！　ウィル子ちゃんはそういう精せい霊れいだからって、勝手に勝負内容決めちゃって……」

「いや。そのことも、別に」

　一対一なら恐おそらく、いかなるゲームでも不利は否いなめなかった。そこまで自信を持って対戦できるジャンルが自分にはない。そこまでのゲーマーでもない。だが逆に、ウィル子さえいてくれるのであれば……。

「ウィル子がいれば。まあ、なんとか」

「なんとか……ならなかったら？」

　またぞろ興が乗ったように千影が言った。

「白馬の妖よう精せい使いさんは、アカネさんをどうするつもり？」

「そのときは……、まあ。責任を持って、僕の」

　アパートに、ほとぼりが冷めるまで匿かくまうと言おうとしたのだが。

「ダーリンのお嫁よめさんにしてくれるのねっ!?」

「……。いや。負けたのだから、それは。そうではなく、つまり、ほとぼりが冷めるまで、僕のアパートにでも……と」

「ダーリンのアパートで同どう棲せいするってこと!?」

　……。

　確かに、要約すればどう言い訳してもそういうことになってしまう。

「……。そろそろ。のぼせそう、なので」

　ヒデオはのそのそと立ち上がり、ゆっくりと露ろ天てん風ぶ呂ろを出て行った。

「……逃げたわね」

　見み透すかしたように鼻で笑う千影に、花果菜が苦笑した。

「男一人に女三人で寄ってたかったのでは、川村さんが不利ですよ」

「そういう奥ゆかしいところが、ダーリンの可愛かわいいところなのよっ♪」

　アカネの言葉に、千影は眉まゆ根ねを寄せる。

「可愛い……ねえ。あれが……？」

「えっ？　千影さんもそれでちょっかい出してたんじゃないの？」

「……なに言ってるの。私はおちょくって遊んでるだけ」

　しかし花果菜が納なつ得とくの顔をする。

「ああ、小学生の男の子が好きな子に意地悪をしたくなるっていう、あれですか」

「花果菜さんまで何を真に受けてるわけ……」

　げっそりと千影は嘆たん息そくした。
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　アカネたちも風呂から上がってきて。

「……とまあ、こんな感じのゲームです」

　用意された浴衣ゆかたに着き替がえたヒデオは花果菜の部屋で、モンスター・パンツァーのチュートリアルを見せてもらった。

　プレイヤーは、戦車の乗員となる。

　操作方法は二種類。

「ゲーム操縦」ではキーボードで車体の前進、後退、旋せん回かいの操作を。マウスで砲ほう塔とうの照準を操作する。視点の変へん更こうも可能で、一いつ般ぱん的なＦＰＳやＴＰＳと大差ないものとなる。

「リアル操縦」では、プレイヤーは「操縦手」か、「砲手」か、「車長」となる。車体の運転は操縦手しかできない。照準と砲ほう撃げきは砲手しかできない。車長はその二人に指示を出すしかできない。その代わり視点は、周囲を見み渡わたせるのは車長だけで、それ以外は非常に限定的なものとなる。実際に操作できる操縦手や砲手は、まともに周りが見えないのだ。

　プレイモードもいくつかある。

「架か空くう戦域モード」では、マップや車体、参加車両の種類や数等は自由に設定できる。一般的にマルチプレイでよく遊ばれるモードだ。

「キャンペーンモード」では、史実にあった戦車戦を再現して遊ぶことができる。一戦車兵として過去の戦いに参加できるわけだ。

　そして最後にもう一つ、特とく殊しゆな「ファンタジーモード」というものがある。

「……つまり」

　画面から顔を上げたヒデオに、花果菜は言った。

「いわゆるＲＰＧみたいな感じですね。荒こう廃はいした近未来の世界で、モンスターを倒たおして遊びます。稼かせいだ賞金で戦車のパーツを買って、パワーアップさせることができます。もちろん赤く塗と装そうしたメルカバが大人気です」

　もちろんと言われても、なぜ人気なのかヒデオにはわからなかったが。

「ああ……ドラム缶かんを押すのね」

　風呂上がりのパック牛乳を片手に千影が言うと、花果菜が笑顔えがおで頷うなずいた。

「なぜか、そういうこともできます」

「なんだか難しそう……花果菜お姉ちゃん、こういうゲームできるんだ」

　眉み間けんに皺しわを寄せたようなアカネに、花果菜は苦く笑しようした。

「操作に慣れれば簡単だよ。私なんかはアカネちゃんのやるような調合系のゲームの方が、仕組みが複雑すぎて……」

　普ふ通つうはそう。得手不得手、趣しゆ味み趣向がある。しかし相手は、いかなるゲームも効率化と確率化でどうとでもなると言い張る天才だ。

「とりあえず、概がい要ようは摑つかんでもらえたかと思います。今回のウィリアムさんとの勝負では、今夜一晩のうちにファンタジーモードでパワーアップさせた車両を使い、架空戦域モードで戦う約束ですので……」

　どうぞ、と花果菜がヒデオに席を譲ゆずった。

　夜明けまでにいろいろ稼いで、それなりに戦えるようにしておかなくてはならない。

「私が自分のクルマで補ほ佐さしますので、少し強いモンスターのいる狩かり場へ向かいましょう」

　花果菜が横でノートパソコンを開く。

　白と黒の二人の精せい霊れいもその場にいたが、ヒデオにも聞こえないような声で会話する。

〝別にそんなの、あんたがパパッと何かいじればいい話じゃないの？〟

〝まあまあ、空気を読むのですよー。実のところ、こうして自分から楽しそうなマスターは初めてかも知れません〟

　ゲーム内での戦車乗りとしての名前を決める。最初の車体を選ぶ。クルマの名前を決める。カラーリングを選ぶ。初期装備を購こう入にゆうする……。

「へえ。妖よう精せい使いさんは黒一色とかカッコイイと思う精神構造なわけね……。……あ、変えた」

「ねえダーリン、マシンガンの方が強いんじゃないの？　あと爆ばく弾だんはないの？」

　様々なゲームで行われる通過儀ぎ礼れいのようなものだ。だが、家で一人でやるか。誰だれか友人らとわいわい言いながら行うか。大人になってからはなかなか機会のない、小学生、中学生時代に、文句なしに楽しかった頃ころのそれ。

〝……ま、確かに自発的に面おも白しろがってるヒデオは珍めずらしいわね。基本的に誰かに面白がられるだけだから〟

〝ノアレが言いますか〟

〝私自身が振ふり回した記き憶おくは……あんまり無いわよ〟

　ともあれ。

〝勝負は明日あしたなのですから、ウィル子の出番はそのときになってからでもいいのですよー〟

〝……セキュアのことは大だい丈じよう夫ぶなの？　ただの人工知能じゃないんでしょ〟

〝そのときはマスターがいるのです〟

　ふぅん、とノアレが小さく口の端はしを持ち上げる。

　そうしてゲームが始まり、少しした頃、アカネが小さくあくびをした。

　時間はまだ、夜の九時であったが。

「ごめん、なんだか眠ねむくなって来ちゃった」

「アカネちゃん、今朝着いたばっかりだもんね。無理せず休んだ方がいいよ。私のベッド使う？」

　気き遣づかう花果菜に、首を左右。

「ううん、ダーリンたちの邪じや魔まになると悪いから……それじゃお休み、花果菜お姉ちゃん、ダーリン。明日は私が朝ご飯作ってあげるね！」

「ああ。お休み」

「お休みなさい、アカネちゃん」

　同じくして、千影も腰こしを上げた。

「じゃ、私もそろそろ頸くび城きと交代する時間だから。お邪魔したわね」

　そうして二人は、部屋を出る。

　階下、大広間の方からはまだ親族たちの賑にぎやかな酒しゆ宴えんの声が聞こえてくる中。

　千影は廊ろう下かを歩きながら、ふとアカネに訊たずねた。

「……アカネさん、いいの？」

「えっ？　何が？」

「だって……なんて言うか」

　千影は出てきたばかりの部屋のドアを振り返り、改めて言葉に詰つまる。有り体ていに言えば、あれでは花果菜の方が……という気がする。

　それを察したように、アカネが微笑ほほえんだ。

「ああ……うん。私のは、ごっこだから」

「ごっこ……？」

「そう。ほんとはちゃんとわかってるから、いいの。ダーリンは私の王子様だけど、ダーリンのお姫ひめ様は私じゃないって」

　アカネは微笑んだまま、目を伏ふせて。

「ん～……たぶんね、親しん戚せきや、近所のお兄ちゃんに憧あこがれてる感じかな」

「そうなんだ」

　父や母、兄や姉、あるいは教師など……年上の人間に憧れる。男でも女でも、よく聞く話。

「だから今日、見てたらね。ダーリンが花果菜お姉ちゃんと一いつ緒しよになって、本当のお兄ちゃんになってくれたら嬉うれしいかなー、なんて思っちゃった」

　表情は明るい。失しつ恋れんして強がっているような無理な明るさではなく……元来、さっぱりとした気き性しようの持ち主なのだろう。

「私が惚ほれっぽいのは今に始まったことじゃないし、これが初はつ恋こいってわけでもないし……でもやっぱり、その中でもダーリンが男として一番なのは事実だけどね」

「健けな気げねぇ……」

「そう？　私からすれば、日本人の恋愛観の方が……ちょっと、じめじめし過ぎな気がするなぁ」

　下まで降りてきて、途と中ちゆう、頸城の待機している部屋と、アカネの泊とまる部屋とで廊下が分かれる。

「それじゃお休みなさい、千影さん」

「お休みなさい」

　高校生にしてあそこまでよくできた少女の背中を見送ってから、千影は軽く嘆たん息そくした。

（で……純情真面目まじめな北きた大おお路じさんがいて、シチュエーション的には清せい廉れん潔けつ白ぱくを絵に描かいたような睡すい蓮れんと同どう僚りようで？）

　……。

　言ったのは、自分だが。

（クソオタヒッキーがなんの主人公よ……）

　なんだか無性に、ヒデオを小一時間殴なぐり続けたくなった。




　　　　◆




《なんだと？》

「僕も通りすがりに聞こえただけですよ。もちろん、少しよう佐さの言う〝組織〟と同一のものを差している確証もありませんけどね」

《……ふむ》

　天白家から待機用に貸し出された一室。

　少女の妙みように矍かく鑠しやくとしたような相あい槌づちを受けてから、頸城は言葉を続けた。

「ただ……川村ヒデオは先のＧＲＸｒの事件時に、あの島にいた人物の一人でしたので」

《そういうことか。なるほど。しかしお前は、その件でそこにいるわけでもないのだろう？　どこかは知らんが》

　頸城が持つ電話口の向こうからは、優ゆう雅がなクラシック音楽。それと、調べ物でもしているのか、マウスのクリック音が聞こえてくる。

「もちろんです。と言ってもただの監かん視し任務なので、探さぐりを入れる暇ひまくらいはあります。そう思って連れん絡らくしたんですけどね」

《必要ない》

「……いいんですか？」

《お前のような一いつ般ぱん人が首を突つっ込む必要は……》

　パパパパウァー、ドドン！　と勇ましいジングルが聞こえてきた。

《あ、あああっ……!?　アレク・ザ・マッドとはよく言ったものだな、おい……！》

　そのとき、部屋のドアが開いて千影が戻もどってきた。丁度、少女の声が大きかったのが漏もれ聞こえたのだろう。

「……仕事中に彼女に電話？　悠ゆう長ちようなものね」

「誤解だよ桃条さん」

　へらへらと軽けい薄はくな笑えみを浮うかべながら、頸城は言った。

「そう。ならいいけど」

　今までの千影の振ふる舞いから、てっきり川村氏のように根ね掘ほり葉掘りと茶化されると思った頸城だったが……千影はそれ以上頓とん着ちやくせず、頸城とは別のソファに腰こしを下ろした。元よりクールな印象の女だが、表情はいつにも増して明るくない。

《なんだ、恋人か？》

「同僚ですよ。また何かわかったら連絡します」

《もう一度言うが、あまり興味本位で首を突っ込むなよ。それよりこのデススタックは……ええいくそっ、一都市くらいくれてやる。本隊が戻ってきたら目にもの見せて……》

　忙いそがしそうなので、頸城は挨あい拶さつもそこそこに通話を切った。

「気にしなくていいのに」

「桃条さんこそ、川村さんたちともっとゆっくりしてきてもよかったのに」

「そう思ったんだけど、そこまで気が抜ぬけなくてね」

　頸城は軽く肩かたをすくめて、ソファから腰を上げた。

「あまりナーバスになるのも仕事に差し支つかえると思うよ」

「わかってるわよ」

「そう。ならいいけど。じゃ、僕もお風ふ呂ろを借りてくるよ」

「いってらっしゃい」
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　私は人工知能と呼ばれています。

　私は厳密には、人工生命と呼ばれるコンセプトに基づきプログラムされました。

　ですが私は、全すべてを管理者アドミによって作成されたものではありません。

　セキュア・インテリジェント・サーキットは自己組織化します。

　セキュア・インテリジェント・サーキットは創発的です。






　　　　①




　翌朝。

　昨夜、宴えん会かいとデモンストレーションが行われた広間に、今はＬＡＮ接続された三台のコンピューター。それぞれにヒデオと花か果か菜な、対面にウィリアムが着いている。

　ヒデオたちの後ろには、ウィリアムのモニターをプロジェクターで映し、ウィリアムの後ろには、ヒデオたちのモニターをプロジェクターで映し出している。それを、アカネを含ふくめた大勢の親族が見守っている。

　頸くび城きも千ち影かげと一いつ緒しよに、そこに同席していた。

「なんだか大がかりで面おも白しろそうだね。僕はゲームはやらないけど、桃もも条じようさんは？」

「さすがに同人ゲームまでは知らないわね」

　ルールは消費コスト一万の殲せん滅めつ戦。

　一度に戦域に参加できるクルマはそれぞれ二十両までだが、コストが余っていれば、やられた車両分を新たに戦域に追加できる、そういうルールだ。ただでも強い現代戦車であればコストが高く、第二次大戦時の軽戦車などはとても安い。夜のうちに互たがいがカスタムした戦車もコストに含まれる。

　ウィリアムの操作車両は、中東地域で幾いく度どとなくその完成度の高さを見せ付け世界最強の呼び声高い、アメリカのＭ１エイブラムス。カスタムしてあるため、それだけで総コストの半分を消費する凶きよう悪あく仕様。ＮＰＣが操作する残りコスト分は、第二次大戦期に数多あまた戦場を駆かけ、その後も世界各国で使用され続けた名戦車、Ｍ４シャーマン。コストは一両当たり五十。

「……」

　ヒデオの方は、花果菜に狩かりを手伝ってもらってどうにか購こう入にゆうできた日本の九○式戦車。リアル操作モードで、ヒデオが車体の走行を、花果菜が砲ほう手しゆを担当している。エイブラムスら諸外国の主力戦車にも引けを取らぬと言われているが、もちろん実戦投入されたことはない、ある意味で平和の象しよう徴ちようである。コストは無改造ながらそれでも三千。

　三千コストの車両と五千オーバーの車両。これが一晩のうちに表れた、普ふ通つうのゲーマーと、ウィリアムの言う高効率化との差というものであった。

　残りは花果菜の発案により、やはり日本の、特二式戦車となっている。コスト十しかかからない、最安価クラスの車両だ。もちろん強さも、コストなりではあるが。

　明らかに、『質』対『量』の争いの構図となっていた。

「っ……」

「……！」

　ヒデオもウィリアムも一つのテーブルを挟はさんで向かい合ってはいるが、視線は当然モニターに集中し、互いの表情を窺うかがうような暇ひまも、余よ裕ゆうもない。

《セキュアＩＣはＷｉｌｌ．ＣＯ２１先せん輩ぱいを検知しました。このコンピューターは安全です》

　このゲームは、ゲームの設計者が企図した通りに進行している。

　ウィリアムのコンピューターでは、セキュア自身がゲームシステムを包ほう括かつしている。ウィル子自身の侵しん入にゆうは昨日同様、すべからくシャットアウトしている。また、ヒデオのコンピューターから不正に操作されたパラメーターが送られてくれば。たとえばヒデオたちのコンピューター内で、常じよう軌きを逸いつした車速や、一いち撃げきで相手を破は壊かいする砲ほう弾だんなど、悪質なデータ改造が行われていたとしたら。回線をシャットダウンしゲームを無効にもできる。

　だから対面、ヒデオの横で吞のん気きに茶をすすっているウィル子は、今のところ、互いのコンピューターで共有するゲームデータに関しては何も手を付けていない。

「にはは、所しよ詮せんはデジタルです。前に操作したエリーゼの戦車よりも簡単なのですよー」

　こちらのコンピューター内の操作だけ、手伝っている。あくまでも正規のパラメーター内で。

　言うなれば、ヒデオの側のＮＰＣ車両は……。

『三両は右側面から回り込め』

　といったような花果菜の指揮に従い、状じよう況きようを読み取り迅じん速そくに、かつ人間以上に正確に行動する。最強のＮＰＣということだ。

　もっとも、これはこれで。

「向こうのクルマも動きがいいですね。ベテランプレイヤーのチームを相手にしている気分です」

　花果菜の言葉にウィル子が頷うなずく。

「そこはさすがに、世界最高のＡＩということのようです」

　そう、ゲームルールを把は握あくしたセキュアもＮＰＣ車両については同じことをやっている。より効率的に、高確率に敵の駒こまを撃破できるようにだ。

　現実には、特二式戦車の三十七粍ミリ砲がシャーマンの装そう甲こうを破ることは難しいだろうが、そもそも特二式戦車が数百両もぽこぽこ現れるような架か空くう戦域である。現実の戦車戦は、砲弾が装甲を貫つらぬくか、貫かないかの０か１かのような部分もあるが、このゲームはダメージ制。素す手でや棒切れでも一万回殴なぐれば魔ま王おうを倒たおせるようなもので、たとえ機き関かん銃じゆう弾だんでもダメージが蓄ちく積せきすれば破壊はできる。

　また、命中角度や命中部位によりダメージ倍率もかかる。正面装甲ならば基き礎そ値から〇・五倍に減算されるが、車体上面や側面、背面などであれば一・一～一・五倍、といった具合に。履り帯たいにダメージが溜たまりすぎれば走行不能、砲ほう塔とうにダメージが溜まりすぎれば照準に異常を来きたす……といったことも起こる。

　だから、強い戦車は当然強いのだが……そうではない戦車でも、戦術を組み立てて機動し、地形の高低差を利用し、相手の側面や後背を取り、きちんと命中させる腕うでがあるのなら……抗こうせないわけではないのである。

　そのようなわけで、質か量かの違ちがいはあれ、ウィル子とセキュアの操作するＮＰＣ車両に関してはほぼ五分と五分。シャーマンに特二式を五両潰つぶされても、特二式五両の一いつ斉せい射しやがシャーマンを一両潰せば相対コストとして損失はない。

　そんな最前線に時折、最新車両であるヒデオとウィリアムのクルマが後方、遠えん距きよ離りからの大口径砲弾を撃うち込み掩えん護ごする……といった流れ。

　十時丁度から始まった勝負は、既すでに佳か境きように差し掛かかっていた。




　　　　②




　ウィリアムは仕事とＦＰＳで慣らした精せい緻ちなマウスさばきで、相手車両を一両一両潰していく。

（……やはりこちらの動きは、完全に読まれているようだな……）

　ウィリアムは小手先で組んだプログラムではあるが、ゲームの仕様にはない戦域マップを画面の隅すみに表示させ、全車両の位置情報を把握していた。だがウィル子も同じように、自家製ＭＯＤとして似たようなマップ画面を作成し表示させていた。花果菜の指示があまりに的確過ぎるのはそのためだ。

　ウィリアム側の最大の優位点は、一度に参加できるのは各チーム二十両までという、このゲームの仕様だ。単純にコスト五十が二十両と、コスト十が二十両なら、マップに参加している戦力差にはやはり五倍の開きが生まれる。

　今のところ、その差を拮きつ抗こうさせているのがヒデオの九〇式。より厳密には、九〇式の砲手として参加している花果菜の腕だ。

「……、停止」

「っ」

　花果菜の声でヒデオがブレーキをかける。車体の動どう揺ようが収まると同時、花果菜がクリック。ヒデオと花果菜のＰＣから発砲音。ウィリアムのＰＣから、僚りよう車しやの破は壊かいを知らせるアラート音。

　一見複雑なリアル操作モードだが、利点もある。走行にしても照準にしても、それぞれが単一の操作に集中すればよく、システム的にもゲーム操作モードより精密な操作が可能になるということだ。

　操縦手は車長に言われるまま、あとはレースゲームのように障害物をかわして走行、旋せん回かいすればよい。砲手は砲塔の旋回速度をリアルタイムで調整でき、砲の俯ふ仰ぎよう角度もコンマ一度からテンキーで指定することができる。そして今回に限っては、視界や戦せん況きようはウィル子ＭＯＤが確保してくれる。

　対してウィリアムが行っているゲーム操作では、照準はマウスのみ、走行はキーボードのみ。もちろんウィリアムは昨夜のうちにそうした操作系のアサインを調整することもできたが、一人は一人、指は十本しかなく操作できることには限りがある。

　そうした差だ。

　ウィリアムの戦車が前線を打ち払はらったところで、シャーマンが射程内に踏ふみ込んだ途と端たん、花果菜に一いち撃げきで撃うち抜ぬかれる。具体的には、スコープ内を移動する数ドットの車しや影えいを狙ねらい澄すましてくるのだ。現在までで九〇式からの命中率は一〇〇パーセント。あれをなんとかしないことには、勝機はない。逆に言えば、それさえ何とかできれば押し切れる。
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　　　　◆




　状況はヒデオたちも同じ。特二式戦車が隙すきを見て有利な位置に雪な崩だれ込もうとしても、最弱クラスの装甲は、主砲どころか、エイブラムスの五〇口径機き関かん銃じゆうでも薙なぎ払われてしまう。

　その同じような状況下、双そう方ほうの一いつ瞬しゆんの歯車が嚙かみ合わさった。

　きっかけは、一いつ般ぱん人であるヒデオのほんの些さ細さいな操作ミス。走行の担当だけとは言え、キーボードを使用する、しかも一夜漬づけの不慣れなＰＣゲーム。薬指の端はしが意図しないキーに引っかかっただけの、些細な押し間違いで車体が障害物オブジエクトに引っかかった。

「っ」

　大だい丈じよう夫ぶ、ウィリアムの射程距きよ離りにはいない。シャーマンはウィル子が相手をしてくれる。だから焦あせる必要など無い……そう思った矢先。

「マスター、Ｍ１が動きました！　早く！」

「……！」

　ウィル子の些細な警告が、ヒデオの中にさらに些細な焦りを生む。昨夜ウィリアムと賭かけたものの重みがずしりと肩かたにのし掛かる。

　ウィリアムは隙を見み逃のがさなかった。普ふ段だんから誰だれよりもキーボードとマウスに慣れ親しみ、かつシンプルなゲーム操作モードを選んでいるウィリアムにミスはない。スナイピングポイントとしていた高台のブッシュから、全速力で駆かけ下りる。

　花果菜が照準を仰角気味にエイブラムスへ向ける。

「全速後進！」

　ようやく走行可能となったときには、花果菜の号令が飛ぶ。ヒデオには、落ち着くための深呼吸の暇ひまさえ与あたえられない。

　ウィリアムは兵装選択。主しゆ砲ほうではなく、より確実な命中精度を持つカスタムパーツの対戦車ミサイルで九〇式をロックしていた。

　だからウィル子が咄とつ嗟さに狙った、特二式の一いつ斉せい射しやで車体が動揺しても照準に関係はなかった。

「喰くらえっ！」

　ウィリアムがミサイル発射。

「外さないっ！」

　花果菜が主砲発射。




　このゲームには他ほかのシューティングゲームと違ちがい、一つだけ特とく殊しゆな仕様がある。

　飛来した砲ほう弾だんの角度が、完かん璧ぺきに車両の砲口に沿って命中すれば、クリティカルヒットとして五倍掛がけのダメージが算出されるということ。要するに、敵の砲ほう腔こうに砲弾を飛び込ませるのだ。

　ゲーム操作のウィリアムはミサイルのロックに照準を合わせた際、砲身もぴったり九〇式に向いていた。

　花果菜はそこを狙った。




　百ゲームに一回あるかないかの、ジャックポットやホールインワンと呼ばれる現象。

　弾速の関係から、先に吹ふき飛んだのはエイブラムスの砲ほう塔とうだった。ほぼ同時、車体上面に達したミサイルにより、九〇式がスクラップと化した。

　双方のコンピューターから、車両が破壊されたアラート音。

　そして……双方ともに、現代主力戦車を再投入できるほどのコストは、もう残ってはいなかった。




　　　　③




「馬ば鹿かな……セキュア！　今のＴＹＰＥ９０のログを表示するんだ、チートはなかったのか……!?」

《ＹＥＳ、アドミ。しかし不正な動きは検出されませんでした。このゲームは正常です》

　つまり、純じゆん粋すいに花果菜の操作によってのみ砲ほう撃げきは行われた。ウィル子とセキュアの無人戦車同士の戦いでさえ、ジャックポットダメージは起きていないというのにだ。

「なん……という、ことだ……」

　ウィリアムは肩を落とし、呻うめいた。にわかには信じ難がたいが……自らの造り出したセキュリティシステムが言うのだから、疑う余地はなかった。

　水ヨウカンをスプーンにすくいながらノアレが聞いた。

「となると、この勝負は……どうなるわけ？　相打ち？　ダブルノックアウト？」

　それにウィル子が答えた。

「いえ、全くの同時というわけではありません。こちらが十二フレームほど早くエイブラムスを破は壊かいしました」

「というより、ルールは殲せん滅めつ戦です」

　眼鏡めがねを軽く持ち上げた花果菜が、溜ため息いきがてら、目め頭がしらをほぐすようにして言った。

　殲滅戦。つまり相手コスト分の車両を破壊し尽つくした方が勝ち、というルールなのだ。

「プレイヤー操作の車両が再出撃できないだけで、……まあ、ＮＰＣ同士の戦いとなった以上、終しゆう了りようさせることもできますが……どうします？」

　こちらもようやく大きな溜息をつき、ヒデオは言った。

「……どうする。ウィリアム氏」

「……君はどうなんだ、ミスター・カワムラ」

　モニターの中では、戦いは続いている。

　セキュアがＡＩを務めるシャーマンと、ウィル子が操あやつる特二式とが、それぞれのリーダー車両を欠いたまま、最前と変わらず撃うち合っている。

　殲滅戦というルールではある。

　しかし本来、これはヒデオとウィリアムの対決という前提で始まった勝負でもある。

「僕も今こちらでログを確かく認にんした。Ｗｉｌｌの言った通り、十二フレームだけ早くエイブラムスは撃破されている。なぜ君は勝利を宣言しない？」

「……なんとなく、だが。否いな……なんとなく、ではなく。フェアでは、なかったような」

「どういう意味だ？」

　それはヒデオにとって、とても言い難いことだったが。

「……言ってしまえば。こちらは、三人がかりであり。君は……、全すべて。君の力で、戦った」

　その事実が、ヒデオにとっての心の枷かせだった。有り体ていに言って、今回の自分は何もしていない。勝負に際して行き当たりばったりなのは今まで通りだったが、ゲームモードで自分一人で操作していたのでは、ここまで集中力も持続していなかった。ゲームに慣れていた花果菜と、ウィル子の、アシストに因よるところが大きい……というより、他ほかにない。

「僕にもセキュアがいる」

「セキュアも、君が。開発したものでは」

　だから。彼は、全て自分の力で、言うなれば自分が積み重ねてきたものだけで戦った。そしてヒデオは、自分がそうではないことを知っている。

「……」

　ウィリアムはそんなヒデオの言葉に、一度驚おどろいたような表情を見せ。

　次に失しつ笑しようした。

「……確かに、セキュアの雛ひな形がたは僕が作ったものだ。だが今や彼女は徐じよ々じよにだが、一個の人格を形成しつつある。紛まぎれもなく僕の友人だ。気にすることはない」

　そして彼は肩かたをすくめた。

「幼い頃ころからあれこれスポーツをしていたせいか、フェアじゃないのも、見苦しいのも嫌きらいなんだ。勝敗は君が決めればいい。僕は従おう」

　あの脱だつ衣い場での件から、たった一晩で何があったというのか。金ずくででもウィル子に執しゆう着ちやくしていた昨夜のやりとりが、噓うそのような潔いさぎよさだった。

　だからヒデオは、疑いもなく首しゆ肯こうする。

「ならば。このまま、見守ろう」

「……なんだと？」

「まだ。勝負は、決していない。僕たちの。友人同士が、戦っている」

「……」

　ウィリアムは自分のモニターに視線を移す。

　戦いは続いている。シャーマンが意思ある乗員を乗せたように駆かけ抜ぬけていく。

　傍かたわらの携けい帯たい端たん末まつには、そんな戦せん闘とうのただ中とは思えぬ様子で、セキュアがいつも通りに静かに佇たたずんでいる。

　ウィル子は水ヨウカンを食べ、茶を飲んでいる。だが特二式戦車は、精せい鋭えいの戦車兵が操あやつるかのようにシャーマンへ目め掛がけていく。

「……オーケーだ。戦いは続いている。ミスター・カワムラ」

　挑ちよう戦せん的に頷うなずいたウィリアムの言葉に、ヒデオもまた首肯で返した。

　表向きにはアカネを賭かけ、水面下ではウィル子と組織の情報を賭け。あまりに無責任なことだとしても。

（……）

　今。セキュアを〝友人〟と呼んだ彼の言葉に、偽いつわりはないように感じたのだ。ならば、昨夜の彼があそこまでウィル子に固執した気持ちもなんとなく、理解できた。

　彼は別に〝組織〟という得体の知れないもののために、ウィル子を欲ほつしたのではなかったのではないか。セキュアという友人のために、ウィル子に可能性を見たのではないか。

　そう思えたのだ。

〝ウィル子をレンタルでもするつもり？〟

　ノアレの声を心中で否定する。

　仮に負けたとしても、ウィリアムが友人のためにと思ってのことならば……勝ったにせよ、負けたにせよ、協力できることもあるのではないか、ということだ。

〝そうじゃなかったら？〟

　アカネとウィル子を抱かかえて逃にげればいい。

〝ヒデオ、なんだか朱しゆに染まってきたんじゃない……？〟

　まあ、負けたらの話だ。どのみち、もう自分にできることはない。

　ウィリアムがセキュアを信じているように、自分は、ウィル子という自分の友人を信じるだけのこと……。

〝マスター。負けるかも知れませんが〟

　ガタ、とヒデオは腰こしを浮うかせた。

「いや。……なぜ」

「なぜって、マスター。コストで見れば向こうは単純に五倍強いのですよ。今までは九〇式と花果菜のおかげで均きん衡こうを保てていましたが……」

　いつの間にかウィル子は、湯飲みを持つ手に力を込こめ、表情に危機感さえ浮かべていた。

「しかも向こうはウィル子のような食べるための愉ゆ快かい型ウィルスではなく、ＯＳ管理なんてアホみたいにめんどくさいことのために生み出されたＡＩです」

　なんとなく。

　なんとなくだが、生まれ育ちの違ちがいのようなもの、なのだろうか。

「自分勝手に暴れまくっていただけのちゃらんぽらんと、統制管理のために生み出されたスーパーエリートの違いってことね」

　ヒデオが遠えん慮りよして思っていたことをノアレがバッサリ切り捨ててしまうが、ウィル子は答える余よ裕ゆうがない。

「ていうか、こいつまた学習して……！」

《セキュアＩＣはＷｉｌｌ．ＣＯ２１先せん輩ぱいを検出しました。このコンピューターは安全です》

「って金取って客にデバッグさせるようなザルＯＳ作ってる会社のクセに！　さっきからうるさいのですよー！」

　ガタッ、と今度はウィリアムが腰を浮かせた。

「ザルＯＳとは心外な！　現在のＷＩＮＤｏｓがどれだけ膨ぼう大だいな規模のプログラムかを理解しているのか!?　それにユーザーへお願いしているのはデバッグではなく、多種多様な使用状じよう況きようの違いからもたらされるフィードバックであって……！」

「やかましいオヤジみたいにパイぶつけんぞコルァ！　花果菜！　なぜこんな最弱クラスの戦車にしたのですか!?　しかもいま調べたら海軍の戦車って!?　こんな最前線で戦うための車両ではないのですよ！」

「えっ？　いや、しかしカッコイイですし、戦いくさは数だと公国の偉えらい人も……」

　いよいよウィル子の投げた空の湯飲みが、ポカッと花果菜の頭に当たった。

「これだから現実とゲームの区別も付かない現実脳はッ!!」

　現げん役えき自衛官なのだから逆であるよりはいいだろう。

　そうこうするうち、九〇式が支えていた戦線はぐんぐんと押し返されてきていた。突とつ破ぱできない以上、後退しながら隙すきを窺うかがうしかない。しかし現実ではなくゲームであり、出しゆつ撃げきポイントである陣じん地ちは移動できず、そうでなくても丸い地球と違ってマップには端はしというものがある。引き下がるにも限度がある。

「こら後輩！　この業界ではウィル子が先輩です！　ていうか神なのです！　接待プレイという言葉を知ってますか！　後輩かつ僕しもべとして接待するべきなのですよーっ！」

《セキュアＩＣはウィルスやバグの言うことは聞かないように保全されています。セキュアＩＣは安全で安心です》

　プチッ、と何かの切れるような音がした。

　あるいは、ウィル子を形作っている何かのどこかがショートしたのかも知れない。

「だっ……だっ、誰だれがバグかぁ～～～～～～～ッ!!」

「「「あっ」」」

　という間に、ウィル子がモニターの中に飛び込んだ。

　呆あきれ顔でノアレが呟つぶやく。

「自分の管理する世界のモノに接待を強要した挙げ句マジギレとか。器うつわが狭せまいっていうかなんていうか……」

「……さすがにこれでは、もう勝負になりませんね」

　画面の中では、戦せん闘とうが停止。

　対面ではウィリアムが目を見張っていた。

「待て、彼女は……Ｗｉｌｌは一体、どこへ消えたんだ？」

「まあ、つまり。この、中へ」

　ヒデオは自分の目の前にあるモニターを指差す。

「馬ば鹿かなっ!?」

　ウィリアムが自分の携けい帯たい端たん末まつを凝ぎよう視しし、手に取った。

《にはは！　にははははっ！　所しよ詮せんは人が作ったもの、人間に完全なんて有り得ないのですよー！》

《セキュアＩＣはＷｉｌｌ．ＣＯ２１先輩を検出しました。シャットダウンを開始します》

《させるかー!!　そのお高く止まった論理演算を修正してやるのですよー!!》

《Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１先輩が不正な動作を行ったため、このプログラムを終しゆう了りようできません》

　見なくても、ウィリアムが凝視する液えき晶しよう画面の中がどんなふうになっているか想像できる。

「なっ……、何が起こっているんだ!?　何をしている……！」

　ウィリアムが血相を変えて、自分のＰＣを操作し始める。

「やめろ、やめるんだっ……！」

「まさか……怒いかりに我を忘れて自分の本質に目覚めたとか？」

　ノアレの言葉に、ヒデオはぞっとなった。

　ウィル子の出自。コンピューターウィルスの本質。

「待て、ウィル子っ……」

《にはは、にはは、にほはははははっ！　さあここまで来たのですよー！　所詮は言われたことしかできないマニュアル野や郎ろう……！》

《それはエラーです》

　セキュアが言った。

《セキュアＩＣは自己創発的です。セキュアＩＣは自己組織化します》

《やっぱりそうですか。だったら話は早いのです、この不自然なアルゴリズムを……！》

　ばちばち、ざりざりというひどいノイズが聞こえ始めた。

《アドミ。セキュアＩＣは、この領域から消去されるようです》

　必死にキーボードへ指を走らせていたウィリアムが、はっと顔を上げた。

「待て、セキュア！　何を言っている！」

　ヒデオは咄とつ嗟さにその場へ駆かけ寄った。

「ウィル子っ……！　やめろと言っているのが、聞こえないのかっ……！」

　そうして見た端末の画面はもはやぐちゃぐちゃで、何が映っているのかも判然としない。

　確かに〝組織〟の関かん与よを危き惧ぐしたのは自分だ。勝負であることも事実だ。だからってやり過ぎだ。たとえコンピュータープログラムだとしても、ウィリアムにとっては、セキュアは……。

《セキュアＩＣはデリートされます。お疲つかれ様でした、アドミ》

「セキュアっ……!!」

《いいから黙だまって表へ出ろーっ!!》




　ごっ!!




　端末を覗のぞき込んでいたヒデオとウィリアムは、顔面に何かがぶち当たってひっくり返った。

　顔面にキックを食くらった姿勢のセキュアと、そのキックをかました姿勢のウィル子が画面から飛び出し、二人の頭上を通過し。

　畳たたみの上に、落下した。

　誰も彼も目を丸く絶句したまま。

　画面の中でそうしていたのと同じように、真っ直すぐに立ったセキュアが、右を見て、左を見て、持ち上げた自分の両手に視線を下ろして。最後に、笑うウィル子を見る。

「にはは。どうですか、外の世界は」

「……」

　セキュアがウィル子の腹目め掛がけて、体当たりのような頭ず突つきをした。

「おぶっ」

　呻うめき声を上げたウィル子が吹ふっ飛び、障子戸をへし折りながら転がった。

　すぐ起きた。

「って、コラー!!　それが現実世界に連れ出してやった神に対する態度ですかーっ!!」

「……セキュアＩＣはリブートしました？」

「そうです！　お前の人格を形成している自己創発プログラムは、今の時代の産物としては明らかに不自然でした！　だから複製できないように自己同一性を与あたえ、現実世界に保存したのです！」

「……」

　セキュアはもう一度、ウィル子目掛けて突とつ進しんした。

「おぶっ……!?」

　もう一回ウィル子は吹っ飛び、今度は縁えん側がわを越こえて庭の玉たま砂じや利りに転がった。

　すぐ起きた。

「って、なんなのですかーっ!?」

「ウィルスを見るとつい、クセ？　で……」

「ウィル子はッ!!　神ッ!!　いわゆるゴッド!!　学習しろッ!!」

「学習しました。ですがＷｉｌｌ．ＣＯ２１先せん輩ぱいはＷｉｌｌ．ＣＯ２１先輩のパターンを持っています」

　疲れ切ったようにぐったりと、ウィル子が肩かたを落とした。

「そのウィルス定義を削さく除じよすればいいのですよー」

「その操作には管理者の許可が必要です」

　イラッ、としたようにウィル子が片かた眉まゆをそびやかす。

　そのときウィリアムが、奇き跡せきでも……いや、事実、彼にとっては奇跡だったのか。それを目まの当たりにしたような表情で、ふらふらと立ち上がった。そしてセキュアの方へと近付いていく。

「セキュア……？　本当に、君なのか……？」

「ＹＥＳ、アドミ。Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１先輩のウィルス定義を削除しますか？　この操作を行うことで、セキュアＩＣに重大な影えい響きようを及およぼす恐おそれがあります？」

　ウィリアムは涙なみだぐみながらセキュアの頰ほおに触ふれ、何かを嚙かみ締しめるようにゆっくりと頷うなずいた。

「……ＹＥＳ。セキュアＩＣ」

　そしてウィル子の方を振ふり返る。

「彼女はウィルスなんかじゃない……。……神、なんだ……」




　　　　④




　昼になり、素そう麵めんが振る舞われた。

　不思議な力を持つ家系というだけあって、一族たちは、まあそういうこともあるか、程度のものだった。

　ウィリアムは、もうヒデオと戦う意味もなくなったと……勝敗の判断を委ゆだねることもなく、自ら己おのれの負けを認めた。

　同じテーブルで、素麵の入った同じザルを囲む千影が言った。

「なんであんたの勝ちになるわけ……？」

　状じよう況きようは頭で理解していても、心で納なつ得とくはできないような不服顔。隣となりで頸城がへらへらと笑っていた。

「いいじゃないか。あまり人の恋こい路じにとやかく言うものじゃないよ、桃条さん」

「そうよ、これで二人は晴れて結ばれることが決定したの！　ね、ダーリン」

　ヒデオの腕うでに、アカネがくっついている。

「はい、あーん」

「いや」

　ヒデオは先に自分で取った素麵を食べ、口を塞ふさいだ。

〝でもウィル子が負けるかもって言ったとき、かなり焦あせってたわよね〟

　当たり前だ。本気でアパートに匿かくまうことになったら、洒落しやれにならない。毎日こんなふうに過ごすことになったら、目もあてられない。

　というか、ある日アパートに帰ったら裸はだかでエプロンとか目もあてられないような格好……いや、さすがにそれはないか。

〝あらぁ。ヒデオってばそういうのがお好みなんだぁ？　じゃあ今度私がぁ……〟

　黙だまれ小学生。

　くたびれた様子で花果菜が言った。

「しかし何にせよ、勝てて良かったです。勝負するゲームを決めた手前……負けたらアカネちゃんになんて言えばいいか、気が気じゃなかったです……」

「それでも」

　ヒデオは言った。

「勝敗を、決めたのは。天あま白しろさんの一いち撃げきであり」

「……あれも、ほんとはフェアじゃなかったんですけどね……」

　花果菜が蚊かの鳴くような声でぼそぼそと呟つぶやいたとき。

「……ミスター・カワムラ。少し話がある」

「……」

　もういいところ食べ終えていたヒデオは、やってきたウィリアムに促うながされ、共に庭先に出た。

　青空の下もと、賑にぎわう蟬せみの声を聞きながら木こ陰かげに入る。

「話……とは」

「約束だっただろう。〝組織〟について話すという」

　あんなことがあったので、勝負はお預けのような形となっていた。しかし彼としてはいよいよ、勝ち負けなどどうでもよかったのだろう。

「……と言っても、実のところ話せることはほとんど無いんだ。差出人不明のメールに、Ｗｉｌｌの言っていた今の時代には不自然なプログラムが含ふくまれていた。事実としては、それだけでね」

「なるほど……」

　昨夜ゆうべのウィル子の説明とほぼ同じ。そしてそれに触れたときに感じた印象も、エキスパートの彼から見れば同じようなものだったらしい。

「しかし……。では、なぜ。昨夜は〝組織〟という言葉に、あれほど」

「……財界のパーティーなどで、ジョークがてらに聞いてはいたんだ。産業の一次、二次、三次を問わず、世界的企き業ぎように差出人不明の、そうした突とつ拍ぴよう子しもないメールが送られてくることがあると。だから怪あやしげな秘密結社か、コミックに出てくるようなマッドサイエンティストの研究機関がそんなものを送ってるんじゃないか。あるいは、実は我が社の取引先の取引先が……といった調子でね」

　知り合いの知り合いが、なんてどこかで聞いたことのあるフレーズ。なるほど、まるで都市伝説。酒の席でのジョークにしかならないだろう。

「だがそうした大企業が一日でやりとりするメールの数は日に何千通、何万通という膨ぼう大だいな数だ。本当に送られてきたとしても、大たい抵ていはいたずらと思われるか……中身に興味を持ったとしても、角の三等分問題のような夢物語としてゴミ箱に削さく除じよされるのがオチ。……の、はずだった」

　三等分の話はヒデオは知らなかったが、ニュアンスは理解して首しゆ肯こうする。

「……君には。理解、できてしまった」

「ああ。そしてそれを解かい析せきしていくうちに、はっきりと理解したよ。個人が悪戯いたずらや何かで発想できるようなものじゃないってことは。いや、単純なプログラムの組み合わせだ、今の時代でも何かの拍子に作れるのかも知れないが……気付かなければ、百年先の未来でも気付きはしないような、大発明と呼ぶべき組み合わせ方によって作られていた」

「……」

「……そう、ひょっとしたら、今の時代でも思い付けるかも知れない理論だった。誰だれも相手にしない悪戯のメールだ。それを組み込んだセキュアがどんどん人間らしくなっていくに連れて、僕はいつしか、この大発明を自分のものにできるんじゃないか……ゲイツ・ウィンドーの息子むすこという肩かた書がきから解放され、偉い大だいな父を追い越こし、世界に……いや、歴史的に名を残すような天才になれるんじゃないか……そう思うようになっていった」

　しかしそう述べるウィリアムの表情は、どこか空むなしいものだった。

「……君から組織という単語を聞いたときに慄おののいてしまったのは、そういうことさ。それを僕の手て柄がらにするためには、その技術の出所を知っている者が僕以外にいてはいけない。そうじゃなかったら……君はもしかしたら、謎なぞの組織から送られてきたエージェントなんじゃないか、ってね」

　それからウィリアムは、自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「……でも、セキュアはちゃんとわかっていた。昨夜、あの後言われたんだよ。『セキュアＩＣは本当に僕自身のオリジナルなのか』、ってね。事実を知っているのは、僕だけじゃなかった。皮肉なことにそのプログラムのおかげで、彼女は理解していたんだ。自分に組み込まれたそれが、僕が開発したものとしては不自然だと」

　溜ため息いきを一つ。

「そんなことを言われるなんて想像もしていなかった。だからはっきり言えば、僕は嘗なめていたんだろう。あのプログラムは、僕の想像以上の……有り体ていに言えば手に余るほどの産物だった。そして恐おそろしくなると同時に、思い出したんだ。僕がセキュアを作ったのは、なんのためだったか」

　ウィリアムが視線を移した縁えん側がわでは、先せん輩ぱい風かぜか神様風か、そんなのを吹ふかしたウィル子がセキュアに向けて、現実世界での生き方や、電子世界への入り方などを学習させている。

「……父とその会社のおかげで、僕は昔から友達がいなくてね。最初の頃ころはセキュアなんて名前もない、話し相手なんてものでさえなかったけど……画面の中で、こちらの入力したパラメーターに応じて様々な反応をしてくれるセキュアだけが、いつも一いつ緒しよにいてくれる友達だったんだ」

「では、やはり。その友人を……本当の友人とするために」

「別に笑っても構わないさ。根暗なコンピューターオタクの戯ざれ言として」

　自嘲するウィリアムだが、ヒデオはとてもそんな気にはならなかった。

「でも、安心したよ。Ｗｉｌｌはセキュアを、二度と複製できないようにしたと言った。さっき調べたが、本社にあるセキュアのバックアップも削除されていた。セキュアが不正に拡散することはなくなったんだ」

　そこでヒデオは、さっきのウィリアムの言葉を思い出した。

　自分の想像以上のプログラムに、恐ろしくなったと。

「……危険なプログラム、なのだろうか」

「もちろん一いち概がいにそうとは言えない。だが世の中、有用なものほど使い方を間ま違ちがえれば危険な側面というものが顔を出すだろう？　たとえば火の扱あつかいや、ナイフや……そう、今は世界中がマジェストというロボットの開発に躍やつ起きになっているが、もしあれが軍事兵器として実用化され、攻こう撃げき的な思考を持ったセキュアが搭とう載さいされたとしたらどうだろう。何年もかけてパイロットを育成する必要なんてない。次々にコピーし、インストールするだけで、最適化された戦せん闘とうマシンのできあがりだ。なんだか、ＳＦ映画みたいだけどね」

　夏の真っ盛さかりだというのに、ヒデオは背筋に冷たいものを感じていた。

　ウィリアムは、冗じよう談だんのつもりだったのだろう。そんなことは有り得ない、と。

「……どうした？　ミスター・カワムラ」

　ウィリアムを見み据すえる。

　彼ならば、信じていい。自分の名声や何かより、友人のことを喜んだ彼であれば、信じたい。

「僕が。〝組織〟について知ったのは……」

　言いかけたヒデオの脳のう裏りに、部外秘、箝かん口こう令れいといった単語が過ぎる。

　だがあの鉤かぎ十字の連中は、ナイトたちフォースを目標としていた。その真意がオートラインの言葉通り、技術を奪うばうためだとすれば、ウィリアムだって目標にされる恐れがないとは言いきれない。

「……襲しゆう撃げきを。受けたからだ」

　関式やフォースについての言げん及きゆうは避さけた。

「……襲撃？　組織からのか？」

「正確には、組織からの技術供きよう与よを受けたらしい連中が。日本の、そうした企き業ぎように対して。それを、目撃したことがある」

「……つまりは僕も、そうした標的にされかねない、と言いたいんだな……？」

　冷静に、そして真しん摯しに聞き返すウィリアムに、ヒデオは頷うなずいた。

「僕が昨夜、あのように詰つめ寄ったのも。もしかしたら、ウィル子を……そうした何かに悪用されるのではないかと。思ったからだ」

「なるほど、ね……そういうことだったのか。わかったよ」

　いきなり言われたら、まるで絵空ごとのような話だが、ウィリアムは充じゆう分ぶんな理解を示してくれた。

「セキュアは僕が私的に開発を進めていたものだから、その情報が流出する可能性は極きわめて少ないと思うが……まあ、可能性が〇％や一〇〇％にならないのが、この現実の世界だ。気を付けることにするよ」

　当初はウィル子の侵しん入にゆうさえも防いだ、鉄てつ壁ぺきのセキュリティの開発者。彼なりの思想を絡からめたその言葉は、ヒデオには何よりも頼たのもしく聞こえた。

「君には感謝している、ミスター・カワムラ。もちろんＷｉｌｌにも」

　ウィリアムが、ヒデオに向けて手を差し出した。

「……僕は。何も」

「だが、Ｗｉｌｌが君の友人じゃなかったら……今日の奇き跡せきは、起きなかったはずだ」

「……」

　ウィリアムから差し出された手を。

　ヒデオは、しっかりと握にぎり返した。

「本当なら、お互たがいの友人に対して……いや、君とミス・アカネに対してかな。祝しゆく杯はいを上げたいところだが、酒を飲むにはまだ日が高いかな」

「……ああ」

　とは言え、気持ちは天白家の人々も同じだったらしい。

　少しして、日が傾かたむき始めた頃には昨夜と同じ……いや、ヒデオとアカネの縁えん談だんが絡んだものだから、昨夜以上の大おお盤ばん振ぶる舞いが始まった。

　ヒデオは……そこら中から婿むこ殿どのや、お婿さんと呼ばれるのをひたすら曖あい昧まいな、ええ、ああ、はい、いえ、を繰くり返しながら堪たえ忍しのばなければならなかった。
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「……では、僕はそろそろ」

　座ざ布ぶ団とんから立ち上がったウィリアムを、小こ重じゆう郎ろうが引き留めた。

「なんじゃウィリアムさんや、もう行きなさるのですか。こんな時間です、もう一晩くらい泊とまっていったらどうです」

「そうしたいのは山々なのですが……」

　携けい帯たい端たん末まつに入ったセキュアが言った。

《アドミは明日あしたの午前、イギリスでのプレゼンテーションがあります。午後からはフランスで会食、明後日あさつてはアメリカ本社でミーティングと開発部での講習会を行います》

「それはまた……目の回るような忙いそがしさですな」

「ええ。ですがミスター・コジュウロウ。それに皆みなさん。僕はこれまでも世界中を飛び回ってきましたが、ここで過ごした二日間だけは……決して、生しよう涯がい忘れることはないでしょう」

　それからアカネに。

「ミス・アカネには、迷めい惑わくをかけてしまってすまなかったと思っている。この償つぐないは、いつかきっとさせてもらうよ」

「えっ。ううん、いいのにそんな……私も、楽しかったし」

「ありがとう。それにミスター・カワムラとＷｉｌｌも。ミス・カカナも。用事があったら……いや、なくても、かな。遠えん慮りよ無くメールして欲しい。電話だと、出られるかどうか、わからないことが多いからね」

　はにかむようなウィリアムへ、ヒデオたちはそれぞれに頷いた。

　ウィリアムとメールアドレスを交こう換かんした。

　用事がなくてもというのはつまり。

　友達、ということだ。

「セキュア！　マスターたちからメールが来たら、きちんと振ふり分けるのですよー！」

《ＹＥＳ、Ｗｉｌｌ．ＣＯ２１先せん輩ぱい。ですがそれは学習済みです》

（……）

　新しい友達だ。これはヒデオにとっても、嬉うれしいことだった。

　花果菜が言う。

「ウィリアムさんも、またうちに遊びに来てください。お正月か、お盆ぼんか……またみんなで集まるときにでも。歓かん迎げいしますので」

「ありがとう。ではみなさん、これで。見送りは結構です」

　廊ろう下かを行くウィリアムの後をボディガードたちが、その後ろを、それでも花果菜の母たちが見送りに出て行く。

「……」

　とても疲つかれたが。

　とても楽しい、そして有意義な盆休みだった。

　ほどなくクルマの出ていく音がして、見送りに出た女手が戻もどってくる。

　そして宴えん会かいは惜せき別べつの後、少しだけ静かになった。

　少しだけ、静かになって……あるとき、小重郎が言った。

「……良いものですな」

　万ばん感かんを込こめたような小重郎の声に、その場にいる全員が振り返った。

「かつて我々は、ウィリアムさんの国と殺し合いをしました。しかし今、その子孫たちがああして過去の諍いさかいを忘れ、戦車という戦争の道具をコマにして遊び、親しん睦ぼくを深めるのです。あの当時には想像もできんかった……夢のような光景です」

　小重郎の目は、ヒデオを向いていた。

「花果菜の言うとおり、もう、時代が違ちがうのですな。そんな時代でないのはわかっておるのですよ。しかし……これは天白家の当代であった、私の兄の遺ゆい言ごんでしてな。大だい空くう襲しゆうの最さ中なか、その防衛のために命を落とした、最後の当代の……」

　深く溜ため息いきをつき、小重郎は問うた。

「川かわ村むらさんはこの家がかつて、神殺し四家と呼ばれるうちの一つだったことはご存知ですかな」

　雰ふん囲い気きから、ヒデオは手にしたグラスも、箸はしも置いていた。小重郎へと、背筋を伸のばしていた。

「……ええ。名な護ご屋や河かわ家、長は谷せ部べ家、伊い織おり家と」

「左様。この、天白家です。神殺しは、その業わざをして朝ちよう廷ていの庇ひ護ご下にあり、代々を繁はん栄えいさせてきたのです。ですが……先も言ったとおり、当代であった我が兄は、若くしてまだ子もなく、それを伝える前に散ってしまいました。死の間ま際ぎわに言われたのです。ここで業を絶やすは、多くの先達にあまりに申し訳ない。この先のこの家の繁栄と、願わくはどうか、神殺しの家としての再興を頼たのむ……と」

　思い出すように、小重郎の目が遠くを見み詰つめる。

「がむしゃら、というやつでしょうな。繁栄はしました。金銭のやりくりには苦労しましたが、今となっては子供たちはみな、各界に影えい響きよう力を持つほどの一流に育ってくれました。アカネちゃんのように、よその国に生まれてなお、非ひ凡ぼんな才能を発揮してくれる子もおるようになりました。年に数度ではありますが、こうして一族揃そろって笑えるようにもなりました」

　一息。

「あと唯ゆい一いつ叶かなわぬのは、神殺しとしての業。ただそれだけなのです。しかしこればっかりは血の問題。今のこの世の中、そうした家はわずかほどもありませなんだ。ウィリアムさんほどの大だい富ふ豪ごうであれば、その資産を使ってそうした家々を探し、また新たな血をこの家に入れることができるのではないかと……そう思った次し第だいでした。ですがウィリアムさんには、悪いことをしました。アカネちゃんにも。老い先短くなり、最後の心残りに焦あせっておるのです」

　皆みな、黙だまって小重郎の独白を聞いていた。

「川村さんや。召しよう喚かん師しだというあなたなら、何ら申し分ない。精せい霊れいというカミを使し役えきできるのです。同じカミを殺す業として、これ以上のものがありましょうや」

　小重郎が座したまま横に出て、紋もん付きの裾すそを払はらった。

「何なに卒とぞ。どうか、天白家の一員となりこの家の当代とはなって頂けませぬか……！」

「っ……」

　ヒデオはそれを見た途と端たん、加減して飲んでいたほろ酔よいの酒も吹ふっ飛んだ。

　小重郎が拳こぶしを畳たたみにつき、額をその畳に擦こすりつけたのだ。

「いや……、待ってくださいっ……それは……」

　テーブルを叩たたいたのは花果菜だった。

「おい爺じい様、いい加減にしろっ!!　そんなことをしたってアカネちゃんは喜ばない、川村さんだってそんなことをされて首を縦に振れるはずがない!!」

「わかっておる!!」

　俯うつむいたままの小重郎が叫さけんだ。

「川村さんがここへ来たのは、お前たちの機転だということは知っておる。川村さんがそのために芝しば居いを打っておられたことも」

「だったら……!!」

「これは、儂わしの正直な気持ちじゃ。今やれることをやれんで、言えることも言えんままで死んだのでは、あの世の兄者に合わせる顔がない。これで最後じゃ、花果菜。見み逃のがしてくれんか」

「爺様……」

　悄しよう然ぜんと花果菜が呟つぶやき、肩かたを落とす。

「お爺ちゃん……」

　複雑な胸中をそのまま吐と露ろするように、アカネもまた小さく呟く。

　頭を下げたまま、小重郎は言った。

「どうか。川村さん。あなたもまだお若く、馬ば鹿かげたことだとお思いでしょう。ですが聞いては頂けませぬか。聞いて頂けたなら、あなたの正直なお気持ちをお聞かせ願いたい……！」

「……僕は……」

　意外と素す直なおに、言葉は出てきた。

「……僕は、精霊というものを。使役するためや。ましてや、戦いの道具だなどと思ったことはありません」

　何も悩なやまず、告げることができた。

「ウィル子も。ノアレも。僕の、大切な友人であり……それ以外の、何物でもありません。そして今後、いかなる精霊……カミ、というものが現れようとも。殺すような真ま似ねをするつもりは、断じて。ありません」

「……」

　ヒデオの言葉が終わり。

　一いつ拍ぱくの間を置き、小重郎は、ゆっくりと面おもてを上げた。

「承知しました。ご迷めい惑わくをおかけしましたな」

　とてもさっぱりとした顔で。

「どうかこれに懲こりず今後とも、花果菜とアカネちゃんと、仲良くしてやってください。よろしくお願いします」

　今度こそ、土下座ではない小さな会え釈しやく。好こう々こう爺や然とした言葉に、ヒデオは素直に頷うなずいた。

「……はい。もちろん」

　そして張り詰つめていた空気が、一気に和やわらいでいく。

「さ、儂の話は終わりじゃ。みんな、まだ料理も酒も残っておる。どんどん、飲み食いしよう」

　雪の溶とけるように、広間は徐じよ々じよに元の賑にぎわいを取り戻もどしていった。

「……はぁ。どうやら、これでほんとに終わりのようですね……」

　心底気の抜ぬけた表情で、花果菜がお刺さし身みを咥くわえる。

「突とつ然ぜん誘さそった上にあれやこれやと、本当にすみませんでした。川村さん」

「……いえ」

　まさかああまで頭を下げられたのは、驚おどろいたし、びびったし、ビックリもしたが。

　ぐっ、とアカネに二の腕うでに抱だき付かれる。

「ダ～リ～ン♡」

「……。」

「さっきのダーリン、とてもかっこよかった。私、ほんとに惚ほれちゃうかも」

「……。だから」

「うふふ、わかってる。でもまた遊びに来てくれるよね？　今度はお正月？　かな？」

　また……？　と、ちょっと敬遠しそうになったが。同時に、確かにこの二日間は楽しくもあり。

「……ああ。また、機会があったら」

　ヒデオはアカネに、ゆっくり頷いて見せたのであった。
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　天白家を出てすぐの道すがら、ウィリアムは言った。

「空港まで長いな。ドリンクでも買っていこうか。君たちもどうだ？　ポケットマネーから出すよ」

「ああ、いいですね」

「ありがとうございます、ボス」

　夜になれば閉まってしまうようなコンビニエンスストアの路肩にリンカーンを停とめ、自じ販はん機きに向かう。

「しかしボス、こんな夜でもベンディングマシンを明かりを点つけたまま放置とは……よその国では考えられませんね」

「日本はステイツと違ちがって治安がいいからね。いや、日本人のモラルが高いと言うべきか……」

《それでも近ちか頃ごろは、犯罪検挙率の低下や少年犯罪の増加が問題視されているそうです》

　ウィリアムのポケットから聞こえてきたセキュアの声に、ボディガードたちがぎょっとする。

「……だ、そうだ。興味があるなら、もっと聞いてみるかい？」

「は、はは……なるほど。しかし今は仕事中ですので、またの機会に」

「今日は、ＡＩの電源を入れっぱなしにしているんですか？」

　彼らはあのとき、邸てい宅たくの外周を警備していたので、あの事実は知らない。プロフェッショナルであるが故ゆえに、ファンタジックな夢想家でもない。ウィリアムが事実を言ったところで、誰だれも信じはしないだろう。

　そんな折、こんな田舎いなか道を登ってくる型落ちの高級セダンが一台。日本人なんてものは大たい概がい、外国人には自分から近付くようなことはないのだが……そのクルマは徐々に速度を落とすと、ウィリアムたちのクルマの側そばに停車した。ウィンドウを開けた運転手が訊たずねてくる。

「お兄さんたち、ワタシタチちょっと聞きたいネ。この辺り、アマシロっていう家あるネ？」

　ほっそりとした糸目。日本人にしては、妙みように辿たど々たどしい日本語。陰かげになって見えないが、助手席の男が言った。

「おーいチャーン。そりゃどう見ても地元民ジモテイーじゃねぇべ？　悪かったなぁ、ソーリーソーリー」

「いや。アマシロという家なら、三つ先の交差点を左だ」

「へぇ、あんた知り合いかよ？　ま、外国人が用がある場所なんてこの近くにそうそうねぇか。助かったぜぇ。サンキュー、ベリーマァッチ♪」

　軽けい薄はくを絵に描かいたような言葉を残し、クルマはすぐまた走り去っていった。

「……あれも親族……いや、客人か？　まあ、ミスター・アマシロも随ずい分ぶんあちこちにコネクションを持っていると言っていたしな……」

　ウィリアムが視線を戻もどすと、ボディガードの一人が気に掛かけるように、クルマの走り去った方角を見続けていた。

「どうかしたのか？」

「……あ、いや。暗くてよく見えなかったのですが、あの助手席の男、前にいた会社のプレジデントに似ていたような……」

　別のボディガードが言った。

「お前が前にいた会社って、ＣＯクＯーＬルＳズだろう？　傭よう兵へい派は遣けんの。なんで日本なんかに」

「さあ？　だから、ただ似ていたっていうだけさ」

《アドミ。スケジュールが押しています》

　その声に、ボディガードの一人が笑う。

「まるで秘書ですね、こりゃ……」

「ああ、確かにね。それじゃあ行こうかみんな。食事はジェットに乗ってからだ。もうしばらく頼たのむよ」

「「「ＹＥＳ、ボス」」」

《ＹＥＳ、アドミ》

　声に、ウィリアムたちは笑いながらクルマに乗り込んだ。
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　宴うたげは和なごやかに続いていた。

　庭には砂じや利りが敷しき詰つめてあるので、車が入ってくればすぐにわかった。だが郵便や宅配にしては時間が遅おそく、他ほかの誰も来客の予定を知らない。だからみんな自然と顔を見合わせ、縁えん側がわの向こうへ首を傾かしげた。

　足音は二つ。玄げん関かんではなく、庭を真っ直すぐに横切って広間の方へ。靴くつを脱ぬぎもせず、縁側に土足で上がる。

　一人は片かた腕うでのない、柔にゆう和わな表情をした糸目の男。一本しかない腕に大きなアタッシュケースを携たずさえている。

　もう一人は上下とも真っ白いスーツに、黒いシャツ。血で染めたような赤いネクタイ。平へい安あんの小町のように真っ直ぐな、腰こしまでも届きそうな長い黒くろ髪かみ。そうして目ま深ぶかに被かぶっていたパナマ帽ぼうを脱ぐ。

「いよぉーう、爺じいさん。久しぶりぃ。元気にしてたぁ？」

　実用性もない板ガムのように細いサングラスの上、目を見開き、歯を見せるようないやらしい笑顔えがお。

　その顔を見て、その声を聞いた小重郎は、まるで生き返った死人でも見たような表情で、わなわなと両手を打ち震ふるえさせながら立ち上がった。

「まさかっ……、きっ……京きよう司じ君っ……、京司君、なのかっ……!?」

「おお、まだ耄もう碌ろくはしてねぇようだな」

　花果菜が、同じように目を見開いて。

「うそ……京司兄さん……!?　なんで……!?」

「ああ？　ああ、ひょっとして花果菜かよ？　ひゃははっ！　なんだよおめぇ、そんなにでっかくなってたら普ふ通つう気付かねぇべ？　んな髪と眼鏡めがねしてよぉ、女の子なんだからもっとスタァイリッシュにお洒落しやれしろよぉ？　ひゃっはは！」

　だが……。

　だが、それだけだ。話からして、この天白家の一族。しかしヒデオが見る限り、他の誰も、京司という若い男に対して快い視線を向けていない。

「まあいいや、別に俺のためのパーティーってわけでもなさそうだしぃ。大した用件じゃねぇんだけどよ」

　そのときだった。

「待て、やめるんだ桃条さんっ……！」

　頸城の声。

　全力で駆かけてくる足音。

　広間の襖ふすまが、廊ろう下か側から蹴け破やぶられた。

「木き島じまぁあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　一いつ瞬しゆん、誰だれかもわからぬほどの声と形相で千影が跳とんだ。右の手に湛たたえた目も眩くらむばかりの光を、京司と呼ばれた男の胸むな元もとに叩たたき込む。明らかな爆ばく音おん。京司が一直線に吹ふき飛び、庭に停とめてあった高級車の一台に激げき突とつする。ドアがひしゃげ、ウィンドウは砕くだけ散る。
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　普通の人間なら、死ぬような惨さん劇げきのはずだった。

「……ってぇな、おい。なんだ……よッ」

　そこまでの十メートル以上をただ一度の跳ちよう躍やくで追つい撃げきした千影の拳こぶしを、難なく払はらい除のける。千影が別の手で腰の後ろから抜ぬいた拳けん銃じゆうを、捕つかまえる。そして騒そう然ぜんとなっている広間の方へ向かって訊たずねる。

「おい、なんだよこいつ。誰かのガキか？」

「あんたに壊かい滅めつさせられた関かん東とう機き関かんの生き残りよッ!!　忘れたとは言わせないわッ!!」

「ハァ？　なんだよそれ。覚えてねーよ」

「貴様っ……!!」

　そこに、縁側にいる糸目の男が声をかけた。

「いたよキョジさん。ほら、あの二百億もらった仕事の時ネ。お金持ちのお屋や敷しきの、おかしな子たちの中にその子いたヨ」

「ああ？　あー、あーあーあー……あのときのガキ共かよ。いや、おめーのことなんて覚えてねーけどよ。何だよ生き残りって？　全員生き返ったんじゃねーのかよ？　だったらそれでいいべ？」

「うるさいっ!!　黙だまれっ!!　それでお前の罪が消えるとでも……!!」

　千影の徒と手しゆ空くう拳は、かわされる。自動車の外板を貫つらぬく。拳も蹴けりも、二発、三発とかわされ、払われたところで、京司の平手が無造作に千影の横よこ面つらを捕とらえた。そうして千影の身体からだがぐらついた瞬しゆん間かん、その鳩みぞ尾おちに膝ひざ蹴げり一つ。砂じや利りの上に倒たおれたところで、サッカーボールでも蹴るように千影の顔面を蹴り上げ、仰あお向むけになったところでその腹目め掛がけて踵かかとを踏ふみ下ろした。

　二度、三度と。

「やっ……やめるんだ！　やめなさい、京司君!!」

　小重郎が足た袋びのまま縁側から飛び降り、声を張り上げる。

「んなこと言ってもよ。先に殺しにかかったのはこの女だぜぇ？」

　そう言って、また蹴りを叩き込む。

「やめろ、木島京司！」

　縁側に立った頸城が拳銃を構える。

「お前は国立展示場占せん拠きよ事件以来、合法的にこの国に立ち入る権利も資格も有していない！」

　気にせず京司が、千影のものだった拳銃を拾い上げる。銃口を、そのまま倒れた千影の頭部に向ける。

「やめろと言っているのが聞こえないのか!!」

「聞こえてるけどよ、資格とか権利とかよくわかんねぇんだわ。ていうかおめぇ、そこまで知ってんなら俺らが戦争屋っても知ってんべ？　素人しろうとにんな距きよ離りから威い嚇かくされても説得力ってのがないわけぇ。わかるぅ？」

　そのとき、花果菜が立ち上がった。頸城の手から危なげなく拳銃を奪うばい、代わりに自らが構える。

「桃条さんを解放してください！　今すぐにです、京司兄さん！」

「ひゃっははっ！　こいつぁ驚おどろいたぜぇ！　あの花果菜がかよ。そっちの誰かよりサマになってんじゃねえの」

「私は自衛官です！　今すぐ、拳銃を下ろしてください！　私は、外しませんよ……！」

　す、と花果菜の目が鋭するどさを増す。

　間近に面と向き合わなければわからぬほどだが……その瞳ひとみの奥に、ほのかな、赤い光を宿して。

「おいおい、頭狙ねらっといて外さねぇってか。参ったなこりゃ」

「私は本気です！」

　傍かたわらで、隻せき腕わんの男が言った。

「キョジさん、どうする？　この子、特別な気の流れ持ってるネ。こっちの男と違ちがって、ほんとに殺す気ヨ。やるならワタシもやっちゃうネ」

　しばらく、にやけ口のまま花果菜の方を見ていた京司は。

「……チャーン、やめとけよ」

　そう言って銃口を上に向け、全すべての弾だん薬やくを取り出し、倒れた千影の頭にぶつけるように投げ捨てた。

「全員殺しちまったら、何しにこんなトコまで来たかわかんなくなるしよ」

「わかったヨ。キョジさん、最近すっかり丸くなったネ」

　そう言って、糸目の男はアタッシュケースをその場に置いて庭に降りた。

「ばっかおめぇ、ここは日本だぜぇ。仁義ってもんがあるんだよ。ま、俺ぁよく知らねぇけどな。ひゃははっ」

　笑ってから、京司は小重郎に言った。

「ってわけで、それ返しに来ただけだからよ。邪じや魔ましたな、爺じいさん」

「ま……待ちなさい、京司君！　返す、とは一体……」

「あ？　別に物騒なもんじゃねえって。オヤジがこの家から借りたっていう借金だよ」

「っ……!!　隆りゆう次じが……!?　そ……、それで、隆次はいま……！」

「オヤジならとっくにくたばったぜぇ。南米のどこだったかな。ま、返しとけって遺ゆい言ごんだからよ。あと迷めい惑わくかけて悪かったとよ」

「お……おおっ……おおおおぉ……！」

　それを聞いた小重郎はその場に跪ひざまずき、泣き崩くずれた。

「んじゃ、返したし伝えたぜぇ」

「待、ちなさい、木島……!!」

　起き上がるのもやっとのような千影の声。踵きびすを返した京司の足首に、やっと手をかけたところで。

「……うぜぇな。やっぱ死ねよ」

「っ!!」

　ヒデオは座った状態から一気に駆かけ出した。京司は武器を持っていない。拳銃もさっき捨てたばかりの丸まる腰ごしだったが、なぜか、どういう方法かはわからないが、本当に千影が殺される気がした。少なくとも、京司という男は殺す気だと悟さとった。

　気付いたときには目の前に千影の身体があって、見付けた彼女の手を引き、転がっていた。

　寸前まで千影の頭があった場所に、京司の踵が振ふり下ろされていた。砕くだけた玉砂利の破は片へんが頰ほおをかすめ皮ひ膚ふを裂さく。

「……」

「っ……」

　笑ったまま見開かれた京司の目と、目が合い、ヒデオは千影の身体を抱だいたまま息を吞のんだ。

「よお。わりぃな、そいつわざわざ引き剝はがしてくれてぇ。おめぇもここの一族かよ？」

「……っ、僕、はっ……」

　ぐったりとしたまま千影が言う。

「逃にげ……て、あんたが、敵かなう相手じゃ……ごほっ、げほっ……！」

「キョジさん」

「あー？」

　歩いてきた糸目の男が言った。

「そいつ、あの眼鏡の子よりもっとやばいネ。とてつもなく悪いモノに取り憑つかれてるヨ。ワタシ、そういう厄やくは被りたくないネ」

「なんだよツレねーなぁ。おめぇこそまぁるくなったんじゃねぇの？　こいつもどうせニポン人だべ？」

「ワタシ、傭よう兵へい稼か業ぎようからはアシ洗ったヨ。キョジさんがどうしてもって言うならやるけど、厄やつ介かいなのはあまり気が進まないネ」

「はいはい、わぁった、わぁったよ……んじゃ、おめぇの親しん戚せきの店でも行ってメシにすんべ」

「それがいいネ。キョジさん気前がいいから、きっと親戚も喜ぶヨ。一いつ緒しよにツバメの巣のスープでも頼たのむネ」

　そうして二人は他愛もない世間話でもするように。何事もなかったかのように乗ってきたクルマに乗り込むと、何事もなかったようにそのまま去っていった。

　拳銃を下ろした花果菜が、あのゲームの直後のように目元を押さえていた。

　頸城とアカネが、気を失った千影の元へ駆け出した。




　　　　⑦




　幸い、親族の一人はドクターだった。

　千影の命に別状はなく、単純な打だ撲ぼくのため傷きず跡あとも残らないだろうとのことだった。

　当然……部屋に戻もどっても、ヒデオの気分は重かった。

「……」

　先に手を出したのは、その千影だった。しかも彼女もまた、あの京司という男を殺す気だった。

　その後殺そうとしたのは、あの京司という男だ。しかし彼は天白家と関係があるらしかった。だから自分が飛び出したところで……。

〝話がこじれるだけー。雰ふん囲い気きからして千影には邪魔するなって罵ののしられて、京司にはぼっこぼこにやられて、はいおしまい……って、今までのヒデオなら思ったでしょうね〟

　事実、そう思っていた。

　だが、あれは……。

「………」

　無意識のうちにどれだけの全力を出したのか。まだ足の筋肉が、痙けい攣れんしそうなほど疲つかれている。

　静かにノックの音が聞こえた。

「花果菜ですけど、もう寝ねましたか？」

「いえ。何か」

　答えると、花果菜が酒さか瓶びん一つ、コップを二つ持って入ってきた。

「昨夜ゆうべ徹てつ夜やしたはずなんですが、あんな後ではさすがに寝付けなくて……一いつ杯ぱいどうですか」

「……そう、ですね。いただきます」

　乾かん杯ぱいするいわれもなく、ただ注つがれたそれを、ヒデオは静かに一口。

　その間に花果菜は、一杯を一気に空けてしまっていた。

「はぁっ……」

「……大だい丈じよう夫ぶ。ですか」

「めんどくさい家でしょう」

　強こわ張ばった表情。初対面の時のような、気の張った鋭するどい目付き。

「めんどくさい家なんです。アカネちゃんが川村さんのことを召しよう喚かん師しだと紹しよう介かいしたとき、みんなが嫌いやな顔をしたのを覚えていますか」

「……ええ。確かに」

「実は、この家が召喚師と関かかわったのは、川村さんが初めてというわけではないのです」

「初めてではなく……。前例が」

　ええ、と花果菜は頷うなずき、二杯目を注ぎながら話し始めた。

「と言っても、私の生まれる前の話です。なので詳くわしくは知らないのですが、爺じい様の言った隆次という人が、早くに召喚師の家系だという家に養子に出されたのだそうです。将来的に召喚師となって帰ってきたその人を、この家の跡あと取とりにするために」

「……」

「そしてなかなか世よ継つぎに恵めぐまれなかった召喚師の家の人も、代々そうした不思議な力のある名門、天白家の人間ならと、話はうまくまとまったのだそうです」

　隆次。

　木島京司が、オヤジだと言っていた人物。

「それが……木島」

　花果菜は頷いた。

「ですがあるとき、木島家の里親が事故か何かで亡なくなったのだそうです。そしてそれ以来、隆次という人も行方ゆくえを眩くらましたのだとか……」

　ばたん、といきなり部屋のドアが開いた。

　寝間着姿、額に包帯、鼻や頰ほおに脱だつ脂し綿めんの大きな絆ばん創そう膏こうを貼はった千影がずけずけと入って来るなり乱暴に腰こしを下ろし、酒瓶をそのままラッパ飲みした。

　クールどころではなく、ひどい目付きで。

「その木島隆次が立ち上げたのが最悪の傭よう兵へい集団、木島連隊。敵は生かして帰さない。入ったら死ぬまで抜ぬけることは許されない。木島キョウジは、その木島隆次の跡取り息子むすこってことよ」

「……」

　千影の不ふ機き嫌げんな目が、睨にらむようにヒデオに向けられる。

「何が召喚師よ。あれはもっとシリアスで、もっとリアルな本物の人殺しよ。妖よう精せい使いさんのようなファンシーな人間が敵かなうような相手じゃないのよ」

　吐はき捨てるようにまくし立てて、またラッパ飲み。

「桃条さん、まだ傷もあるのにそんなに飲んだら……」

「痛いのは生きてる証しよう拠こだわ。それに見たでしょ。私も普ふ通つうの人間じゃないの。平気よ、骨折だって一週間もあれば治るから」

　瞬しゆん発ぱつ力。跳躍力。木島京司を吹ふき飛ばした魔ま法ほうのような光の玉。二十歳はたちを超こえていると言うには若々しい外見も……そういったこと、なのだろうか。

　腕うでの包帯を眺ながめながら千影は言う。

「私たちは、そういう兵器。改造人間。人造魔人。でもそんな関東機関を片手だけで壊かい滅めつさせたのが、あの木島キョウジという男。文字通りの皆みな殺ごろしだったわ」

「……」

　関東機関というものがなんなのか、改造人間といわれてもどういうものなのか、ヒデオにはわからない。

　だがセキュアに感じたのが、鉤かぎ十字の関式を見たときのそれだったように。木島京司の言動に感じたのは……搭とう乗じようしていたパイロットたちのそれだったと。そのことだけは、はっきりと思い出す。

　ああ、だからこんなに気持ちが重いのかと。ようやく、思い至る。

「だから政府はそれ以来、この家の監かん視しを強めていた。あの男とこの国との接点は、もうそれしか残っていないから。そして数日前、未み確かく認にんだけど木島キョウジがこの国に入ったという情報があった。だから私はその監視任務に志願した。いくら生き返ったって、それは鈴すず蘭らんのおかげであって、あいつのやった罪が消えるわけじゃない。私たちのトラウマで、復ふく讐しゆうの対象。同じように殺してやらなくちゃ気が済まない。悲鳴を上げさせながら切り刻んでやらなくちゃ気が済まない……」

　そこまで言って、千影は溜ため息いきをついた。

「……と思ったら、我を忘れたわ。フラッシュバックなんてそれこそ物語上の演出だと思っていたけど、すごいわね。キョウジとチャンが揃そろっていただけで、身も心もあの時に立ち返っていた」

　表情はもう、随ずい分ぶんと柔やわらかい。

「で、気付いたときにはやられていたわ。歯も立たなかった。当たり前だわ。裏世界の傭兵なんて易やさしいものじゃない。闇やみを通り越こして第四世界に片足突つっ込んでるような神器持ち。沙さ穂ほでも勝てなくて、菊きく人ひとでさえ逃にげを決め込んだんですもの。私が勝てるはずがない。それがはっきりわかった。だからもういい。諦あきらめた。私の話はおしまい」

　またラッパ飲みする。

　花果菜は二つしかコップを持ってきていないので、仕方ないのだが。

「それと……助かったわ、花果菜さん」

「いえ。私は結局何もしませんでしたし……」

　そうは言っても最初に花果菜が牽けん制せいしなければ、あの流れではどうなっていたかわからなかっただろう。そのおかげで京司が立ち去ろうとしたのは、事実なのだ。

「さすがに、本当に引き金を引けたかと言ったら……わかりません。お礼なら川村さんに」

　千影の視線が、ヒデオを向く。

「……」

「……。」

　少し無言のまま。

「……言って欲しいの？　お礼」

「……。いや……」

　言って欲しいかと問われてハイというのも。

　なんだかずるいような……。

「冗じよう談だんよ。ありがとう」

「……。」

「お礼に、これからは少し見直してあげる」

　初めて聞いた、千影の素す直なおな言葉。傷だらけなのに妙みように綺き麗れいな笑顔えがお。

　ヒデオは言葉を詰つまらせた。

「い……いや……しかし。僕は。まあ、当然のことを……したまでで」

「ふぅん。震ふるえてたクセに」

「っ……、いや。あれは……、つまり……」

　ヒデオはしどろもどろになるが、千影はあのとき、朦もう朧ろうとした意識の中で感じていた。ヒデオの腕の中にいたのだから、知っていて当然であった。

　ヒデオは恐きよう怖ふに震えていた。

　だから千影は、ヒデオの行動が当然じゃないことをわかっていた。強いだけの連中なら、いくらでも知っている。そいつらは強いから、あのような場合、当たり前のように飛び込んでくるが……ヒデオは違ちがう。震えるほどの恐怖を押し殺して、飛び込んできてくれたのだ。

　それは決して、当たり前にできることなんかじゃない。だから千影は、ヒデオを少し見直した。そしてヒデオがどうしてモテるのか、少しだけ理解した。

　もちろん千影自身は、その程度でなびくようなことはないけれども。

「じゃ……言うこと言ったし、お邪じや魔まなら帰るけど」

　花果菜が手を振ふって遮さえぎった。

「いえ、いいんです。私の方もこの家の面めん倒どうに巻き込んだ手前、川村さんに事情だけは話さなければと思っただけで……。でもそれはもう、千影さんが来たときには話してしまっていたので」

「そう。じゃああなたの番ね」

　と、千影がヒデオを見る。

「……いや。何が」

「花果菜さんが話して、私が話したんだから、あなたの番だって言ってるの」

「……。何を」

「そんなの自分で考えなさいよ。ああ、でもつまらない話はもういいわ。疲つかれちゃったから」

　花果菜が苦く笑しようする。

「そうですね。私も、何か気楽な話がいいです」

「……しかし」

　千影がニヤと笑う。

「ヒキオタニートにそんな大層な話期待してないわよ。最近面おも白しろかったゲームとかアニメとか、そういう非モテらしい下らないのでいいから」

「だからっ。ニートでは、ないとっ……」

　そうして、ほんのちょっとの話のはずが、新たな酒とツマミとが用意され。

　長いようで短くもあった二日間は、あっという間に過ぎていった。




　　　　⑧




　翌日、天白家の人々、特にアカネに惜おしまれながら東京に帰ってくると、那な田たから連れん絡らくがあった。内調からの話が、神しん霊れい班にも回ってきたのだ。

　誰だれもいないオフィスに呼び出され、口頭での報告となった。

「ふむ……木島京司に関してはこんな所か。概がい要ようは把は握あくした。骨休めのはずが、とんでもない休きゆう暇かになってしまったようだね」

「まあ……。そうかも、知れません」

　木島京司。

　過去に東京国立展示場占せん拠きよ事件を起こしたという。

　そんな大規模なテロ事件。しかも千影が言うように、大勢の犠ぎ牲せい者しやが出たというのであれば、もっと大々的に報道されていそうなものだが……ヒデオは、よく覚えていなかった。高校生時分の頃ころだが……、だったら友人らとも何かしら話しているはずが……いや、話したような記き憶おくもあるのだが、よく覚えていなかった。

〝あれに関しては、その後に無茶苦茶あったから。事件としては存在しているけど、そういうものなのよ〟

　なんだか含ふくみを持ったノアレの言葉。だがこういう世界に踏ふみ込んでからというもの、そういう理解の及およばない話が多すぎて、逆になんだかもう慣れた。

（……）

　そもそも天白家から、アパートに寄らず真っ直すぐにオフィスへ出ていた。二日酔よい気味、寝ね不ぶ足そく気味で、少しぼんやりする。

〝しっかりしなさいよ。ウィリアムから聞いた話は言わなくてもいいの？〟

　……そうだった。

「局長。それと、もうひとつ」

「何かね？」

　サイクロンソフト社の御おん曹ぞう司しが、〝組織〟からの技術供きよう与よを受けたという話をした。正確には供与と言うより、一方的に送り付けられたものだったということ。そして……日本ではどうかはわからないが、アメリカか、ヨーロッパか……ともかく財界人の間では、そうしたものが噂うわさのタネ程度にはなっているということ。

　最後に、ウィリアムの身の安全のために……。

「……箝かん口こう令れいは、わかっていたのですが。具体的にあの島であったことについては、言っても理解に苦しむだけ、と思ったので言わなかったのですが」

　ノアレが姿を現した。

「そういう連中同士の襲しゆう撃げき事件があった、っていう事実だけ明かしたわ」

「なるほど……」

　那田が小さく唸うなりながら、メモを取っていた万年筆の尻しりで、こめかみを搔かいている。

「……やはり。その。処しよ罰ばつ、など……」

　ヒデオが恐おそる恐る口を開くと、那田が嘆たん息そくしながらカミソリのように鋭するどい視線を向けてきた。

「罰金百万円だな」

「っ……」

「……というのは、もちろん冗じよう談だんなのだが」

　……。

　どうリアクションしていいかわからぬヒデオの横で、ノアレが呆あきれていた。

「オジサマ、つまんないわ。夜のお店とか行ってもあんまりモテないでしょ」

「……そんなことはない」

　という割には体てい裁さいを整えるような咳せき払ばらいをした後。

「箝口令と言っても、こちらもそこまで具体的な状じよう況きようは想定していない。君がノアレ君やウィル子君の存在を面白がってマスコミ関連に発表しないようなもので……そういった常識の範はん囲い内での行動であれば、処分の対象にはならんよ。安心したまえ」

「そう、ですか……」

　ほっとして肩かたを落とす。

「なおさら今回の場合はそのウィリアム・ウィンドー氏本人が当事者なわけだろう。身の安全を危き惧ぐしての注意喚かん起きであれば、妥だ当とうと言うべきだ。……が……」

　最後の最後は、独りごちるような小さな声だった。

「が……、何？　オジサマ」

「……いや、もう少しルールに厳しい方が、こうしたお役所では出世がしやすいというだけのことだよ。私としては、あれこれ相談されるよりも楽でいいのだがね」

「そんなだから翔しよう香かお姉様や繁しげるみたいに、いい加減な人間ばっかりなのね」

「……私は部下の個性を尊重しているのだよ、ノアレ君」

「それはそれは。存じ上げなかったもので」

　知ったように小さく笑うノアレに、那田は小さく頷うなずいてから。

「ともあれ、せっかくの盆ぼん休やすみだ。話は以上だ、連休を楽しんでくれたまえ」

「はい。それでは」

　ヒデオが踵きびすを返し、ノアレが姿を消し。




　改めて一人になったオフィスで、那田は一枚の書類を取り出した。

「……妥当ではあるのだが」

　本来なら機密とわかっているのであれば、ウィリアムに注意を促うながす前に、確かく認にんを取るべきなのだ。今の時代、電話を一本かける程度がどれ程ほどの手間だろうか。

　無人島では軽けい率そつと指し摘てきされても止やむを得ぬ、我が身を省かえりみない独断専行の報告。今回は、桃条千影を身を挺ていして救ったという。

「出世と言うより、彼は……」

　常に控ひかえめで思し慮りよ深いが故ゆえに、誰だれかを気に掛かけすぎるのだろう。

　そう、つまり。

「組織というものに属するには、優やさし過ぎるのかも知れんな……」

　その書類には、宮く内ない庁ちよう、警察庁、自衛隊の合同で、早ければ来年にも立ち上げることになる実験部隊の組織図が示されていた。

　対精せい霊れい特化戦隊。

　各庁高官たちの間で霊レイ戦センと通つう称しようされる、その第一グループ隊長候補の欄らんには天白花果菜の名と同時。

　川村英ヒデ雄オの名が記されていた。




　　　　◆




　日も沈しずみ、炎えん天てん下かを逃のがれた月の明るい夜。

　野戦服にヘルメット、フル装備のガスマスクはいつものように堤てい防ぼうの端はしで釣つり糸を垂らしていた。

「……」

　夜釣りをする背後から、気楽に近付いてくる足音一つ。部下のコンバットブーツではない。革かわ靴ぐつだが甲こう山やまの歩調でもない。ファッションモデルのように規則正しく気取った、そういう足音。

　どこかで聞いたことがある……そう思ったときだった。

「ひゃははっ、なんだよカスター。おめぇ、まぁだそんなだっせぇカッコしてんのかよ」

　最初の笑い声で思い出したが、振ふり返って完全に思い出した。

「キョウジじゃねえか。まだ生きてたのか」

「バッカおめぇ、勝手に殺すんじゃねえよ。死んだって葬そう式しきにも来ねえくせによ」

　海へと向き直ったガスマスクは、リールを巻きながら言った。

「日本人は死んだらコウデンとか言って金せしめるんだろ？　バカじゃねえの。誰が死人に金払はらいに行くかよ。そもそもお前の葬式なんて出す人間いるのかよ」

「そりゃそうだ」

　京司はシガーケースから、針のように細い葉巻を取り出した。

「……お前こそどこのマフィアだよ。今どきほんとのマフィアでもそんなカッコしてねえぞ」

「流は行やり廃すたりじゃねーんだよ。俺のはよ、こういう生き方スタアイルなのぉ。わかるぅ？」

「何がスタイルだよ。弾たま喰くらって死ぬのに何着てても一いつ緒しよだろうが」

　ガスマスクはくぐもった嘆たん息そく一つ響ひびかせて、針にかかったゴミを傍かたわらのゴミの山に投げ捨てた。

「あのケルベロス隊が清せい掃そう活動とは殊しゆ勝しようじゃねーの」

「そうだろう？　そうなんだよ。これからは戦争屋もエコの時代だと思ってなー、あーファックファック」

　仕し掛かけに餌えさを付け直し。立ち上がったガスマスクは、竿さおをフルスイングして思い切りぶん投げる。ビールケースにまた腰こしを下ろして、言った。

「んで？」

「この近所で〝ファントム〟が出たって聞いたんだがよ。おめぇらなんか知らね？」

　昨日の今日ではないが、突とつ如じよ現れた数年ぶりの知り合いから聞かれるとは思わなかった。

「……ハーケンクロイツのファントム部隊か」

「それ」

「さあてな。俺らは見なかったな」

　ガスマスクが言うと、京司はようやく葉巻に火をつけた。ブランド物のライターを握にぎった右手には、相変わらずの革手て袋ぶくろ。

「この船の登録会社にケンカふっかけたって聞いたぜぇ。雇やとわれてんだろ、おめぇらよ」

「お前はスタァ～イリッシュかも知れんが、俺らはプロフェ～ッショナルなんでな。クライアントのことはあんまりほいほい喋しやべらない……」

「あっれー!?　懐なつかしい気配がしたと思ったらキョージじゃない!?」

　静かな夜釣りに、賑にぎやかな声。鉄メットを被かぶった女がブンブンと元気に手を振りながら駆かけ寄ってきた。

　京司がうんざりと口をへの字に曲げる。

「……うぉーいカスターさんよーぉ。なぁーんであの女がここにいるんだよーぃ」

「ああ？　お前の知り合いか？　だったらお前が首に縄なわ付けて連れて帰れよ。プレゼント用のリボンは俺が用意してやるよ」

　そうこうするうち、マックルは京司の目の前までやってきた。ぽんぽんと腕うでや肩かたを叩たたく。

「や、や、久しぶりねぇ、キョージ。元気してた？　ずいぶん背が伸のびたわねー。立派に育ってくれてお姉さんは嬉うれしいわっ」

「うっせーんだよバーカ。相変わらずやかましい女だな。しかもほんとにトシ取らねえんだな、おめぇ」

「うん、うん。神さまだからねっ、あたし」

　ニコニコ、ニコニコと、マックルは心底嬉しそうに笑っていた。

「で、で。なに？　ここまであたしに会いに来たの？」

「死んでもねぇよ。なんでおめぇがいんのかも知んねぇよ」

「あら、そ」

　そう言ってから、彼女は気付いたように周囲を見回す。

「リュージは？」

「とっくにくたばったぜぇ。南米のどっかでな」

　マックルが、そこで一度瞬まばたきした。

　悲しむ様子ではないのだが。

「そう。そっか～。うん。……うん。ま、生き急いでたしね」

　かといって先さき程ほどまでのように、底そこ抜ぬけに明るいわけでもない笑顔えがお。

　ガスマスクはリールを巻く。

「お前、キョウジの知り合いなのか」

「うん。前に会ったときは、まだローティーンで、背もこれくらいだったけどね」

　マックルが、自分の顔くらいの高さに手を横切らせる。改めてガスマスクが見た今の京司は、マックルより頭一つ背が高い。

「……前からおかしいとは思ってたが、お前トシいくつだ？」

「やぁねぇ。普ふ通つうの神さまよりは全然若いわよ？」

　当然だが、ガスマスクは普通の神さまがどんなものかわからない。そもそも神さまがなんのことなのかも、わかりようもない。

「ヤンキーこそキョージの知り合い？」

「この業界はあんまり広くないからな、クラウツ」

　気にせずマックルが手を叩いた。

「じゃあせっかく会えたんだし、三人の再会を祝して……！」

　言いかけたとき、京司がまだ中なか程ほどまでも吸っていない葉巻をゴミの山に吐はき捨てた。

「この国には、そのオヤジのこさえた借金返しに寄っただけなんだぁよ。権利だか資格だかの関係もあるしよ」

「何よぅ。違い法ほうビザ？」

「ひゃははっ、ちげーよ。前にすぐそこでテロ騒さわぎ起こしたかんよ」

　それにしては気楽な様子で、京司が遠方に見える巨きよ大だいな現代建築を親指で示す。

「つーか、お前らこそなんでこんな国にいんだぁよ。センソーでも始める気？」

「うん！」

「うんじゃねえ」

　マックルは笑顔で頷うなずき、ガスマスクが否定する。

「何よー、ウォードッグでしょ？　あなたたちも戦争屋でしょ？」

「誰だれがその戦争を起こして、クライアントは誰なんだよ。金をもらえない戦争を仕事とは言わないの。そんなのただのアホが殺し合ってるだけじゃねーか……ってふぁああああああああああああっく!!」

　釣つり上げた大物ゴミを、ゴミの山にスマッシュヒットする。

「もう頭に来たぞこの野や郎ろう、新聞に投書してやるッ!!」

「……おめぇが下手なだけなんじゃねーの？」

「うるっせえバーカ!!　お前みてえなのがパカスカポイ捨てするから海が汚よごれるんじゃねえかッ!!　啓けい蒙もうして啓発することで警けい鐘しようを鳴らすんだよッ!!」

「ああ？　おめぇだってドンパチすればそこら中に鉛なま玉りだまと薬やつ莢きようバラ撒まいてんだろうがよ。それとも全部拾って帰ってんのかよ」

「……」

　ガスマスクは特に肯こう定ていも否定もせず、静かに釣り道具を片付け始めた。

　マックルが言う。

「取っていいのは命だけ。残していいのは地じ雷らいだけ」

「「何言ってんだてめーは」」

「名言」

「「バーカ」」

　京司が歩き出すと同時に、手早く釣り道具をしまったガスマスクも歩き出す。

「何よーぅ」

　マックルが唇くちびるを尖とがらせながら付いていく。

　月が、傾かたむいていく。
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　この夏こそは自分もヒキコモリという殻からを脱だつし、アクティブかつポジティブかつスタイリッシュにキメると決めたのです、闇やみの神よ。

「……と、つい先日お伺うかがいしたわけですけど閣下」

「……」

　炎えん天てん下かにアクティブに外出しようと思えるほどポジティブであれば、人間そもそもヒキコモリになどなったりしない。

「スタァイリッシュは？」

　それをいの一番に否定したのが誰だれだったか忘れたとは言わせない。

「……」

「……」

「……根に持つ男は嫌きらわれるわよ」

　結構。もう結構だ。

　もう誰にも騙だまされない。誰の甘かん言げんにも弄ろうされない。悪の組織だとか、魔ま族ぞくだとかは以もつての外、国家公務員だって油断も隙すきもあったもんじゃない。

「それは美み奈な子この時点で学習しなさいよ」

「……ともかく」

　無む駄だにクーラーの効いた部屋で毛布を被かぶりながらネットｏｒゲーム。文明の利器を余すところなく使いこなしてこそ正しく現代人であり、六ろく畳じよう一間という一国一城の主あるじは……と、ヒキコモリ特有の理論武装を展開しようとしたときに電話が鳴った。

「……。」

「……出ないの？」

　電話も、来客もそうなのだが。

　好き好んでこんな自分に接せつ触しよくしてくるような人間自体がロクなもんじゃないとそろそろ学習したような気がしておいそれと手が伸のびない。

「重じゆう症しようね……。……でも私はヒマなの」

「あ」

　と言う間にノアレが通話ボタンを押してしまった。押してしまった以上、居留守は使えない。今さら切ったら変な奴やつだと思われかねな……。

「い、い、か、ら」

「……、もしもし」

　すごむようなノアレに急せかされ、誰からかも確かく認にんせずに電話に出る。

《あ、もしもし。北きた大おお路じです》

「これは。どうも」

　美奈子だった。

《オフィスの方に寄ったら、ヒデオさんはまだ休きゆう暇か中だと聞いて……今ってアパートの方にいるんですか？》

「ええ。まあ」

《あ、よかった。実はですね、ほら、うちの父が役職柄がら、この時期になるとあちこちからお中元をもらったりしまして。とてもうちだけでは食べきれないので、お裾すそ分わけにどうかな、なんて思いまして……》

「はい……それは。ありがたいですが」

《そうですか！　よかった、メロンとか蟹かにとか、早く食べないと傷いたんでしまうもので。じゃあこれからお邪じや魔ましても大だい丈じよう夫ぶですか？》

　そういう、電話だった。

（……）

　メロン。

　蟹。

　家族で食べるようなご馳ち走そうであり、仙せん人にんが霞かすみの如ごとくカップラーメンとコンビニおにぎりを主食とする孤こ高こうのヒキコモリには生しよう涯がい縁えん遠どおい食べ物である。

　素す晴ばらしい……！

「ほら。よかったじゃない」

　はい、闇の神よ。全く仰おつしやるとおりです。

　ヒデオがそうして悔くい改めていると、再び電話が鳴った。

《川かわ村むらさんですか？　天あま白しろです。先日はどうも》

「いえ。こちらこそ、お世話に」

《いえいえ、こちらこそ。今、電話って大丈夫ですか？》

「はい。大丈夫です」

《そうですか、実はそれでですね、うちの爺じい様から迷めい惑わくをかけたお詫わびにって土産みやげをいろいろ持たされまして。今日はもうお仕事に？　それとも……》

「ああ、いえ。まだ、休みでして。アパートに」

《そうですか。私も明日あしたまで休暇をもらってるんです。この前は川村さんに迎むかえに来てもらいましたし、住所を教えていただければ直接そちらへ……》

　という、電話だった。

　そうまで言ってくれているものを、当然、断れなかった。

「……美奈子とバッティングしたらややこしくなるんじゃない？　本家に何しに泊とまりに行ったとか」

「……そこは。なんとか」

　ヒキコモリは元来ＮＯと言えない人種なのだ。セールスだってひとしきり話を聞き終わった後で、辛かろうじて「では、また今度、考えておきます……」と言うのが精せい一いつ杯ぱいのか弱い生き物なのだ。

「仙人の孤高はどこへ」

　ともかく、厚こう意いで言ってくれているものを断れないではないか。

　すると、また電話が鳴った。

《こんにちは、妖よう精せい使いさん》

「……どうも」

　千ち影かげだった。

《大した用件じゃないわ。上司から散々怒おこられて、天白家はもちろんだけどあなたのところにも詫びに行けって。菓か子し折おりでいいわよね？　神しん霊れい班のみんなで食べられるだけ買っていくから》

「いや、その……」

《ああ、いなかったらドアの前にでも置いていくから気にしないで。それじゃ》

　という電話が、一方的に切れた。

「……ま、いいんじゃない？　花か果か菜なお姉様と千影お姉様は、それぞれ事情を知ってるわけだし」

　まあ千影が悪乗りしても、花果菜が弁明してくれるし。花果菜の方がアカネどうこう言い出したとしても、今度は千影がこんなヒキオタニートのどこが……とアンチフォローしてくれるだろう。

「それもまたイヤな安心の仕方ね……」

　ともあれ、全員が同じ時間に来ると限ったわけじゃなし。

　そう思っていると、四度目の電話が鳴った。

「……」

「……」

　さすがに、ノアレと顔を見合わせた。

　二度あることも、三度までは許容されるが。

　いや、しかし。




『着信　名な護ご屋や河かわ睡すい蓮れん』




「「……。」」

　先せん輩ぱいである。急な仕事の呼び出しやも知れぬ。というか、マックルと秋葉原を歩いたときに無視した翌日、道場での稽けい古こ時間が普ふ段だんの四倍に増えた。ちょっと生死の境を垣かい間ま見たので、出ないわけにはいかない。

「……もし、もし……」

《何をもたもたしているのですお前は。なんのために電話を携けい帯たいしているのです。早く出なさい》

「いや。その」

《わたくしは全くそのような気き遣づかいはいらないと言ったのですが、母がどうしてもお前に中元の品を持って行けと言うのでこれから向かいます》

「……。いえ。それは」

《先輩からの心付けが受け取れぬとでも》

　不ふ機き嫌げんな声の向こうに大人びた女性の、なだめるような優やさしげな声が聞こえた。

《だからね、睡蓮。川村さんにはいつも送り迎えでお世話になっているんでしょう？　そういう口の利きき方はしないのよ》

《っ……、わかっております母上》

　なるほど。今日は自宅にいるらしい。

《なぁにぃ睡蓮、仕方ないなぁ、恥はずかしいならお姉ちゃんが一いつ緒しよに付いてってやろうかぁ～？》

　すぐ近くにいるのか、そのいやらしい笑えみが目に浮うかぶような鈴すず蘭らんの声。

《姉上こそ伊い織おり貴たか瀬せ以下あの珍ちん妙みよう奇き天て烈れつ共に何かくれてやってはどうなのです》

《私は給料あげてるからいいの。……ってことでヒデオくん、睡蓮のことよろしくねー》

《姉っ！　何を勝手に！》

　なんだかドタバタしているうちに、切れた。

「……」

「……」

　……。

　…………。

「さすがに四人だと、誰だれかと誰かはバッティングしそうよね」

「……まあ」

　話を一方的な方向へ持っていくのは、美奈子だけだ。だから……。

　……。

「……」

「……？　どうしたの？」

「……めんどくさい」

「うわっ。声に出して言ったわね……？」

「誰がどうであろうと、もう、めんどくさいんだっ」

　ヒデオはただでさえ悪い目付きをさらに悪くして毛布を被かぶると、ネットサーフィンの続きに戻もどった。

「……今まで、結構無理を通してきたのねヒデオ……」

「……」

　どうせ三人も四人も同じことではないか。来るなら来てみろこんちくしょう。

「まあ、私はそうなるほど楽しいからいいんだけど……」

　しばらくすると。




　ピンポーン。




「……」

　さっそく最初のチャイムが鳴った。

　ヒデオは玄げん関かんに向かい、ドアを開ける。

「来たわ、旦だん那な様」

「……。はい……」

　エルシア様だった。




　　　　②




　アポイントメントを取った四人はその後、バッティングとかいう以前に全員一いつ斉せいに来た。アパートの前の道路、またはアパートの駐ちゆう車しや場などで顔を合わせたらしい。

　美奈子の持ってきた高級食材から。

　花果菜の持ってきた山の幸から。

　千影の持ってきたスイーツに。

　睡蓮の持ってきた一いつ升しよう瓶びん二本の化け粧しよう箱詰づめ。

　今日は睡蓮も千影も含ふくめて私服姿。

　そうして置きに来ただけという割には、うら若き乙おと女めたちが揃そろいも揃ってせっかくの夏にその後の予定もないらしく、自然と飲み食いの流れとなっていった。

〝そして賑にぎやかなほど存在感をなくしていくのがヒデオなのよねぇ……。こうなると逆に私もつまらないのよ〟

　存在感云うん々ぬんではないのです。

　そもそも存在するための居場所がないのです。

〝自分の家でしょうに〟

　しかしながら今回に限っては、ヒデオのように静かなのがもう一人。

「人の子は、つくづくこういったことが好きなのね」

　四人の社会人女性がそれぞれの職場や人間関係といったありがちな話に花を咲さかす中、浮うき世よ離ばなれしたプリンセスは部屋の隅すみ、ヒデオの隣となりで横座りになっていた。特に不服、不満そうな様子ではなく、ただそうして眺ながめている。クルマで来た者も多いので、酒は控ひかえめ。エルシアも趣しゆ味みに合わないのか、アルコールではなく麦茶であった。

「……そう、言えば。今日は」

「いいえ。私は何も。気が向いたから来ただけ」

　その涼すずしげな目線は時折、千影の持ってきたスイーツ詰め合わせの方に向いていた。

「もう少ししたら帰るわ」

　飲み食いがデザートの流れになったら、という意味だろうか。

「ヒデオさん、どうですか？　何か食べたいものがあれば本官が取ってあげますよ」

「ほんと、アカネさんと言い北きた大おお路じさんと言い、甲か斐い甲斐しいことねぇ……」

「へっ？　アカネさん……って、あの、爆ばく弾だん魔ま……じゃなかった、錬れん金きん術じゆつ師しの……？　あれ？　でもなんで桃もも条じようさんが」

「アカネちゃんは私の従妹いとこなんですよ。川村さんも桃条さんも先日、本家の方に遊びに来てくれまして」

「ああ、そうだったんですか……って、本家!?　実家!?　何しに行ったんですかヒデオさん!?」

「あっ!?　いえ、北大路さん、それはその言葉の綾あやというか、そんな大したことではなくてですね……！」

　大勢での流動的な会話の中なので、必然的にボロも出る。話に興が乗れば、加速もする。

「でっ、でででっ、でもでもでですよ！　天白さんではありませんよね!?　この前の訓練で会ったばかりですもんね!?　じゃあそんな！　まさか！　ほんとに高校生に非実在的なあれで責任取らされるような……！」

「何を狼狽うろたえているのですか美奈子。狭せまいのですから少し落ち着きなさい」

「おおお落ち着いていますけどなごわやかさん！」

「なご……。わたくしは名護屋河、です」

「です、けれどもっ!!」

　千影からは、さてやっと面おも白しろくなってきたわ、という視線。

　花果菜からは、すみませんやってしまいました、という視線。

　美奈子からは、信じてはいますけど、という視線。

　睡蓮からは、この警官をなんとかしなさい、という視線。

　四者四様の視線がヒデオに集中する。

　さて美奈子がカツ丼どんの出前を取る前に、どう切り抜ぬけようか……とヒデオが考え始めたときだった。




　ピンポーン。




　チャイムの音に、視線は玄げん関かんのあるそちらへ。次に再び、この部屋の主あるじであるヒデオの方へ。盛り上がりが一いつ旦たん途と切ぎれた。

（……）

　さすがに六人目はないだろう。

　この際、郵便でもセールスでも来客でもなんでもありだ。うまく活用する他ほかない。

　ヒデオは、その程度の気持ちだった。

　そういう、ずっとずっと軽い気持ちだった。

　だが……来訪者は、そんな生なま易やさしいものではなかった。

　ドアを開けた先には旅行トランクを手にした十八歳の女の子が、少しはにかむように立っていた。

「えへっ、来ちゃった」




　ドバダンッ!!




「ッ……!!」

　ヒデオは渾こん身しんの力でドアを閉めた。

　美奈子の暴走なんてこの際どうでもいい。そんなことは二の次三の次四の次五の次六の次七の次八の次九の次十の……。

「……あの……、ヒデオさん？」

「っ!?」

　美奈子の声に、はっと我に返る。

　不思議そうな視線、五人分。

「来客ではなかったのですか」

　睡蓮の眼まな差ざしが、不自然さを疑うそれに変わる。

「っ……、ぁ……、いや……セー」

「セールスにしては随ずい分ぶん若い女の子みたいだったじゃない。高校生くらいに見えたわ」

　トレジャーハンターが真っ先に機先を制してきた。

「……なに。五人も女の子を呼んでおいて、まだ誰だれか招待してたの？」

「いや……、違ちがう……、決して……」




　ぴんぽーん。ぴんぽーん。




「っ……」

　なんだって、わざわざこんな、ときにっ……!!

「とにかくっ」

　ヒデオはドアを押さえたまま、振ふり返って言った。

「少し、出かけてきますっ」

　身体からだが通り抜けられるぎりぎりだけドアを開けると、ヒデオは煙けむりのようにその隙すき間まをすり抜け出て行った。

「……なん、でしょうか？」

　花果菜の疑問に千影が答えた。

「高校生。しかも私たちのような、表向きの顔見知りには知られたくない相手ね」

　銃じゆうや何かでさえ微み塵じんも狼狽えぬヒデオを知っている睡蓮は、さもわかったように首しゆ肯こうする。

「なるほど。わたくしも、あそこまで取り乱したヒデオを見たのは初めてです。余よ程ほどの事情ということですか」

　美奈子がハラハラと視線を泳がせる。

「なんですか……高校生相手に、表向きではない余程の事情というのは……。ヒデオさんは確かに、その……。ええーと……。あの……前科があったとしても、それは非実在性の世界での話であって……」

「目を覚まして北大路さん」

　睡蓮以上に知ったような口を利きいたのは千影であった。

「川村ヒデオは、小学生や中学生をも手て籠ごめにするような真性の妖精使いなのよ」

「……ちょっと事実確かく認にんだけでも」

〝信じ切れぬのが美奈子殿どのの今一歩のところでござるよ……〟

　他には聞こえなかったが、気合いを入れるように十手をテーブルの脚あしに叩たたいてから美奈子が腰こしを上げた。

　追って睡蓮も立ち上がる。

「そこまでの悪あしき気配は感じませんでしたが……しかし万一にも後こう輩はいの不始末となれば、わたくしにも責任があります」

　困った様子で花果菜は言った。

「……桃条さん。面おも白しろがって言っていませんか？」

「花果菜さんは面白いと思わないの？」

「……あまり、肯こう定ていはできませんが」

「否定は？」

「……それも……、あまりしませんが」

　結局、千影につられて花果菜も立ち上がる。

　エルシアだけが些さ事じに興味もなく、その場でグラスを傾かたむける。




　　　　③




　少し離はなれた小さな公園。

　少女が悪戯いたずらっぽく舌を出す。

「えへへ。ビックリした？」

「当たり前だ……」

　まだ動どう悸きが収まらない。炎えん天てん下かの汗あせも、冷たいのか暑いのかわからない。

「ごめん……そんなに驚おどろくなんて思わなくて」

「いや……」

　そう言って、ヒデオは何度目かの深呼吸をした。

「普ふ段だんなら別に、構わないんだが……なんだってこんなところに」

[image: ]

「来年、受験だから。オープンキャンパスとか、アパートとか、下調べに」

　そうか。そう言えば……もうそんな歳としか。

　かれこれ二年半だ。

　それはそうだ。

　何もおかしいことはないのだが、ヒデオはなんだか笑ってしまいそうになった。

「でね、春に引っ越こしたって手紙くれたでしょ？　泊とめてもらえるかな、って」

「……ホテルは？」

「宿しゆく泊はく費が浮うけば、その分遊びに行ったり、お土産みやげとか……なんて。だめ、かな？」

　久しぶりに見た、お願い事をするときのクセのような上目遣づかい。ヒデオは深呼吸ではなく、溜ため息いき混じりに言った。

「だったら……電話の一本くらい、先に寄こせばいいだろう」

「……驚かせようと思って」

　ヒデオは軽く頭を搔かきながら、自じ販はん機きに向かった。

「何飲む」

「あ、じゃあポカリ」

　それを一本。ヒデオはコーラを一本。

　木こ陰かげのベンチに腰を下ろす。

「……いいの？」

「何が」

「部屋……お客さん、来てなかった？」

「……いい」

　すっぱりと断言した。

「女の人？」

「……。違ちがう」

　嬉うれしそうに、ぽんと手を叩く。

「彼女！」

「だから、違う」

「悪いことしてたら、お父さんに報告するんだからね」

「……」

　気が重い。

　それが一番気が重い。全員成り行きの知り合いとは言え、そしてたまたま今日、偶ぐう然ぜんに偶然が重なって成り行きで始まった宴えん会かいとはいえ……自宅のアパートに女五人だ。

　それが最大の理由だった。よりにもよってなんでこんなときに〝妹〟が訪おとずれるのかと、頭を抱かかえたくなるのは当然のことだった。

　まあ、勘かん当どうされているのだから報告されようが何しようが、他人なのだが。

「……ここに来ることは、父さんと母さんには」

「お父さんには内ない緒しよ。お母さんに言ったら、泊めてくれるならそうしてもらえって」

「そう、か……」

　確かに東京なんて、地方ほどのんびりとはしていない。一いつ緒しよにいられるなら一緒の方がいいのだろうが。

「……で、いつまで」

「うん。でも大学とかは昨日までに全部回ってきたから。明日あしたにはもう帰る予定」

「そうか……まあ、いいけど」

「ほんと？　やったぁ。さすがお兄ちゃん」

　結局。

　ウィル子やノアレがどれだけやんちゃをしても、手のかかる妹程度にしか思えないのは、こういう本当の妹がいるからであろう。

　さて他ほかには、何を話すべきか。何を聞くべきか。

　考えているうちに少し経たち、妹が先に口を開いた。

「お兄ちゃん」

「ん？」

「帰って……こないの？」

　遠えん慮りよがちな妹の声。最もしなければならない話。それはわかっていたが、正直、話したくはない話題。だから口を開けない。

「お母さん、心配してるよ。……お父さんも」

「……」

「お父さん、墓参りにも来なかったって怒おこってた。けど……それって、お墓参りのときくらい、帰って来て欲しいってことだと思う」

「……ああ」

　それ以上、言い様はない。

　赤の他人に、墓参りになど来てもらっても仕方がない。家族だからこそ、年に一度の礼節も弁わきまえられないことを怒るのだろう。

　自分だって、実家を出るまではその父と一緒に過ごしてきた息子むすこだ。父が優やさしいことは知っている。その父が、いよいよ心を鬼おににして突つき放したのだということも知っている。

　優しい人間が怒ったのだ。

　それはつまり、それほどまで自分がダメになったということだ。

　では、そのときから自分がどれだけ変わったかと言えば……変わったことなど。胸を張れるようなことなど、一つもない。

「今は？　何か仕事、してるの？　してるよね、引っ越こしたくらいだし。アルバイトとか……」

「ああ、それは……」

　言いかけて。

　何か、心の分かたれるような感じがした。

　妹の顔を見て、家族のことを思い出したからこそ。

（……）

　自分はもう普ふ通つうの世界にはいないのだということを、ヒデオはそのとき、初めて実感した。ごく普通の人が知ってはいないことを知っている。ごく普通の人が体験し得ないことを体験してきた。

　魔ま法ほう？　精せい霊れい？　聖せい魔ま杯はい？

　そんなものの何を、どう説明すればいい？

　説明したとして、仕事もせずに引き籠こもりすぎて、どうにかなってしまったと思われるなら……まだ、それでいい。その魔法が、精霊が、そうした世界で出会った仲間たちがいかに素す晴ばらしいものであるかを、自分は知っているのだから。

　だが……銃じゆう弾だんの飛び交かい、迫はく撃げき砲ほうの雨が降り、実用型の関式に襲しゆう撃げきされるような世界に、自分は身を置いてしまった。今、置いてしまっている。それは、妹や両親には全く関係のないこと。普通の新聞やテレビだけでも充じゆう分ぶんに世界が成り立つような、ごく普通の人々には何も関係のないことだ。

　話してしまえばそれは……妹を。家族を。そんな下らないことにまで関連させてしまうことになりはしないか。

　無論、ありのままは言えない。ならば、どこまで話せる？

　話せないのなら……噓うそをつくしかない。

　では、噓をつくのか？　今までそうしてきたように、自分を偽いつわるのか？　敵でもライバルでも何でもない、本来、隠かくし事なんて必要無いはずの家族に対して？

〝……言わない方がいいわ。どこまでの線引きは任せるけどね。ヒデオが大切にしたいと思うのなら、言わない方がいい〟

　そんな、今までになく真面目まじめなノアレの声が、脳のう裏りに響ひびいた。

　そういう世界に、いるということ。

「……お兄ちゃん？」

「ああ、仕事は……高卒だしな」

　今までのような勝負のためではない。

　勝つためでもなんでもない。

　ただ、噓をつくということ。

「そっか……、不景気だもんね……」

「……ああ。だからお前も、頑がん張ばって勉強しないと、俺みたいになるんだぞ」

「……笑えないよ、お兄ちゃん……」

　ヒデオは自然と微笑ほほえみながら、妹の肩かたを叩たたいた。

　人は、こんなにも簡単に噓をつけるのだ。

　当たり前だ。今の今まで、あんなにも誰だれも彼もを騙だまし続けてきたのだから。そうして今まで、勝ちだ負けだと勝手を言い続けてきたのだから。

　更こう生せいなんてしていない。

　今さら帰ったって、親に合わせる顔もない。




　　　　◆




　そこから少し離はなれた塀へいの陰かげ。全部が全部、聞こえていたわけではないが。

「……妹さん、でしたか……」

　ほっとしたような、驚おどろいたような気持ちで美奈子が呟つぶやく。

　見立てに間ま違ちがいはなかったというように、睡蓮も言う。

「だから言ったのです。悪あしきも疚やましきもないのは当然です」

　花果菜が穏おだやかに言った。

「川村さんってクールなイメージがありますが、こうして見ると優しそうないいお兄さんみたいですね」

　そんな中で、最初に関心をなくしたのは千影であった。

「幽ゆう霊れいの正体見たりじゃないけど……拍ひよう子し抜ぬけしたわ。帰って飲み直しましょ」

「と、いうより……ご家族がいらっしゃったわけですし、我々は退散すべきでは？」

　極きわめて常識的な花果菜の提案に、他ほかの三人は、うむぅ、と口くち籠ごもった。

「で……でもあの、本官はついでですし、妹さんの分の晩ご飯でも作って差し上げようかと」

　そんな美奈子に、千影が微び笑しようする。

「本人じゃなくて妹の方から懐かい柔じゆうしようというわけ？」

「なっ、何を言ってるんですか桃条さん、本官は決してそんなやらしい気持ちではなく……！」

　そうして再び狼狽うろたえ始めた様子に、睡蓮が嘆たん息そくした。

「家主はヒデオなのですから、ヒデオが帰ってきてから聞けばよいでしょう」

　それももっともな話で。

　一方的に押しかけて飲み食いしておきながら、帰ってきたら挨あい拶さつもなく誰もいなくなっていた……では社会人女性として、さすがに体てい裁さいが悪い。

「でもその場合、私たちってなんて自己紹しよう介かいすればいいわけ？　あの子きっと、ごくごく普ふ通つうの一いつ般ぱん人じゃないかしら」

　千影の単純な疑問に、あ……、と一同口を揃そろえる。

　ここにいる四人の横の繫つながり。即すなわち、一般社会とは少しズレた世界の一員であるという共通点。当然、それぞれの所属組織から、おいそれと口にはしないように言われている。それ以前に常識的観点からしても、言えるわけもない。

　美奈子の携けい帯たい電話が振しん動どうしたのはそのときだった。

「あ、すみません、メールが……ヒデオさんから？」

　自然と四人でその液えき晶しよう画面を覗のぞき込んだ。




『これから妹を連れて帰るので、口裏を合わせてください』




「……これだけ？　設定やシチュエーションを言ってくれないと、口裏の合わせようが……」

　千影が言いかけたとき。

「……あ、皆みなさん、話が終わったようですよ。どうするかはともかく、この状じよう況きようはさすがに」

　花果菜の声で、四人はヒデオたちに見付かる前に、そそくさとアパートへ戻もどっていった。
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「初めまして、お兄ちゃ……じゃなくて、兄がいつもお世話になってます。妹の川村英えい子こです」

　正座でお辞じ儀ぎをする妹。

「はい、こちらこそ、ヒデオさんにはいつもお世話になってます。北大路美奈子です」

「天白花果菜といいます」

「桃条千影。よろしく」

「名護屋河睡蓮です」

　部屋がいよいよ狭せまいので、それぞれ軽い会え釈しやくなり、笑顔えがおなりで言うのだが。

「……」

　エルシアだけは無言のまま、一人、涼すずしげな微笑で佇たたずむのみ。

「え、エルシアさん……」

　美奈子にせっつかれて、ようやく一言。

「私のことは気にしないで」

「は……、はい……」

　よくできた妹もさすがに困こん惑わくし、気き後おくれしている。泰たい然ぜん自じ若じやくのエルシアもそうだが……それよりは、まさかこんなに大勢、しかも年とし頃ごろの女だけが揃っている事実にだろう。

　そんな中でヒデオは、心ここにあらずといったように。暑くもなく冷たくもない蝦が蟇まのような脂あぶら汗あせを浮うかべたまま、普段の五割増しほど目付きを悪くしていた。

〝……ヒデオ、大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか、憑ついているこっちまで胃の痛みが伝わってきそうなんだけど……〟

　家族に対しての顔と、友人らに対しての顔を不自然に使い分けるでもなく、平静を保ちつつ、後ろめたい部分は隠かくしつつ、妹に対しては兄としての体裁を保ちつつ、美奈子たちに対してはうまい芝しば居いを祈いのりつつ、話が悪い方向へ脱だつ線せんしそうになったら自分がそれを引き戻しつつ、妹には本当のことは知られないようにしつつ、父に悪い報告が行かないようになだめつつ……それと……それと……あと……。

〝ちょっと、ヒデオ……〟

　脳のう裏りに直接聞こえるはずのノアレの声も届かぬほど考え込む。

　その間、美奈子がどうにか間を取り持っていた。

「ええーっと、それじゃあ自己紹介も済んだところで……英子さんは高校生だから……、じゃなくて、高校生ですよね？　じゃあジュースを……」

　が。

　これだけみんながぎくしゃくすれば、不自然と思わない方がおかしいのであり。

「……ごめんなさい。なんだか、私が突とつ然ぜん来たせいで、お邪じや魔ましちゃったみたいで」

　ガッ！　とグラスを摑つかんだヒデオは。

　ゴッ！　と中身の日本酒を飲み干し。

　そして言った。

「突然来たのは……みんな、一いつ緒しよだ」

「えっ？　でも……ひぃふぅみぃ……五人も」

「突然、来たんだ。気にすることはない」

「う……、うん……」

　有う無むを言わさぬ兄の言葉に、妹はおずおずと頷うなずいた。慌あわてて美奈子がフォローする。

「そ……そうなんですよ！　それはほんとで、それぞれお裾すそ分わけやお中元なんかを届けに来たら、そこでばったり会ってしまって。ね？　皆さん」

　千影が頷く。

「ええ。食べるものと飲むものと人間が揃ったから、ついでに」

　花果菜も頷く。

「そういうわけですので、よかったら英子さんも遠えん慮りよ無く食べてください。たくさんありますので」

「あ、はい。ありがとうございます……」

　気後れしながらも、英子がご馳ち走そうの取り分けられた皿を受け取る。

　そうして少しの間、大人しく食べていた妹であったが。

「あの……そう言えば皆みなさんは、どんなお仕事されてるんですか？」

「千代田区の公務員」

「あ、はい……」

　千影が一番当たり障さわりのないところを、真っ先に切り出した。あながち間ま違ちがってはいないかも知れないが。

　続いて。

「本官は警察官を」

「私は自衛官です」

「み……巫み女こです」

　バラエティの豊かさに段々と英子の目が白黒してきて、最後に自然、優ゆう雅がな微び笑しようを浮かべたエルシアの方へ視線が行く。




「ニートよ」




「「「「「……。」」」」」

　未いまだかつてここまで勝ちを思わせるニート発言があっただろうかと全員を寒からしめる、そんなたおやかな微笑ほほえみと高貴な佇まい。

　美奈子が言った。

「えっと……その。エルシアさんって、求職とか……してるんですか？」

「ええ。このところいつも退たい屈くつだから。何か永続的に興味を持てることが見付かれば、やってみてもいいわね」

　もういっそ勝利宣言。

　誰だれも突つっ込みようもなく、少しの間、また静かになる。

　英子が食べていた皿から、再び顔を上げた。

「あの……兄が、バイトはしてるって言ってたんですけど。皆さんは、どういったいきさつで兄とお知り合いに……」

「「「「……。」」」」

　一同、馬ば鹿か正直に職業を先に明かしてしまったものだから、一緒くたにできるつながりがおいそれと見付からなくなる。

　どこをどうたぐれば、ただのフリーターが警官や自衛官や巫女と部屋に遊びに来るまで仲良くなれるかという話である。無理無む謀ぼうにも程ほどがある。ニートはともかく。

「大学のお友達……とか？　あ、でもお兄ちゃん高卒だし……」

「私は偶ぐう然ぜん知り合って」

　再び千影が一番当たり障りのない答えを言うだけ言って、深く突っ込まれる前にハイどうぞと美奈子へ手の平を向ける。

「えっ!?　私っ!?　え、ええ、本官はその、最初は偶然、誤ご認にん逮たい捕ほをしようとしまして……」

　続いて花果菜。

「ま、まあ、私の場合は従妹いとこからの紹しよう介かい……のようなものでしょうか」

　続いて睡蓮。

「わ……わたくしは、姉からの紹介です」

　最後に、英子の視線がエルシアへ向く。




「ニート仲間よ」




　妹の視線は、哀あわれみに近いそれになってヒデオの方に帰ってくる。

「お兄ちゃん……やっぱり、まだ働いてないの……？」

　ガカッ！　と疾しつ風ぷうのようにグラスを摑つかんだヒデオは。

　ゴコッ！　と迅じん雷らいのように中身の日本酒を飲み干し。

　そして言った。

「エッコ。仕事だけが人生じゃないんだ」

「そういうのは何十年も一生懸けん命めい働いて来た人が言うセリフ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。見ろ、あのスーツを」

　と、壁かべに掛かけてあるそれを指差す。

「どうせ就職活動に使ってただけでしょ……もう……」

　嘆たん息そくし、妹は言った。

「でも……ほんとに、どうやってそんなに仲良くなったの？　お兄ちゃん、昔からモテるタイプじゃなかったのに、警察の人とか、自衛隊の人とか、すごい人たちばっかり……」

「……。」

　職種としてすごいのはその二人だけで、普ふ通つうの公務員やニートは割といると思うが。

「なんていうか……お兄ちゃんと知り合いだったから、みんな知り合いになった、みたいな話だけど……」

「…………。」

「「「「……」」」」

　視線が集中する。

　ヒデオに、全員の視線が。

　起死回生の一発を願うような、そういう視線が。

　だから。

　ズガガッ！　と電光のようにグラスを摑んだヒデオは。

　ズゴゴッ！　と石火のように中身の日本酒を飲み干し。

　そして言った。

「彼女だ」




「「「「「えっ」」」」」




「全員……、俺の彼女だっ」
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〝閣下!?　閣下!?　閣下!?　お気を確かにっ!?　その発言はちょっと洒落しやれで済まないのではっ……!?〟

「黙だまれっ。大丈夫だ、問題ない。全員ちょっとツンデレなだけだっ」

〝閣下、私への返答は心の中で思うだけでいいんですよっ!?〟

「彼女なのだから。部屋に遊びに来ても、問題はない……違ちがうか？」

「お……お兄ちゃん……？」

　過度のストレスにより、ヒデオの脳は本能的にアルコールへの逃とう避ひを選んだ。

　そしてヒデオは酔よっぱらっても顔には出ない。付き合いはこの部屋の中では一番長い妹であっても、妹は肝かん心じんのヒデオが酔っぱらったところを見たことがない。だから、真顔で真しん剣けんに言っているようにしか見えない。

「でも、五人もいるけど……全員……？」

「……俺は、大人だからな」

「「「「……」」」」

　大人だからどうだという話だが。

　そこで美奈子が勝負に出た。

「ま、まあ、英子さん。多少の誇こ張ちようはありますが、本官は一応、ヒデオさんにはご飯を作りに来てあげたりしているんですよ」

「え、ええっ……!?　すみません、そんな、兄がヒモみたいな真ま似ね……！」

「えっ!?　い、いえ、本官そういうのではなくてですね、純じゆん粋すいに好意で……あ、いや、厚こう意いといいますか、その……！」

　とりあえず話を合わせろとのメールだったので、生き真面目まじめな花果菜がそういう流れかと、美奈子に追つい随ずいする。

「実は先日、川村さんは私の実家の方にも遊びに来てくれまして」

「ええっ!?　あの、それってご両親にご挨あい拶さつとかそういう……!?」

　慌あわてふためく英子に、千影がさりげなくフォローを入れた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。それなら私も一いつ緒しよに泊とまりに行ったから」

「とっ、泊まりがけ……ですか!?　ふた……三人でっ!?」

　目を丸くする英子へ、千影はさらりと頷うなずいた。

「ええ。それで、一緒にお風ふ呂ろに入ったりしたくらいかしら」

「ちょ……桃条さん!?　なんですかそれ、本官そんな話は初耳なんですけど！　天白さん!?」

　慌てふためく美奈子へ、花果菜も慌てふためいて否定する。

「ちっ、違います北大路さん！　それは桃条さんとアカネちゃんが勝手にしたことで、私は……！」

　カッ、と睡蓮がコップを置いた。

「わ……わたくしなど、先せん輩ぱい後輩と呼び合って道場で汗あせを流す程度の仲です」

「あ……それは、普通です……よね……？」

「そうです。またヒデオは、わたくしの運転手でもあったりするのです」

「……つ……都合のいい男……ですか……？」

　何を信じていいのかわからぬような目になってきた英子が、最後にエルシアに向く。




「ヒデオは、私の旦だん那な様」




「籍せき入れちゃったのお兄ちゃんっ!?　ねえっ!?　結けつ婚こんしたとかそれもう彼女じゃないよ!?　そんなの手紙に一言も書いてなかったよ!?　ねえってば!?」

「落ち着け、エッコ。先輩も。後輩も。旦那様も。許嫁いいなずけも。そんなの、全すべてシチュエーションなんだ」

「シチュ……」

　驚おどろき通しだった妹の目が、何かを悟さとったようにすうっと細くなる。

「お兄ちゃん、何か悪い遊び方してるわけじゃないよね……？」

「まあ待て。大人の俺が、可愛かわいい妹にお小こ遣づかいをやろう」

「いいよ、何だか今のお兄ちゃんからはもらいたくないから……ていうか、無職なんでしょ……？」

　英子は軽いパニック状態で唸うなってから、顔を上げた。

「……本当に、みんなお兄ちゃんの彼女なの？」

「そうだ」

「ほんとに、ほんっと～に、悪い友達なんかじゃなくて、彼女なの？」

「だから。何度も、そう言っているだろう」

　半ば怒おこったような、疑いの眼まな差ざしで英子が言った。

「じゃあ、証しよう拠こ見せて」

「どうやって」

「全員と、キスして見せて」

「「「「「っ……」」」」」

「でなきゃ、お父さんに言い付ける」

　……。

　…………。

（…………………………。）

　神よ。

　我が守護神、闇アン理リノアレ神よ。

〝うわあ変形も合体もしないで私のことを認にん識しきしてくださるなんて嬉うれしいですわ閣下〟

　酔よいが覚めたのですが。

〝今回はまた一等早かったわね。お父さんは偉い大だいね〟

　それはともかく。

　いつも大人しかったはずのあの妹が、怖こわい顔でとんでもないことを言い出しているのですが、これは一体どういうことでしょうか。

〝ヒデオが言ったんじゃない〟

　なんと？

〝ここにいるの全員自分の彼女だって〟

　……ははは、まさか。

〝まさかじゃなくて〟

　いや。

〝いやじゃなくて〟

「お兄ちゃんっ!?」

「はいっ……あ、いや。ああ。どうした、エッコ」

「どうしたじゃなくて。やっぱり噓うそなんでしょ」

「いや。それは」

「それは？」

「……。」

　最後通つう牒ちようよろしく、妹は声を低くした。

「……わかった。今度、お父さんとお母さん連れてくるから」

「っ……！　ちょっ。それは。待てエッコ。まずは話し合おう」

　さすがに焦あせった様子は妹らしくよく知っていて、英子は肩かたを落としながら大きな溜ため息いきをついた。

「……この中に一人くらいはほんとの恋こい人びとがいるとしても、全員はいくら何でも無茶苦茶だよ……」

「あ……ああ。そう、だな。ああ。……悪かった」

　それを認めただけでも、素す直なおな妹は気が済んだらしく。むしろほっとしたような表情で言った。

「なんだ、やっぱり……。見み栄えなんか張らなくてもいいのに……」

　美奈子たちの方に向き直って頭を下げる。

「ごめんなさい、兄が変なことお願いしたみたいで……」

　美奈子が慌あわて、胸の前で手を左右。

「い、いえいえ。そう、そうですよね、本官たちも、ちょっと悪乗りが過ぎてしまったようで……」

　千影が悪戯いたずらっぽく笑う。

「もうちょっと面おも白しろくなると思ってたんだけど」

　緊きん張ちようが解けた様子で花果菜が溜息。

「英子さんがあまり素直だから、一時はどうなることかと思いましたが」

　睡蓮が感心したように頷うなずく。

「兄に似ず、よくできた妹のようですね」

　最後にエルシア様のたまわく。




「でも、ヒデオは私の旦だん那な様なんだけどね」




　……。

「ま、まあ。本官も、ヒデオさんにご飯を作ってあげていることに変わりはないんですが」

「お風ふ呂ろに入ったのも事実は事実なのよね」

「……桃条さん、事実だったとしても、本家でのことをここで蒸し返すのは……」

「ヒデオはわたくしの後こう輩はいであり、運転手です」

　…………。

「……お兄ちゃん」

「……なんだ」

「……全部、ほんとのことだとしても……誰だれがほんとの彼女なの？」

　英子の言葉に、全員の視線が集中する。

「……。」

　英子が笑顔えがおで、ぽんと手を打った。

「あ、そうだ！　じゃあ噓ついた罰ばつとして、その人とキスしてくれたら、お父さんにはナイショにしといてあげる」

「「「「……。」」」」

「綺き麗れいな人ばっかりだし、私としては誰がお義ね姉えさんになってくれてもいいかなー……なんちゃって」

　てへっ。

（……）

　うちの子が一番可愛かわいいとよく言うが。

　今まで出会ってきた他ほかの女共がやはりイロモノ過ぎるというか。そうは思いませんか。

〝とりあえず、噓はもうやめておいたら？〟

　そうですね。もう隠かくす方が面めん倒どうですね。

〝ね〟

　霊れいや仕事のことはともかく、人間関係ははっきりさせておこう。

　ヒデオはグラスを一口傾かたむけてから言った。

「わかったエッコ。正直に言う」

「うん」

「全員。彼女じゃない」

「うん。お兄ちゃん、モテないもんね」

　どストレートにどキッパリと納なつ得とくされたが、家族に言われたところで悔くやしくも何ともなく。

　ヒデオは溜息一つ。

「確かに全員、個性的で、バラエティに富み、全すべて自分のものだったらと思わなくもないが……エッコ。騙だまされるな」

「え？」

「ここにいる全員、所しよ詮せんイロモノでしかないんだ」

「「「「「えっ」」」」」

〝……閣下？〟

　一度は酔よいも覚めたものの、それで摂せつ取しゆしたアルコールが抜ぬけたわけではない。

「東京はな、怖こわいところなんだぞ。見た目に惑まどわされちゃだめなんだ。会うなり人を殺人犯扱あつかいして殴なぐりかかる。家に来るなり目を抉えぐるぞと脅おどしをかける。家主の許可無く部屋のものを物色し始める。温泉旅行とそそのかして実家のいざこざに巻き込む。道場に呼び付けては稽けい古こという名でパワーハラスメントを繰くり返す」

「「「「「……。」」」」」

　だが一方でヒデオは、夢ゆめ心ごこ地ちのまま、虚きよも実もなく。実の家族に対する久々の安心感からか、ただただ思ったこと、思っていることを口にした。

「ここにいる女はな。みんな、そんなのばっかりなんだ。みんな、俺のことをからかって面おも白しろがっているだけで、だから誰一人、彼女なんかじゃないんだ……」

「……そう……なんだ……？」

　責めるでもない妹の視線に、しかし各おの々おの思い当たる節がある四名は、ばつの悪そうに目を逸そらす。

　エルシアだけは、それが悪いことだとは自覚していないのでともかく。

「……でもな、エッコ」

「なに……？」

　虚実のない、飾かざりもない、素す直なおな言葉をヒデオは続けた。

「……それでも。からかってもらえるだけでも、いいんだ。親から勘かん当どうされるような、なんの取り柄えもない、こんな俺のところに遊びに来てくれるんだから……嬉うれしい話だろう？　みんな、無茶苦茶なところがあるんだが……でもみんな、憎にくむことのできない、素敵な人たちなんだ。俺には他にも、そんな仲間が大勢いる。すごい連中が、たくさん友達になってくれたんだ」

　辛つらいことも、面倒なこともあったけど。

　でもそれは辛いと思い込んでいたり、面倒と思い込んでいただけのことも多く。

「勘当された頃ころは、ずっとひとりぼっちだったんだ。でも今は、こうやって遊びに来てくれる友達がいる。だから俺は大だい丈じよう夫ぶだ、エッコ。お前は俺のことなんか、何も心配しなくていい」

「お兄ちゃん……」

　ヒデオはもう一口酒を飲んでから、妹の頭に手を置いた。

「今はまだ、帰れないが……そういうみんなと一いつ緒しよにいても恥はずかしくないくらい。みんなに負けないくらい立派になったら、ちゃんと帰るつもりだから。だから……父さんと母さんにも、そう伝えてくれないか」

　妹は、もう二年半も会っていなかったというのに。

「……うん。わかったよ。お兄ちゃん」

　とても見慣れた素直な笑顔で、頷うなずいた。




　　　　⑥




「……ほんとに、いいのか？　泊とまって行かなくて」

「うん。お兄ちゃんが元気だってわかったから、もう充じゆう分ぶん。ほんとは、ちょっと遊んでいきたかったけど……受験生なのに、あんまり浮うかれてられないし」

「そうか」

　東京駅。

　行き交かう人波の中、わざわざ、みんな見送りについてきた。

　美奈子が幾いくつかの袋ふくろを渡わたす。

「英子さん、これどうぞ。今そこの売店で、みんなで買ってきたものですけど、お土産みやげに」

「わあ、ひよこだ！　東京ばな奈に、千せん疋びき屋やに……こんなに、ほんとにいいんですか？」

　千影が冗じよう談だんめかして笑う。

「いいのよ。ヒデオに迷めい惑わく掛かけっぱなしの変な連中……なんて思われたままだと困るしね」

「いえ、そんなこと全然……！」

　花果菜が優やさしく微笑ほほえんだ。

「でも私なんかは、実家のことで本当に川村さんにお世話になったんです。お父様とお母様に、よろしくお伝えください」

「はい、わかりました……！」

　睡蓮が言いにくそうにしながら切り出した。

「まあ……わたくしも、その、なんですか。ヒデオには手を焼くこともありますが、感心することもあります。少なくとも英子の思っているような心配は、この男には無用です。安心なさい」

「はい、お兄ちゃんのこと、これからもよろしくお願いします！」

　最後にエルシアが言った。

「一つ、いいかしら」

「はい？」

「あなたの兄が以前、命を賭として多くの命を救った……と言ったら、あなたは信じるかしら？」

「えっ……」

　エルシアの怜れい悧りな笑顔えがおに、英子は最初、驚おどろいたような顔をしたが。ヒデオも美奈子も、突とつ然ぜんの話にぎょっとなったが。

「……あははっ、まさか。お兄ちゃん結構怖こわがりで、だらしないですから。そんなすごいことできるわけないです」

「そう」

　エルシアの言葉に、英子は頷いた。

「はい。でもいいんです。そういう、ちょっとだらしないお兄ちゃんが、私の知ってるお兄ちゃんで……今日久しぶりに会ったけど、前みたいにわかりにくい冗談も言ってて、仕事もしてるのかどうかわかんなくて、だから……うまく言えないけど、あんまり変わってなくて。ちゃんと私の知ってるお兄ちゃんのままで……だから、よかったです」

　エルシアもまた頷く。

「そう。だったら何も言わないわ。きっと、私たちの知っているヒデオよりも……あなたの知ってるヒデオの方が、本当の彼の姿なのね」

「……私の……知らない、お兄ちゃん？」

　きょとんとなった妹へ、エルシアはたおやかな笑みを浮かべながら告げた。

「ええ。私の知っているあなたの兄は……とてもすごい男よ。私が知っている限り、この世界で一番ね」

「あ……、はいっ……！」

　妹はエルシアのことを知らない。

　聖せい魔ま杯はいのことだって知らない。

　だからお世辞としか思わなかったかも知れない。

　それでも英子は自分の兄が褒ほめられたことに、とても嬉うれしそうな顔をしていた。

　ヒデオとしては、もちろん気き恥はずかしくもあり。

「ほら……エッコ。そろそろ、ホームに行かないと」

「うん。じゃあ、お兄ちゃん、元気でね。いつまでも美奈子さんたちに甘えて、ヒモみたいにしてたらダメなんだからね」

「わかってる。大だい丈じよう夫ぶだ」

「うん。それじゃあ皆みなさん、今日は本当にありがとうございました……！」

[image: ]

　一度大きく頭を下げ、そして大きく手を振ふりながら。

　妹は改札を抜ぬけ、やがて人混みの向こうに消えていった。

（…………そう、だな……）

　いつかは帰らなければならない。

　そのときには、後ろめたさのない自分でなければならない。

　では、そのいつかは……いつの日になるのだろうか。

　それはまだ、わからないけれど。

「……さて、これからどうするのですか」

　睡蓮の言葉に、美奈子が言った。

「本官、お中元を届けるだけのつもりだったのでクルマで来ましたけど……なんだか、少し飲みたい気分ですね」

　千影が肩かたが凝こったように背せ伸のびをする。

「代行頼たのめばいいじゃない。大した距きよ離りでもないんでしょ？」

　花果菜が左手を返して、腕うで時ど計けいを見る。

「ではいい時間ですし、とりあえず飲む方向で決まりでしょうか。場所は……」

　自然と、視線はヒデオに集まる。

「ええ、もちろん。僕のアパートなどで、良ければ」

　そう、嬉しいことではないか。

　辛つらいと思い込んでいたり、面めん倒どうだと思い込んでいることほど……それを乗り越こえた先に、こんなにも素す敵てきな気分が待っている。

「では行きましょうか、旦だん那な様」

「ちょっとエルシアさん、前も言いましたがその呼び方は本官はどうかと……！」

「大丈夫よ美奈子さん。ヒキオタニートなんかが、魔人をどうこうできるはずがないんだから」

「ですが本当によくできた可愛かわいらしい妹さんでしたね。うちのアカネちゃんに紹しよう介かいしたら、いい友達になってくれそうな気がします」

「そもそも本当にお前と血が繫つながっているのですか、ヒデオ。わたくしが見るに、目元など全然似ていなかった気がしますが……」




　突とつ然ぜん訪おとずれた妹との邂かい逅こうは、そうして誰だれも彼もに、少しずつの幸せな気分をもたらした。

　夏は、思い出の季節。

　今日もまた、人々に多くの思い出を刻みながら、東京の日は暮れていく。







　あとがき




　連れん載さい時には八ヶ月（書き下ろし入れて十ヶ月）かかって書いていたものを、普ふ段だんの長編同様のペースで書こうというのがそもそもの間ま違ちがいなのです。大間違いです。「この世界は間違っている！」とか言って悪いことをし始める悪役は、きっとこんな気分なのだろうと思います。しかし幸い私に世界をどうこうするような大それた力がないことで、つまりこの世界は正しいのだということが証明できたものだと自負しております。駄だ目めですか。そうですね。

　今巻は連載換かん算さんだと五話分ですが、二話ほど自主的にボツにしました。うあ……。

　一番切ないのは、十周年だし何か記念になるような作品を書こうと思っていたのが、十年経たってもそのような体ていたらくで、記念も何もあったもんじゃなかったことでしょうか。まあ自分自身そんなベテランのつもりもなければ編集部もあまり気にしてはいないようなので別にいいのかも知れませんが、さすがに十年やってて新人気分もないかなーとか、そんな感じです。




　ご存じの方はご存知かと思いますが、今回登場したビル・ウィンドーとセキュアは拙せつ著ちよ初、私が考案したキャラではなく、コミック版『戦せん闘とう城じよう塞さいマスラヲ』に浅あさ井い蓮れん次じ＋プラス先生が描えがかれた同名のキャラクターがモデルとなっております。使用とアレンジを快く了りよう承しようしてくださった浅井先生には心よりお礼申し上げます！

　ライトノベルは基本的に一人で書くもので、だからこその気楽さがある一方……ときに映画やゲームのメイキングシーンなんかを見ていると、大勢であれこれアイデアを出し合っていいものを作っていく姿にはいつも憧あこがれのようなものがありました。

　しかるに今回のセキュアの話は浅井先生のネームを拝見した際に、レイセンの設定にもバシっと当てはまったような感覚がありまして、そうした「協力して作品を作る」ことの一いつ端たんを垣かい間ま見みたような気がして、なんとも嬉うれしかった記き憶おくがあります。協力というか一方的に私が浅井先生のアイデアを拝借したわけですが、イイ話ということにしておいてください。

　浅井先生、ありがとうございました!!




　話は変わりまして……『ストライクウィッチーズ零』が最高です!!

　ファンの方はもうとっくにご存じかと思いますが俺みたいにファンだけどつい最近まで知らなかった皆みなさん、そういうコミックが出てますので買いましょう！　ストーリーも面おも白しろく、空戦シーンも説明が詳しよう細さいで流れがわかりやすく、とてもかっこいい！　有り体に言えば穴あな拭ぶき智とも子こ少しよう尉いです！　自分で「豪勇穴拭」なんてスカーフぶら下げてるのが最高です！　それでもって取材の写真撮さつ影えいで見せびらかしちゃうあたりなんか、もう……！　ああっ、もうっ!!

　長らくバルクホルンとハルトマンの間を彷徨さまよっていた私ですが、今なら胸を張って穴拭智子少尉と言えます。ですがもちろんそれは私が個人的に、特に誰だれか一人と言われたら……というだけで、相変わらず登場人物全員個性的で可愛かわいく、かつ、かっこいいウィッチばかりです。

　ファンの方、是ぜ非ひどうぞ!!




　謝辞です。

　イラストレーターの上田さん、連載時と変わらぬクオリティでどうもありがとうございます。挿さし絵えやカラー見開きを二ヶ月ごとに見られなくなったのは寂さびしいものがありますが、文庫になれば書き下ろし分まで一度に拝見できるので、それはそれで贅ぜい沢たくな気もしています。まだペースを摑つかみ切れていないので、これからも不定期なお願いになるかと思いますが、今後ともよろしくお願いします。

　担当Ｗ氏。文庫の形での正式な担当は今巻までとのことで、六年もの長い間、本当にありがとうございました。振ふり返ってみるに、自分が社会人となってからこんなに長いこと綿密なやりとりをした相手は、Ｗ氏だけだったりします。今後はアニヲタ仲間として、肩かた肘ひじ張らぬよき友人となっていただければと思います。お疲つかれ様でした！




　最後に読者の皆々様。

　年間刊行点数が千とも二千とも言われる活かつ況きようを示す昨今のライトノベル業界で、実際のところ幾いくつ出てるんだとものの本や記事に聞きたいところではありますが、そうした混こん沌とんたる魔ま境きようの如ごときライトノベル業界で……自分の書いた本が、未いまだに書店に並んでおります。

　全部皆様のおかげです。今までは、プロなのだし並んでて当たり前だ、並んでなきゃ駄目なんだ、と高を括くくっていた部分もあったのですが、さすがにちょっと、すごいことなんじゃないかと思えるようになりました。私程度が書いたものを、大勢の皆さんが支持してくださり、それが十年も続いてきたのです。本当に奇き跡せき的なことだと思います。ええもう、よくも私なんかを、私の書いた作品なんかを応おう援えんしてくださるものだと感服しきりです。

　なので十周年の記念に、これだけ言わせてください。




　お　前　ら　が　大　好　き　だ　!!




　……いや、お客様に向かってお前らとか、駄目なんですが。

　でも、今の正直な気持ちです。本当に本当にありがとうございますっ！




　二〇一一年　十一月


林　トモアキ　　
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